

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　天使が舞っていた。




　夕暮れの静かな公園で、中学生くらいの女の子が一人、サッカーボールを蹴っている。

　ポーン、ポーン、ポーン──と。

　浮かせたボールを地面に落とさないように、何度も何度も蹴りあげ続けるリフティング。

　意地の悪い春風が不意にボールを動かしても、彼女はまったく動じない。

　右に、左に。ゆらゆらと、するすると。優雅に身を翻し、踊っているように、歌っているように。素早く、柔らかく、足先で的確にコントロールする。

　ふわりと頭上に浮かし、ボールを目で追うこともなく、背中を伝ったそれを膝ひざ裏うらで軽く弾ませ、踵かかとで蹴り上げて、また元の足先へ。

　優しく。鋭く。大胆に。小刻みに。トリッキーに──いつまでもボールを弾ませ続ける。

　そんな彼女を、サッカーを知らない者が見れば曲芸師みたいだと言うかもしれないし、サッカーを知る者が見れば優れた技術に舌を巻いたかもしれない。

　けれど今この場で、唯一の観客だった彼──御み名な神かみ行いく真まはそのどちらでもなかった。

　というより、そもそも行いく真まはボールの行方など見ていない。

　たまたま公園の外を通りかかり、彼女が超絶技巧を披露していることにすぐ気づいたが、そんなことはどうでもいい。

　そう、どうでもいいのだ。十六歳の行真より年下──中学生くらいに見える少女が、同年代の男子どころかサッカーの日本代表……世界トップクラスもかくやというリフティングを見せていることなど、彼女の〝それ〟に比べればはるかにどうでもいい。

「嘘うそだろ……？」

　思わず呟つぶやく。あまりに衝撃的すぎて現実と思えない。夢だと言われたほうが納得がいく。

　でも──夢じゃないとしたら？

　行真は吸い寄せられるように少女へと近づいていき、少女もまた大きく動いた。

　ボールが地面に落ちる直前に両足で挟み込み、体全体をひねりながら大きくジャンプして浮かせる鮮やかなヒールリフト。

「──〝天使の翼アンヘル〟」

　もちろん錯覚だ。

　わかっていてもそんなものが見えてしまうほど、少女の足に夢中になっていた。

　ショートパンツからまっすぐ伸びる、細く、しなやかで、目にもまぶしい白い足。

　彼女のそれは見てくれだけじゃない。
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　行いく真まのその予想は実際に彼女の足に手で触れてみることで的中する。

「…………？　──!?　ひ……っ」

　くるぶしの真下、足裏の中心にしっかりと通っている重心。

「ん……っ、……んん」

　揉もみ込こめばしっかりと押し返してくるふくらはぎには、ムダな肉が一切ついていない。

　腓ひ腹ふく筋きんとヒラメ筋のバランスがとれているからアキレス腱けんの美しさが際立ち、足先の繊細な感覚に結びつく。なによりそれらを支えているのは。

「ふぁ……、ぁ──」

「やっぱりな……！」

　大だい腿たい四し頭とう筋きんに触れ、すぐに両手で揉みしだくと、ただ押し返してくるだけでなく、手に吸い付いてくる、まるで上質な絹のような手触りに打ち震える。

　太ももからふくらはぎ、そして足。普通の人間が縫い合わせたパーツパーツを連動させて次々に動かすのに対し、彼女のそれはさながら一枚の布。

　繋つないでいるという感覚すらないから、ただただ連綿と見る者を魅了しながら非現実的なまでに美しく動く。

　さながら〝天使の翼アンヘル〟のように。

　それはだからつまり──

「およそサッカーをするのに完璧な足！」

「…………ぇ……？」

「いや待て、大腿筋がここまで〝できてる〟ってことは……」

　股関節の付け根……腸腰筋まで一枚の布のようになっている!?

　興奮のままに、すでにショートパンツの中にまで手を入れていた行真は、さらにその先の一枚の白い布へと向かい──次の瞬間、激しく脳を揺さぶられた。

「がっ」

　どれだけ美しい足だろうが、その足で頭を蹴られれば痛い。

　いやまあ美しくない足に蹴られるよりははるかにいい……というか、蹴ったときのインパクトからも力の伝わり方が普通の足とは違うのがわかる。

　これはもう本当にfantasticoすばらしいとしか言いようがない……！

　というのはともかく。

「いってぇなっ、なにすんだ!?」

　不満を叫んだ行真はやっと気づいた。

　目の前の少女が今にも泣き出しそうだということに。

「な……どーした!?　なんかあったのか!?　誰かに──」

　そこまで続けて、違和感を覚える。少女はずっと行真をおびえた目で見続けているのだ。

「……は？」

　え？　いや、なぜ？　俺がなんかした？　ぱっと考えても思い当たる節がなかったので、昔よくしていたように彼女の視点であらためて自分がなにをしたのか考えてみる。

　少女が行いく真まにされたこと──

『公園で楽しくリフティングしてたら、見知らぬ男が寄ってきてめっちゃ足触ってきた』

「あ……あ～なるほど」

　行真がぽんと手を打つのと、少女が蚊の鳴くような小さな声で言うのは同時だった。

「へ……へん、たい……っ」
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「すまん!!」

　公園のベンチに座る少女の足下で、行真は土下座する。

　行真が昨日までいたスキンシップの激しい国でも普通にアウトな所業。

　わかっていたのに、あまりにも──あまりにも魅力的な足だったから。

　思って、行真はすぐ目の前にある少女の足首を見つめる。

　……やはり完璧だ。こんなにも完璧な足があっていいんだろうか。

「ぁ……あの……もう……かぉ……あげ……て」

「ニオイを嗅いで!?　なるほど、そっちはまだ──」

「ひっ……ち、ちが…………」

「……え？　あ、違うのか」

　コクコクうなずいた少女に、行真はあらためて少女を──今度は冷静さを失わないよう足を見ないようにして観察する。

　少女の第一印象は〝幸薄そう〟だった。なんかもう……不幸オーラがハンパない。

　そんなフィーリング的なものを除くと、日本人の……特に同年代を数年見ていないので確信はないが、まず間違いなく年下。

　小柄で細身。けれど足……に限らず手も長く、全体的にすらりとしている。

　髪型は雑なアシメショートだが前髪が長く、顔が見づらい。雰囲気としては普通に可愛かわいいが、伏し目がちでこちらと目を合わせることもない上、声がとても小さく、滑舌もあまりよくないせいか言葉が聞き取りづらくて、ネガティブなイメージも強い。

　もう少しフレンドリーなら印象も変わるのに──と考えてから、少女が行真にフレンドリーになるわけがないことを思い出した。

「や、マジですまん。いきなり足触ったらおびえられるのは当たり前だよな」

「……ぁ……」

「けど一個だけ言わせてくれ。その足はマジで完璧だ。理想的な……いや理想的どころじゃない、サッカーをする全人類に希望を与え、世界も救える起死回生の〝天使の翼アンヘル〟だ！」

「ぁ、の……」

「それで思わず我を失って……そっちからしたらだからどーしたって話だとは思うけど、つーか、まだ俺がここにいること自体──」

「あの……っ」

　少女にしてはがんばったのだろう遮る声に、行いく真まはまばたいて動きを止める。

　そうして、続けられる言葉を待って。

　待って。

　……待って？

　少女はなにか言おうとしていて、けれどなかなか言葉にできないらしい。

「……、…………も」

「も？」

「もと……から……、……こ……だから………気に、し……なく……て……」

　それだけ言って、また黙ってしまった少女に、行真は首をひねりながら言う。

「元からしゃべるのは得意じゃないから気にしなくてもいい？」

　うなずく少女に、行真はほっと胸をなで下ろす。

「そっか、助かるわ。いやー正直その足をもう二度と触れなかったらどうしようかと」

「そ、それ……は、別……」

　少女にしてははっきり言い切られて、行真はスンッとなる。

「あ、の……変態、さん……」

「いくらなんでも直球すぎんだろ!?」

「……、ぇ……？」

「いや〝え？〟って……誤解されるようなことした手前あんま強くは言えねーけど、一応宮みや衛え……じゃない、御み名な神かみ行真って名前があるからそっちで呼んでくれる？」

「…………う」

「う？」

「宇う田た……結ゆい……」

「……あ、ああ自分の名前ね」

　こちらが名乗ったから自分も名乗ったのだろう。

　心遣いはありがたいが、テンポが独特で調子が狂う。

　そのまま足下に視線を落とした彼女は、ちらっとこちらを見て、目が合うと急いでそらし、落ち着かなげに小声で訊きいてきた。

「ぁ……足……フェチ……？」

「溜ために溜めて訊ききたかったのはそれか……。ちげーわ」

「……!?」

「そんな驚くことか!?　あーわかった……普段からこーゆうことしてると思ったんだな？」

　心外すぎる。いつもならせいぜいいい足だな～って見るだけで終わるし。

　いやまあものすごくいい足だったらついてくくらいはするかもしれないけど、足の持ち主に話しかけたりはしないし、触ったりとかは絶対しない。フツーに捕まる。

　つまり──ユイの足を見たときにはそういうことすら考えられなかった。

「あのな、マジでお前の……ユイの足がめちゃくちゃ綺き麗れいで、完璧で、この世のものとは思えないほど超絶魅力的だったから──ん？　どした？」

「…………、……」

　顔を伏せてしまった。え、今のもダメ？

「い……いま……ゆ、結ゆいって……」

「あ、そっち？　こっちだとあんまファーストネームで呼ばねーんだっけ。んじゃ宇う田たで」

「ゆ……結、で……いい」

「あ、そう……」

　やっぱり独特なテンポ……というのはおいておいて。

「俺も訊いていいか？　ユイはどこのチームに所属してるんだ？」

「…………チー、ム？」

「フットボール……サッカーのクラブチームだよ」

　行いく真まが見てきた限り、日本人の足は余計な筋肉がついていたり、骨の形が歪いびつであったり、重心がズレていたりしてあまり〝綺麗〟じゃない。

　それらの原因は主にトレーニングの仕方や体の使い方の誤解、もっと言えば指導者の知識不足によるもので、大半が後天的なものだと思っている。

　だからユイの足がここまで美しい──完璧なのは、もちろん彼女自身の資質にもよるが、それ以上に優秀な指導者がいたからで、正直に言えばうらやましい。

　どのような環境が彼女の足を育んだのかを知りたい──そんな行真の願いは。

「…………な、い……」

「ん？」

「チーム……はいって……ない……」

「…………いやいやいや」

　そんなわけがない。足の綺麗さをおいても、これだけ完成した足先の技術があって、プロやセミプロの指導を受けていないというのは無理がある。

　ストリートサッカーが文化として根づいている中南米や欧州ならともかく、この日本、それも女子だ。独学ではまずありえない。

「あーわかった。親だ。親がサッカー関係者で、個別指導を受けた……だろ？」

　名推理かと思いきや、ユイはあっさり首を横に振る。

「親じゃない……？　なら、兄弟、親戚、知り合い──」

「だれ、も…………だれか、と…………サッカー……した、こと……ない」

「は？」

　チームに入っていないどころか誰かとサッカーをしたことがない？

「なんで!?」

　思わず叫んで、びくりとおびえさせてしまう。

「あ……す、すまん──いやでもここまでのクオリティとポテンシャル……才能があって、サッカーをしない理由なんて──」

「でき、ない……から」

　ぽつりと言う。

「人が…………こわい、から」

　ぎゅっと自分の手を握りしめて。顔を俯うつむかせるのではなく、ぼんやりと前を見ながら呟つぶやくユイに、行いく真まは思い切り頭を殴られたような衝撃を受ける。

　これまでのやりとりから考えても、「いやいや自分も人じゃん」とか「手の平に人って書いて飲むといいらしいぞ」などと軽く話していいものじゃないし、「がんばって治そう！」と無責任に切り出せるものでもないのはわかった。

　……わかったけれど。

「本当に、まったくダメなのか？」

　それで『はいそうですか』と諦められるような足才能でもない。

「……ひ……人と……話す、のも……だめ……」

「マジか…………」

　サッカーは団体競技で、コミュニケーションが不可欠なスポーツだ。

　どれだけ突出した能力があっても、話すことすら怖くてできないというのでは……。

「ん？　ちょっと待て。人と話すのも無理って、今俺と話してんのは？」

　スムーズではないけど、ちゃんと話せてる。行真のそんな疑問に、ユイはほんの少し間をとって、「た、ぶん」と言い添えてから続ける。

「人、じゃ……ないから」

「人だが!?」

　さすがにひどすぎない!?　なんに見えてんの!?

「あ、あ、……ち、違くて……あの………変態、だから……？」

「変態も人だわ!!」

　変態じゃねーけどな!?

「ひ……っ」

「あ……ああ、すまん」

　思わず立ち上がってしまっていた。叫んでしまったのも反省。

　けれど『行いく真まだけは大丈夫。なぜなら変態だから』というのはさすがに納得がいかない。

　というか納得してはいけない。

「……あ、足」

「……あ？　〝天使の翼アンヘル〟？」

　行真の言葉と視線に、ユイは足を手で隠すようにしながら言う。

「足、しか……、……興味、ない……で、しょ……？」

　上目遣いの眼まな差ざし。オドオドとしているが綺き麗れいで大きな瞳に。

「そんなこと────」

　ない、とは言えなかった。むしろめちゃくちゃそんなことあった。

　そんな行真をじっと見つめ、

「だ、から……平気……なの、かも……」

　ユイ自身も言いながらしっくりきたように小さくうなずく。

　つまり……まとめるとこうだ。

　対人恐怖症のユイは人が怖い。普通の人はユイを人として見る。しかし足しか興味がない変態の行真はユイの足しか見ないので怖くない。

「んなバカな……！」

　どう考えてもおかしいし、そこまでガチで『足フェチの変態』と思われるのもヘコむ。

　しかしユイがそう感じる以上はどうしようもないし、むしろ変態だと思われてるおかげで素晴らしい足の持ち主とお近づきになれたのだからこれはもう断然得したと、

「いや思えねーわ！　思えない！　さすがに！」

　声に出して自分にツッコミを入れた行真に、ユイはかわいそうなものを見るかのような目を向けてきて、余計に行真の心をむしばむ。

　なんなのこれ……。

　深々とため息をつき、切り替えるように頭をガリガリとかく。

「はー……まあいいや、誤解されんのは慣れてるし」

「……なれ、て……？」

「あーこっちの話。それより、人と一緒にできねーのに、よくあそこまでうまくなったな」

　率直な感想だったが、ユイは膝ひざを抱えて縮こまってしまった。

　しまった、地雷だったか……？　と思いきや、表情を見た感じ、普通に照れてるっぽい。

「こ……これ、しか……してなかった……から」

「これしかって……リフティングだけってことか？」

　コクリとうなずくユイに、行いく真まは首をかしげる。

　ボールを使ったものにしぼっても、リフティング以外に一人でできる練習は他にいくらでもある。人に教わらなくても、ネットで検索すればいくらでも──と考えて、ユイにはそんな環境すらなかった可能性に思い至る。

　アフリカや南米ならともかく、日本でそんな……などとは言えない。

　世界中のどこにだって、そういう境遇はある。

　そのことを行真は実際に目で見て知っているし、ユイが対人恐怖症になったのもあるいは、と簡単に想像できてしまって、複雑な気持ちになる。

　それでも。

「ほんとに好きなんだな、サッカー」

　小さく呟つぶやいた行真に、ユイは迷いなくうなずき、ぽそぽそと続けた。

「ちっちゃい、ころ……し、施設の……テレビで、みた……から」

「……施設」

　息を呑のむ行真とは対照的に。

「サッカー、の……Ｗ杯ワールドカツプ」

　顔を上げたユイの瞳は、キラキラと輝いていた。

「こ……言葉、とか……ちがう、のに……ちっちゃな、ボールを、みんな……テレビの、中も、外も……みんな、みんな……夢中で……おい、かけて……すごい、すごく、て──」

　無意識なんだろう。たどたどしく身振り手振りでそのとき感じた熱情を一生懸命伝えようとしてくるユイに、行真はふっと息を抜くように笑う。

「……わかる。Ｗ杯はこの世の娯楽をすべて足しても足らないくらい──最高だよな」

　ああ……ユイも仲間なんだ。たかだか直径22センチの球体に世界中の欲望が込められ、選手たちが、サポーターが、全人類が──文字通り〝熱狂〟する。

　サッカーのＷ杯には、そういうすさまじい力がある。

　うっかり目にしてしまった少年少女を捕らえ虜とりこにし、僕も私も、あの場所に立ちたい、立ってみせる──そう思わせてしまう、強烈な魔力が。

　……胸が痛い。いや、本当に痛いのは──美しくも綺き麗れいでもない自分の足を見つめる行真には気づかず、ユイは熱く続ける。

「気が、ついたら……ボール……外で、けってて……あ、あとで……持ち主の……男の子に、おこ……おこられて……こ、こわかった、けど……」

「勝手に持ち出したのか」

　そりゃ怒られる。けど、それくらい夢中になった。

「どう、しても……サッカー、したくて…………ボール……じ、自分で、つくって……」

「あー新聞紙とか丸めてな。やったやった」

「そ──そう……っ、……新聞、紙っ」

　嬉うれしそうに身を乗り出したユイは、ハッとして離れると、小さくなる。

　その仕草が可愛かわいくて、行いく真まは噴き出しそうになりながら先を促す。

「で？」

「さ、最初は……新聞紙の、ボールで……遊んでて……ちゃ、ちゃんとした、ボール……もらえた、日は……すごく、すごくうれしくて……ずっと……ずっと外でけって──」

　実際にそのときに戻ったように、うっとりとした表情を浮かべる少女に、行真は少しだけうらやましくなる。

　行真がはじめてボールを蹴った日は、希望に満ちあふれていた瞬間はいつだっただろう。

　もう、思い出せない。

「なるほどな……そんだけハマってたんなら、結構な頻度でボール蹴ってたんだろーな」

「まい……にち」

「ん？」

「毎日……ずっと……外でも……中でも──」

「リフティング……だけを？」

　こくりうなずくユイに、ぞくりと行真の背筋を冷たいものが這はう。

　小さい頃から毎日サッカーの練習をしていた──そういう子供はそれほど珍しくない。

　行真の周りに多くいたというだけでなく、海外でも日本でも、クラブチームの育成組織に所属すれば当たり前のことだし、サッカーという競技はおそろしく裾野が広い。

　だから〝毎日サッカーをしていた〟ことには別に驚かない。

　驚くのは。

「リフティングだけを……!?　毎日!?」

　念を押すように声を張り上げた行真に、ユイは戸惑い、小声で言った。

「それ……しか……できなかった、から」

　人が怖いから。人と一緒にはできないから──。

　ぎゅっとボールを抱きしめるようにしたユイに、行真は悟る。

　ユイにとってボールはただの友達じゃない。ボールだけがユイの友達なのだ。

　理屈はわかる。わかるけれど。

「ありえねーだろ……」

　地面に落ちないように、手以外の部分を使ってボールを浮かせ続けるリフティング。

　傍はたで見る以上の奥深さがあるのは十分に理解しているが、ただそれだけを外でも家の中でも、四六時中欠かさず続けろと言われてできる人間がどれほどいるだろうか。

　それどころか。

「いつから……何年、やってんだ？」

　無意識にこわばった声に、ユイは特に気にすることもなくじっと考えるそぶりを見せ、なんということもなさそうに言った。

「さ、三歳から……十年？」

「じゅっ」

　十年間リフティングだけをやり続けた十三歳の少女。

　──断言できる。

　世界中を見渡しても、そんな人間は今、ここにいる宇う田た結ゆいただ一人のみだ。

　サッカーは楽しい。とても楽しい。

　関わる者を熱く狂わせるほどに。

　けれどそれはただボールを蹴るからではなく、誰かと──サッカーが楽しいと思っている仲間と、共にプレイするから。

　決して一人でボールを浮かせ続けるのが面白いからじゃない。

　そんなことはユイだってわかっているのだろう。

　でも、それしかできないから。できることがこれだけだったから。

　ただひたすらにリフティングをやり続けた。

　ずっと、ずっと、ずっとずっとずっと──。

「そりゃ……うまくなるに決まってる……」

　執念。執着。気合いの入りようが違う。

　もちろん繊細なタッチ、曲芸のようなボールコントロールもリフティングで培われたものなのだろう。

　そして。

「……〝天使の翼アンヘル〟」

　行いく真まが今まで見てきたすべての足の中で、間違いなくもっとも美しく、完璧なユイの足。

　それもまた、この方法で──この方法だからこそ形作られたのだとしたら。

「マジ……かよ」

　乾いた笑いが漏れる。

　──イクマ、神は人間の足をフットボールのためにお創りになられなかった

　行真に現役を断念させたmédico医者の言葉が脳裏をよぎる。

　人間はサッカーをするために生まれていない。だからサッカーをするときは、必ず体のどこかで無理が生じている。

　無理と不運。その二つが重なれば簡単に壊れ、二度とサッカーができなくなる。

　人の足はサッカーをするためにできていないから。

　……だったら。

　だったら、一番大事なのはサッカーをするために創られた足じゃないのか？

　サッカーをするのに適した理想的な足。

　どんな技術や戦術よりも、それこそがなによりも大事で、必要なこと。

　……なぜそう教えてくれなかった？

　どうして。全部、ダメになってから──

「……いつ、か」

　ぽつりと呟つぶやいたユイに、行いく真まはハッとして顔を上げる。

「し、して……みたい…………サッカー」

「────」

　オレンジから薄紫に変わる黄昏たそがれ時どきに見つけた流れ星。

　叶かなわないとわかっているのに、願わずには、口に出さずにはいられないように、宇う田た結ゆいは祈るように言う。




　サッカーをしたい。




　……彼女はわかっている。

　リフティングはただの準備なのだと。まだサッカーはしたことがないんだと。

　サッカーをしたい。いつか。きっと。

　そう思って、十年間、毎日。サッカーをするのに最高の足を鍛え上げて。

　ただひたすらに準備だけをし続けている少女──。

「──やらせてやるよ、サッカー」

　気がつけば、行真は言っていた。

「え……？」

　まっすぐ向き直り、戸惑う彼女の手を取り、渦巻く嫉妬もかなぐり捨てて、伝えた。

「ユイを──その足をＷ杯ワールドカツプの舞台に立たせてやる」
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　ツテはあった。

　……およそ最悪のツテが。

『無駄な話はするな。金になるか否か、それだけを語れ』

　二言目にはそう口にし、できれば二度と顔も見たくなかった〝あいつ〟──。

　ユイと共に公園を後にした行真は、不安そうな彼女に何度も声をかけながら、一緒にその場所へと向かう。

　坂に次ぐ坂を上った先にある小高い丘。かつてそこには地元の小学生なら誰もが一度は行ったことがある、様々な大会で使用された運動場があった。

　そう、あった。

　笑い合い、汗を流し、本気で競って、最後には健闘をたたえ合う──そんな子供たちの思い出を容赦なく踏みにじるように、今は冗談じみた豪邸と施設が建てられている。

　鉄製の門の前に立つと、『しばらくお待ちください』と機械的な声がかかり、やがて自動でゆっくりと開かれていく。

　およそ家とは呼べない広大な敷地には噴水やいくつものコートとゴール、屋内プールらしき施設に真新しい体育館まであり、それらを横目にたっぷり五分は歩くと、巨大な邸宅と玄関扉が現れた。

　深呼吸を一度。すぐ後ろのユイをチラリと見てから、行いく真まはそれを開け放った。

　家というより、施設。

　壁一面の巨大なモニター、その正面にＬ字型の大きなソファーとガラス製のテーブル。

　吹き抜けの広いリビングに置かれた家具はそれだけで、装飾品の類たぐいは見当たらない。

　豪ごう奢しやなのに無機質で、どこまでも機能的。

　……いかにも〝あいつ〟がデザインしたような家。

　嫌悪感に眉を寄せた行真は視線を奥へと移し、二階へと続く階段……その最上段に、腕を組み、こちらを見下ろすスーツ姿の小柄な女性を見つけて、




「おかえり挫折者」




　強烈な皮肉。小学生と見まがう若すぎる容姿に不似合いな、この世のすべてを掌握しているかのごとく傲岸な態度と凄絶な笑み。

　……間違いない。

　八年ぶりに会ったにもかかわらず、行真の記憶の中の姿となにも変わっていない。

　労ねぎらいも慰めも久しぶりの一言すらなく、ただただ苛烈に言葉で殴ってくる〝あいつ〟こそ、奇抜な発想と類い希まれな先読みによって没落しかけた旧財閥の流れを汲くむ会社をたった数年で立て直した財界の女傑にして伝説──

「足かけ八年、スペインへの観光旅行は楽しかったか？　負け犬の馬鹿息子」

「……Cállate y vete, vieja zorraくたばれクソババア」

　御み名な神かみグループ株式会社代表取締役社長、御名神絶ぜつ火か。

　自由奔放で傍ぼう若じやく無ぶ人じんで、合理主義の快楽主義の拝金主義の、行真の最悪の母親。

「[image: ]Oh, Dios mío! ¿Olvidaste el japonés después de vivir tanto tiempo en el extranjero? Cariñoおやおや、長きにわたる海外生活で日本語を忘れてしまつたのか？　おぼつちやん」

　難なくスペイン語で返してきた絶火は、肩をすくめておどけるように続ける。

「o si noそれとも...──ああわかった、お前に投資した金のことを心配しているんだな？　安心しろ、再起不能のケガを負う程度のリスクははじめから織り込み済みだ。費やした金を回収する算段も立っている。もちろんお前自身からな」

　冗談を言っているわけじゃない。

　怒ってもいないし、ふざけてもいない。

　ただこういうことを笑顔で淡々と言える人間なだけ。

　怒りや呆あきれ、嫌悪感がないと言ったらウソになるが、小学校に上がる前にはこういうやつなんだと諦めていた行いく真まにとって、そんなことは今さら驚くべきことじゃない。

「そうだな……さしあたって明日からお前には──」

「頼みがある」

　──誤ご魔ま化かすな取り繕うな言いい淀よどむな。

　──本当に叶かなえたければ相手を遮って押し通せ。

　脳裏によぎるその言葉が目の前の母親に言われたものだと思い出して、顔をしかめた行真は、関係ないと振り切るように声を張る。

「この子にサッカーをやらせてほしい」

　親指で背後を指さし、視線は絶ぜつ火かからはなさない。

　──願いを呑のませるためには必ず相手の利も言え。

　──具体的に印象的に。

「あんたの会社が……関連会社がスポーツビジネスを始めたのは知ってる。今あんたは事業の顔となるような超一級の選手が喉から手が出るほど欲しいはずだ」

　超一級の選手──行真自身が目指していたかつての夢に、少し胸が苦しくなった。

　もちろんそんなことはおくびにもださない。

「サッカーをさせることができれば、こいつ──宇う田た結ゆいは必ず日本を、いや時代を代表する選手になる。だから」

「既視感デジヤ・ビユ」

　階段に座り、脚を組んで顎に手を当てる絶火は意地の悪い……邪悪な笑みを浮かべる。

「既視感だ。既視感だよ行真。今お前が話した夢物語を私は聞いたことがあるぞ。あれはいつだったかな──そう、確か八年前だ」

　指を鳴らし、まるでたった今本当に思い出したかのように言う。

「行真、お前は八歳の宮衛行真を同じように称たたえてプレゼンしていたな？　『俺は必ず日本を、時代を代表する選手になる』だったか。──で、結果は？」

　優雅に伸ばされた右手の人差し指が、行真の足をターゲットにする。

　弱みを抉えぐり、完膚なきまでに信念を折る、強烈で的確な悪意。

　湧き上がる怒りや屈辱、胸くそ悪さを呑み込むために、顔を俯うつむかせた行真は、チラリと背後のユイを──その美しい足を見てから階上をにらみつけた。

「……ユイは、俺と違う」

「ほう？　どこが？」

　おちょくる言葉は、望むところだった。

「ユイの足は、〝天使の翼アンヘル〟だ」

「……やれやれ、本格的に頭をやったか。あるはずのないものまで見えるように──」

「そう、あるはずのないものだ。想像はできても現実にはありえない。そう言いたくなるほど奇跡の足の持ち主。まず足での故障は考えられないし、磨けばまばゆく光り輝く」

　目を細め、口を閉じる絶ぜつ火かにこの上ない手応えを感じて、行いく真まはたたみかける。

「ユイはある問題を抱えてる。そのせいで今までスポットライトが当たらなかったし、そのおかげで誰にも気づかれず発見されていない。ただし」

「今後もそのままとは限らない、か？」

　あっさり先んじられても、ひるまない。

「……確かに俺はなにもなしえなかったし、あんたとの〝契約〟も……一方的に破る結果になった。そのことにはなにも言えない。──けど、超一流とその原石なら腐るほど目にしてきたし、なにが本物なのか見抜く目には自信がある」

　嘘うそじゃない。多少のハッタリはあれど、本心だ。

　その証拠にどんな反論や悪意が来ようとすべて撥はね返──

「ふ──ふふ……ははっ、ははははははははははっ!!」

　高らかに笑って、笑って。

　五つのグループ関連会社を直接指揮する辣腕は文字通り子供をあやすように言う。

「それで交渉してるつもりか？　お前は光こう真まの馬鹿からなにを学んだ？」

「……はぁ？　なんでそこで親父おやじが──あのサッカー馬鹿は関係ねーだろ！」

「はっ、話にならんな。そんなぼんくらだから失踪されるんだよバーカバーカ」

「あ……あぁ!?　まさかあんた親父の行き先に心当たりが──」

「まあそれはいい」

　よくねーだろ！　と叫びそうになったが、右手を振り上げ、空中で止める仕草に、行真はタクトを掲げられたオーケストラのようにぴたっと口をつぐまされる。

「お前ごときが見つけられる逸材をこの私が拾えていないと？」

　失笑と共に背後を指さされ、振り返った行真は、逃げ出そうとしているユイに驚く。

「ちょ、おいユイ!?」

　行真の声にビクリと震えたユイは、慌てて尻餅をつき、膝ひざ立だちで這はっていこうとする。

「いやいやいやここまできてそれかよ!?」

　思わず突っ込むとユイはゆっくり振り向き、一瞬絶火に視線を向けて、すぐそらす。

「……やっぱり……こ…………こわ……ぃ……」

　……やっぱり？

「いや、まあ……わかるけどな……」

　御み名な神かみ絶ぜつ火かの見た目と裏腹のこの世を達観するような歪いびつな笑み。口調のきつさやこちらの落ち度を容赦なくついてくる鋭さは、超威圧的だ。

　対人恐怖症のユイには対たい峙じするだけでも荷が重すぎるし、逃げ出したくなるのもわかる。

　むしろよくここまで耐えたとすら思うが──行いく真まはかがみ込んでユイと目線を合わせる。

「アイツは……御名神絶火は金に汚くてどこまでも欲望に忠実で、自分に子供がいようが関係なく自己中心に生きる最低最悪のヤツだ。地球の裏側に行ったってアイツよりヒドイ人間はいない、少なくともスペインにはいなかった」

　いきなりなにを話すのか、驚くユイに行真は「けどな」とため息をつく。

「金と力を持ってる。そして……良いものを正しく良いと評価する」

〝良いものは金になる〟そう言ってかつての行真に投資したように、その分野に関して門外漢であってもきちんと見定める目を持っている。

「だからユイの足これさえ見せれば、絶対に──」

「ふん、思った通り順調に打ち解けているな」

「──うおっ!?」

　振り返ると、ニヤニヤ笑う母親がすぐ後ろに立っていて、無駄に驚かされたことに腹が立つ。……いや、そんなことはどうでもいい。行真はここぞとばかりにユイの足を指さし、

「見ろ、これが──」

「知ってる」

　その言葉を聞いた瞬間、行真は猛烈に嫌な予感がした。

　知ってる？　誰を。なにを──

「こちらが想定していた以上の成果だ」

　想定していた……？

　いやそれよりなにより──絶火が浮かべた最悪の笑み。

　行真の覚えている限り、母親が〝これ〟を浮かべたときは絶対に悪いことが起きる。

　けれどそれがなんなのかわからないあいだに、絶火は嬉き々きとして続けた。

「〝ユイにサッカーをやらせろ〟それがお前の願いだったな。──喜べ、その願いは叶かなう」

　芝居がかった仕草で大仰に両手を広げてからまっすぐ行真を指さす。

「ただしお前自身の力で、な」

　そう邪悪に付け加えるとスーツを着た悪魔は、心底愉快そうに笑って言った。

「行真、ユイの──〝妹たち〟のフットサルコーチになれ」
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「──はあ？？」

　コーチ？　それもサッカーではなくフットサルの？

　いや、それよりも──。

「〝妹たち〟？」

　意味不明すぎる言葉に思わず振り返るが、ユイは絶ぜつ火かが近づいてきてから一度も顔を上げていないし、今も行いく真まに隠れてぶるぶる震えている。……とても事前に悪魔と共謀していたようには見えない。

　それとは別に、行真の十六年の人生で妹がいたことなど一度もない。もちろんユイも違うし、日本を離れていたあいだにできた可能性はなくはないが、少なくとも行真は知らない。

「安心しろ、ユイもそうだが〝妹たち〟は基本的にお前と血のつながりはない。あくまで形式的なものだ」

　形式的……養子ってことか？　行真がそう尋ねる前に絶火は軽く言う。

「だから万一そういう関係になったとしても遺伝的な問題はない」

「なんの心配をしてんだ!?」

「思春期の息子の下半身事情だが？」

　ニヤニヤ笑う絶火はさりげなくすぐそばまで近づいて、ユイの足を指さす。

「しっかり欲情していただろう？」

「……っ、冗談なら──」

「私は冗談を言わない」

　その言葉自体冗談であるように肩をすくめ、どこに持っていたのか小型のタブレットを投げてよこす。

　画面に表示されていたのはユイの写真と──

「『宇う田た結ゆい十三歳身長１５４・２センチ体重……』って、これ……」

「お前が面倒を見る〝妹たち〟のデータだ」

　横にスワイプするとページが変わり、ユイの他に四人の少女のデータが入っていた。

　最後のページには行真自身のプロフィールもあって、その肩書きに眉をひそめる。

「『御み名な神かみグループスポーツエンターテイメント事業部Ｕ－15アンダーフイフテイーン女子フットサルマネージャー』……？」

　呟つぶやいた行真に、絶火は手を広げ、流麗に語る。

「言うまでもなくスポーツビジネス界に君臨する絶対王者はサッカーだ。それゆえに散々手て垢あかのついたレッドオーシャンであり、考えなしに新規で参入するのは愚の骨頂。だが、サッカーでありながら限定されたフィジカルコンタクトで、肉体の優劣よりも技術力を重視し、わかりやすく、身近なスポーツがある」

　──それがフットサル。言外にそう示して経営者は続ける。

「フットサルはサッカーの〝美しさ〟を凝縮した究極のスポーツエンターテイメントだ。人々は勝敗を超えたテクニックの、流麗な連携の、どこまでも完璧なゴールの虜とりこになる。そして美を競うのであれば女子、それも成長途中の若い女だ。──もっともお前が面倒を見る十三歳の〝妹たち〟は立っているだけでもてはやされるような淑しとやかでおとなしいお嬢さまなどではなく、全員が全員まともに学校にも通えていない問題児たちだがな」

　そう言ってユイを指さした最低の経営者に、行いく真まはようやく言葉を挟む。

「……それで、なんでわざわざ養子にまでする必要がある？」

「問題が起きたときに処理しやすいからに決まっているだろう？」

「──」

　そんなことのために──？

「無論他にも理由はある。御名神グループ我が社は慈善事業に力を入れている。全国各地の小児科やそういった施設を回る機会も多い。素材を見つけ次第戸籍に組み込み、後々の手続きをスムーズにする。極めて合理的だ」

　肩をすくめて薄ら笑いを浮かべる母親に、行真は拳こぶしを強く握る。

　そこまで、して。

「……なにが、目的だ」

　半ば答えを確信しながら。それでも一いち縷るの望みをかけた問いは、

「Por dinero. ¿Hay algo más? Cariño金のため。それ以外の答えが聞けると思つたのか？　おぼつちやん」

　無慈悲な嘲ちよう笑しように切って捨てられる。

「挫折したエリートが問題児の少女たちを更生させ、フットサルという目新しく華やかなスポーツで天下を取る──最高のエンターテイメントだろう？　確実に金になる！」

　高らかに笑う母親に、手が出そうになった。

　……けれど。行真は目を閉じ、服の裾を掴つかまれているわずかな感覚に意識を研ぎ澄ます。

　──ユイにサッカーをやらせる。それもよりよい環境で。

　その約束を守るために、行真は今、ここにいる。

「……あんたの言い分はわかった。フットサルはユイが負ってるハンデを考えれば悪くない選択肢だ。チームメイトが問題児ってのは気になるがフィールドじゃ関係ないしな。──だが、俺はコーチなんてやらない」

　タブレットを床に置いて、はっきり言う。

「勘違いすんな。あんたのクソ金かね儲もうけに吐き気がするからとか、そういう理由じゃない」

　もちろんどこまでも金儲けのことしか考えていないことには吐き気がするし、こんな外道を思いついて平気で実行しようとするこいつはクソのクソだが。

「まず俺にフットサルの経験がほとんどない。技術的な部分にサッカーと通じていることがあるとしても戦術面までそれでいいとするのは横暴が過ぎる。そしてなにより、プレイヤーとコーチはまったくの別物だ。本気で天下を取るつもりなら、ライセンスを持ったプロに任せて、きちんとしたプログラムの下でトレーニングを──」

「はっ、お前はなにを聞いていた？　私がするのはビジネスで、必要なのはエンターテイメントだ。超一流のプロのコーチに習うなんていう当たり前でつまらんものより、挫折した元エリートの変態が教えるほうがはるかに金になる！」

「──っ」

「そもそも」

　無造作にさらに近づいてきた母親は、低い位置から見上げてくる。

「〝ライセンスを持ったプロに任せて、きちんとしたプログラムの下でトレーニングを〟受けたおぼっちゃんは、どうなった？」

　笑みを消し、無感情の眼まな差ざしを差し向けて、胸に人差し指を突きつけてくる。

　……同情じゃない。もちろん母の愛なんてものでもない。

　ただ事実を語っているからこそ、ちゃんと受け止めて考えざるをえない。

　行いく真まがこの八年、なにをして、どうなったのかを。

「ま、こんな話どうでもいいんだがな」

　一瞬前のシリアスな空気をあっさり翻して、快楽主義者は笑う。

「すでに結論も出ている」

「言っとくがあんたがどれだけ強制しようが受けるつもりは──」

「強制する必要はない」

　にたぁ、と世界一嫌な顔で笑って、母親の皮をかぶった悪魔は告げる。

「そんなことしなくても、優しい優しい〝お兄ちゃん〟は〝妹たち〟を一目見れば必ずコーチを引き受けるからな」

「……それで、煽あおってるつもりかよ」

　暗に一目見ろと促してることを突っ込んだ行真に、絶ぜつ火かはおもむろに左腕の時計を見る。

「話は以上だ。明日は隣の練習用コートに九時集合。ユイは部屋に戻れ。行真、お前の部屋はまだ準備が終わっていない。近くのホテル外で寝ろ」

「は……？　準備って……ちょ──おい！」

　伝えるべきは伝えたとばかりに絶火はそれ以降一切応えず邸内から去って行った。
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　翌朝九時。

　邸宅内の練習用コートに向かっていた行いく真まは、ネットの向こう……真新しい人工芝の上で手持ち無沙汰に待機していた四人の少女に──彼女たちの一部に、釘くぎ付づけになった。

「……嘘うそ、だろ……」

　遠目からでもわかる。はっきりとわかる。そこだけが燦さん然ぜんと輝いて見える。

　四人の〝妹たち〟は、全員が全員とんでもなく足が綺麗だった。

「──」

　いてもたってもいられず走ってコートへ向かい、躊ちゆう躇ちよせず中に入り、いぶかしむ少女たちにもかまわず、芝に腹ばいになるようにして近くでよく見る。

「え？　え？」「……は？」「あはは～」「……キモ」

　四人それぞれ細かく違いはある。だが、共通して全員が数万人に一人レベルの──いやそれ以上に稀まれな美しい足の持ち主。

　──優しい優しい〝お兄ちゃん〟は〝妹たち〟を一目見れば必ずコーチを引き受ける

「……そういうことかクソババア……！」














　間違いない。あいつが言っていたのは〝これ〟のことだ。

　こんなもの。こんなものを見せられたら──コーチを受けないなどとはとても言えない。

「なーなー、おにーやん関係者やんな？」

「あ？」

　誰がお兄ちゃんだ。明るい髪色のギャルっぽい少女に話しかけられ、そう返しそうになったが、すぐ近くにある彼女の外がい側そく靱じん帯たいの傑けつ出しゆつっぷりに目を奪われ、息を呑のむ。

「にゃは……めっちゃ足ガン見するやーん」

　ギャルっぽい少女の若干引いた呟つぶやきに、行いく真まはハッとして立ち上がる。

　少女たちは明らかにこちらをものすごくうさんくさそうに見ていた。

「あーいや……」

　そうだ、昨日もユイの足を見すぎて──とそこまで考えてから、大事なことに気づいた。

　四人の少女たちは筆舌に尽くしがたいほど綺き麗れいな足をしていたが、ユイのそれとは違う。

　彼女たちの足が採掘されたばかりの原石なら、ユイのそれはすでに研磨を終え、細工を待つばかりのルース裸石。

「き……綺麗な……足、なら」

「うぉ!?」

「誰の、でも……いいんだ」

　すぐ後ろ、ピタリと行真の背中に張り付くように、運動着姿のユイが立っていて。

「いつのまに……」

　気配がなさすぎてまったく気づかなかった。

「¿Te gusta? Pervertidoお気に召したか？　変態」

「誰が変態だ!!」

　と、激しく反応してから、そこにいた母親に鼻白む。

　当たり前のように背後から現れたスーツ姿の絶ぜつ火かは、小馬鹿にするように行真を笑い、即座に屈かがんで行真の左足に抱きつき震えるユイを一いち瞥べつしたあと、少女たちへと向く。

「あーゼッカちゃんやん、おっはろ～」「ママ、おそーい！」「……おはようございます」「おはようでーす♪」

　口々に挨拶する少女たちを落ち着かせ、行真を──その後ろに隠れるユイを見る。

「ふん、ちゃんと全員そろっているな。……ミチル、体調は？」

「バッチリオッケーやで～！」

　派手な髪色にピアスとネイル。いかにもギャルと言わんばかりの少女──ミチルが指で○を作ってコテコテの関西弁で明るく言うと、彼女と対照的に運動着をキッチリ着た硬そうな雰囲気の黒髪パッツン少女がため息をついた。

「嘘うそです。ミチルは今朝あまり調子がよくないみたいで、朝食も残していました」

「あーっ、なんで言うん!?」

「〝体調は正確に報告すること〟、契約書にも書いてあったでしょう？」

「は～……？　そんなんフツー誰も読まんし。もーホンママジメやんな～パルルは」

「っ、みんなの前でその呼び方やめぇ……やめてって言ったでしょう」

「にゃはは、ごめんて～。せやし、はるるよりパルルのほうが響きカワイーやん？　なぁ、おにーやんもそー思うやろ？」

「ああ……あ？」

「ぷーっ、めっちゃ生返事やん！　にゃははははっ」

　ケラケラ笑うミチルにパルルと呼ばれた少女がなにか言おうとし、絶ぜつ火かに制止される。

「報告ご苦労。ミチルは後で検査だ」

「えー！　いやや～……!!」

　この世の終わりのようにぶーたれるミチルに、呆あきれたようにため息をつくパルル。

　一見対照的でありながら、背格好や細かい仕草、なにより同じ顔の造りに、行いく真まは呟つぶやく。

「そういや双子がいるってタブレットに……」

「ん？　せやでー。ウチとパルルは双子ちゃんや。めっちゃ似てんにゃろ？」

「パルルはやめぇゆーてるやろ！」

　なんとも言えず黙っていると、別の少女が手を上げた。

「あの～質問があるんですけどぉ」

「なんだカスミ」

　カスミと呼ばれた、やたらとオシャレで垢あか抜ぬけた印象の少女は、ゆるふわのミディアムボブを揺らし、行真に可愛かわいらしく会釈をしてから絶火に尋ねる。

「こちらの方って、もしかしてぇ──」

「は～つまんないつまんないつまんない!!」

　カスミにかぶせるように大きな声をあげたのは、ことさら目立つ外見の美少女。

　明らかに髪の毛を染めているミチルや丁寧なケアが見て取れるカスミとは違う。

　腰まで伸びるプラチナブロンドや大きなサファイアブルーの瞳は天然のそれだ。

　と、いうより。

「欧米人……」

　行真の呟きに、少女が耳ざとく反応した。

「は？　日本語しゃべってんでしょ？　大体クロエは他のと違ってショーシンショーメイ血のつながってるゼッカママの子だし。パパはフランス人だけど」

「ああじゃあハーフ……って待て今なんつった!?」

　他の子たちと違って正真正銘血のつながってるママ──絶火の子ということは。

「血つながってんじゃねーか!!」

　つまり、彼女は。彼女だけは──俺の実の妹!?

　親のそういった事情に首を突っ込むつもりはないが……種違いの妹って！

　思わず確認するように諸悪の根源を見ると、なにをどうしたらこんなモデル体型の娘が生まれるのか謎すぎるロリ体型母がふっとバカにしたように笑う。

「基本的に血のつながりはない。そう言ったはずだ」

　あくまで基本的で、全員とは言っていない。

「ざっけんな、クソババア……っ」

　率直に吐き捨てた行いく真まとのあいだにクロエが割り込み、突っかかってくる。

「ちょっと！　人のママになにゆってくれてんの!?」

「いや人のママって……」

「てゆーかママ、コイツなにっ？」

　クロエのその問いに、絶ぜつ火かはニヤリと笑い、「いい質問だ」楽しそうに言うと、クロエだけでなく全員に向かって大仰に言い放った。

「この変態こそお前たちを頂点へと導くコーチ兼マネージャー、そして──〝お兄ちゃん〟の御み名な神かみ行真だ」
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　話は以上。後は自由にやれ──そう言って踵きびすを返かえした絶火が見えなくなって三秒後。

　練習場は大混乱に包まれた。

「は──はあああああ!?　Frère兄いっ？　こんなのが!?」

「い、行真って……まさか本当にあのＩＫＵＭＡ……!?」

「え～ホントに？　すごーい♪」

「にゃはははっ、なんやみんなめっちゃ叫んでてウケるんやけど～」

　クロエが、パルルが、カスミが、ミチルが口々に叫び、足下のユイがビクリと震えて、行真の服の裾を強く引っ張る。

　体勢を崩したたらを踏みそうになった行真は、絶火の去っていったほうを見ながら言った。

「投げっぱなしかよ……!!」

　文句を言ったところでその相手はすでにおらず〝妹たち〟はますますヒートアップする。

「こんなのがクロエのfrère兄とかムリムリマジムリ！　ムリすぎ!!　アンタ今すぐママの息子やめてよ!!」

「宮衛行真は今スペインに……こんなところにいるわけ……嘘うそ……絶対嘘……!!」

「行真さん行真さん♪　あ、行真さんって呼んでいいですか～？　それとも──行真お兄ちゃんのほうがいーです？」

「うわ、みんなガチやーん。パルル目の色ちゃうし。もしかしておにーやんホンマに有名人なん？　阪はん神しんの選手でゆーたら誰くらい？？」

　……ＪＣ女子中学生の圧すごい。

　ぐいぐい距離を詰めてくる彼女たちに、まったく動揺しないと言ったら嘘うそになる。

　女子のボディタッチ自体は向こうで慣れているしそれほど気にはならないが、彼女たちが──正確には彼女たちの太ももが、ふくらはぎが、脛すねが、足首が、くるぶしが、行いく真まをたまらない気持ちにさせる。

　運動着姿ゆえにはっきりと見てとれる各部位。それでいて触ることはできないために、ちゃんと確かめたいという抗あらがいがたい欲求に苛さいなまれ、体が勝手に動きそうになる。

　欲望との葛藤と、いつまでもやまない声に──

「自己紹介！」

　行真が一喝するように言うと、少女たちは面白いくらいピタリと動きを止めた。

　そのままじっと見つめられ、居心地が悪くなり、ガリガリと頭をかきながら言う。

「あー……とりあえず一人ずつ自己紹介してってくれ」

　昨日タブレットでものすごく適当に見てはいたが、足の特徴と名前がまったく一致していないし、なによりも落ち着きたい。

　行真のそんな申し出は実妹らしき金髪の少女に冷たく切って捨てられる。

「は？　なんで？　てゆーか人に求める前に自分からしなさいよ」

「あ？　俺のはさっきあの女が……」

「またあの女って言った！　なんなのその態度、クロエのママなんですけど！」

　そう言って思いっきりメンチを切ってきたクロエに、さすがの行真もカチンときた。

「俺の母親でもあるだろーが！　そもそもアイツが俺に無む理り矢や理り──」

「バッカじゃないのバッカじゃないの!?　アンタのママだなんてクロエ認めてないし！」

「はあぁぁ……？」

　それは認める、認めないの問題じゃないだろ。駄だ々だこねてるガキかよ──と、そこまで思ってから、目の前の彼女が十三歳の子供であることを思い出す。

　他の〝妹たち〟と比べてもクロエは明らかに発育がいい。

　中学生どころか高校生……いや大人と言われても違和感はないし、そういった枠組みを取り払っても優れたプロポーションをしている。

　行真としては圧倒的なふくらはぎにとにかく目を奪われるが、そうじゃなくても視線を集める美貌の持ち主で、見み惚とれてもおかしくない。

　……そう、口さえ開かなければ。

　中身は年相応なのだから、まともにやり合うのはそれこそ大人げない。

「──わーかったよ、俺からすりゃいーんだろ？」

「ふん、最初からしなさいよ。バッカじゃないの」

「……っ」

「あ、あ～でもそれウチも気になるな～！」

　絶妙なタイミングでミチルが行いく真まとクロエを取り持つように割り込んでくる。

「まだぜんぜんみんなのこと知らんし、おにーやんのことも詳しく教えてほしーわ。な？」

　そう言ってこちらを見上げてきたミチルに、行真はため息をつく。

「御み名な神かみ行真、十六歳。昨日八年ぶりに日本に帰ってきて、この春から通信制の高校に通う……ただの高校生だ」

「──嘘うそ！」

　声と共にボールが飛んできた。

「──」

　ほぼ同時に二個。死角から投げつけられたそれらを、行真は一つを胸で、もう一つを左足の踵かかとで鮮やかにコントロールし、二つとも足下に収めた。

「えっ、すっご!?」

「わ～すごーい♪」

「……あっぶねーな、急になにし──」

「なんで!?」

　行真の言葉を途中で遮ったのは、ボールを投げてきた前髪パッツン少女──パルル。

　彼女は、怒っているような、悲しんでいるような、変に興奮した表情で続ける。

「ＩＫＵＭＡ……宮衛行真は八歳のときレアル主催のジュニア大会でＭＶＰをとって、翌年カンテラ入団テストに合格、父親と一緒にスペインに渡って十四歳でレアルＢに昇格、十五歳でトップチームデビュー、Ｕ－20アンダートウエンテイ日本代表にも飛び級で選ばれてＵ－20Ｗ杯ワールドカツプでＭＶＰとって、歴代日本人……世界でも〝最高の逸材〟って言われてる選手やろ!?」

　すごい勢いで個人情報をまくしたてられ。

「うわ、早口キモ……」

「にゃはっ、おにーやんガチ勢やんパルル～」

　ドン引きするクロエと楽しそうに笑うミチル。

　服の裾を引っ張られてそちらを見ると、ユイが驚いたような顔でこちらを見上げていた。

「い……いま、の……」

　本当？　小声でそう尋ねられ、眉を寄せる。

「アホか……世界でも〝最高の逸材〟って、どんな根拠があって言ってんだっつーの」

　史上最高だのメッシ超えだのロナウド以上だの……記者はＰページＶビユーや部数のためにすぐそういうことを書く。

「とゆーことはぁ♪」

「──ひゅっ」

「うおっ!?」

　かがみ込むようにしてユイと行いく真まのあいだに現れたカスミが可愛かわいらしく小首をかしげる。

「ホントってことですよね～？」

　モデルのようにニコリ微笑ほほえむ彼女にユイが素早く身を隠し、行真は可愛らしい雰囲気にそぐわない鋭い指摘に、ぶっきらぼうに答える。

「……さあな」

「やっぱりホントなんだ～♪　じゃあじゃあ──」

「なんで！」

　パンと嬉うれしそうに手を鳴らしたカスミを遮って。

「なんで……なんでこんなとこでコーチなんかしとん!!」

　言葉そのものより、浮かべた必死の表情に、行真はどう答えるべきか少しだけ迷った。

　御み名な神かみではなく宮みや衛え。旧姓で呼んだということはたぶん……いや間違いなく、彼女は行真のことをよく知っているのだろう。

　スペインにいたときもＵ－20アンダートウエンテイＷ杯ワールドカツプに出たときも、それなりの数のメディアに取材された。サッカーファンなら行真のことは知っている。それどころか、行真自身のファンということだって──右足の鈍い痛みが思考を遮り、行真はかぶりを振る。

　……だったらなんだというのか。

　ファンだろうがなんだろうが関係ない。行真のその道はもう途絶えたのだから。

「別に……なんでもいいだろ」

「いやいやめっちゃ気になるやん！　詳しく教えてーな」

「……あー、わかったわかった。そのうちな」

　埒らちがあかない。行真は適当にあしらうとタブレットをスワイプし、目の前のギャルっぽい少女のプロフィールを読む。

『花はな咲さき満みちる。十三歳。身長１５２・１センチ体重41・６キロ。晴はるるの双子の妹。硬式野球で世界大会に出場。心臓に持病あり』

　心臓に持病、というのも気になるが。

「野球で世界大会出場……？」

「ん？　あ、ウチのことやんな？　せやで～準優勝準優勝！　すごない？」

　にゃは、とピースしながら髪色同様明るく笑うミチルからは、まったく凄すごさが伝わってこないが、それよりも。

「野球!?　サッカーじゃなく!?」

「ぷーっ、ちょ、おにーやんリアクションおもろすぎ！　にゃはははははっ」

　少年野球で世界大会にまで出場したということはそれなりに打ち込んできたということだろう。それが、なぜわざわざフットサルに──。

「まータネあかしすると、出場ゆーてももっぱら代走でウチが得意なんは盗塁やねん」

「盗塁？」

「そー。ゆーたら走塁全般やけど、こうピッチャーのモーション盗んで……」

　腰を落としたミチルが突然行いく真まの後ろをじっと見つめたので、そちらをチラリと見る。

　と、次の瞬間胸をトンと突かれ、視線を戻すとすぐ目の前にドヤ顔のミチルがいた。

「こんなカンジ。にゃはっ」

　──近づかれたことにもまったく気づかなかった。

　視線で意識をそらさせたのもさることながら、ほんのわずかな隙をついて近づく瞬発力。

　間違いなく傑けつ出しゆつした外がい側そく靱じん帯たいの為なせる技だ。その繊細かつ爆発的な閃ひらめきはさながら──

「〝硝子の花火チースパス〟……！」

「……チーズ？　なんて？」

「なるほどな……その能力を生かすためにフットサルを」

「んにゃ、それはちゃうねん」

　フリフリと手を振って、すぐ後ろの前髪パッツン少女、パルルを指さす。

「あんなー、そこのパルルがめちゃめちゃサッカー好きやねん。もー完全にオタク！　ネットで毎晩毎晩真夜中まで見てて──」

「ミチル！」

　ミチルの言葉にピンとくるものがあって、行真は尋ねる。

「もしかしてパルルは」

「パルルって呼ばんで!!」

　今までにない激しい反応に気け圧おされた行真を、ミチルが笑い飛ばす。

「にゃははっ！　おにーやんドン引きしてるやーん！　そーゆうのあかんでパルルー？」

「誰のせい思ってん!?　──んっ、こ、こほん…………あの、ごめんなさい」

「いや……こっちこそ悪い。えっと……」

「花はな咲さき晴はるる。ハルでいいです。むしろそれ以外で呼ばないでください」

「あ、ああ……つーか花咲って」

「戸籍上は御み名な神かみですが、絶ぜつ火かさんが普段名乗る分には旧姓のままでいいとおっしゃってくださったので……お言葉に甘えさせてもらっています」

「本当に……養子になってんだな」

「悪いですか」

　睨にらまれて、返す言葉に悩む。

「悪いってこたーねーけど……」

「なら、ほうっておいてください。戸籍上はあなたの妹ですが、喧けん伝でんするつもりはありませんから」

　ふい、と顔をそらした彼女が明らかに不機嫌であることを見て取って行いく真まは悟る。

　……やはり行真はハルに嫌われているらしい。

　その理由に思い当たる節がなくもなかったが、今どうにかできることでもない。

　タブレットに視線を落とした行真は、花はな咲さき晴はるるのページを開き、書かれているデータではなく、載せられている写真を見てすぐにその違いに気づく。

　画面の中の花咲晴は長い髪が腰まであるのに、目の前の彼女は肩にもかかっていない。

「髪が……」

「せやねん！　プロジェクトに気合い入れるゆーてバッサリいって！　ヤバない？？」

「ミチル……っ！」

「そんなん聞いたら、ウチも負けられへん思てタトゥー入れてきてん！　ほら」

「は!?　タトゥー!?」

　驚きながら晒さらされたミチルの右手を見た行真は、思いっきりマジックで書かれたヘタクソな模様に目を点にする。

「ウソまる～。にゃはははっ、ビックリした？　ビックリした？？」

　ケラケラ笑うミチルを見ていると、なんというか……いろいろどうでもよくなる。

「あ、パルルが髪切った理由はホンマやで。そんな気合い入るスポーツ聞いたら気になるやん！　やからウチもやってみよー思て。ついでに心臓も治してくれるみたいやし」

「ついでってお前……」

　どう考えてもそっちのほうが大事だろう。

「ま、ウチらはそんなカンジやから！　ハイ次次！」

　不自然に話をそらされたのが気になったが、この状況で深く聞くものでもない。

「あー、じゃあ次は」

「はーい♪」

　行真が促すと、セミボブを揺らした少女は丁寧に一礼してから華やかに微笑ほほえんだ。

「はじめまして～♪　氷ひ見み谷や華か純すみ十三歳、八月三十一日生まれの乙女座でーす♪　サッカーはお仕事でちょっとだけかじったことがあるので、少しだけできるかも？　絶対にプロジェクトを成功させたいと思っているので、よろしくお願いしまーす♪」

「……仕事でかじった？」

「えっと、ドラマでそういう役があって～」

　ドラマ、というフレーズを聞いた瞬間、ミチルが超反応をした。

「え待って待って最初見たときからもしかして思てたけど──やっぱジブン、〝おひさまてるてる〟の〝夕ゆう陽ひちゃん〟!?」

「え～知ってくれてるんですかぁ？」

「知ってるに決まってるやん！　〝おひさまてるてる〟めちゃめちゃヒットしてたし！　え～、ホンマあの夕ゆう陽ひちゃん!?　あとでサインもろていーい!?」

「あはは、いいですよ～♪」

「やったー！　──ほら、パルルも見てたやろ、〝おひさまてるてる〟！　てーるてるあーした天気になーれ♪　の夕陽ちゃんやで!?　天才子役のめっちゃ有名人！」

「それは……覚えてるけど。他に何か出てた？」

「え。あ……あ～……なんやったかなー？　雑誌で見たんやけどウチ記憶力悪いからな～」

　ミチルがフォロー気味にそう言うのを聞いて、反応したのはブロンド少女だった。

「はっ、よーするに干されたactrice芸能人ってことでしょ。ただの負け犬じゃない」

　露骨な嘲ちよう笑しよう。髪をかき上げる仕草がやたらと様になるハーフの少女は、笑顔のまま固まるカスミに一いち瞥べつもくれず、つまらなそうに言う。

「あーあホントたいしたことないやつらばっか。ママのお願いじゃなければ帰ってるのに」

　さらに追い打ちをかける彼女──クロエに、行いく真まも眉を寄せる。

「そういうお前は何様なんだっつーの」

「ふん、そこに書いてあるでしょ？」

　タブレットを指さされ、不本意ながら彼女のページを開き、

『御み名な神かみクロエ美み音おん、十三歳。身長１６５・３センチ体重53・６キロ。天才』

　最後に書かれていた単語に、眉をひそめる。

「ほら、なんて書いてあるわけ？」

　促され、少し迷うが、結局口にした。

「…………天才」

「ふ、ふふふ……あーっはっはっは！　さっすがママ！　クロエのことをちゃーんと理解してくれてる！　そう、百年に一人の超超天才美少女、御名神クロエ美音とはクロエのことよ!!　フットサルとかゆーのはやったことないけど、当然ここにいる誰よりもうまいし、歴史に名を残す超天才クロエと今ここで知り合えたことを神に感謝しなさい！」

　ドヤ顔のクロエにドン引きする中、ミチルがいち早く我に返ってパチパチと拍手をする。

「お、おお～見た目どーりめっちゃ派手な子やんな……。あ、クロエって呼んでええ？」

「ダメに決まってんでしょ」

「アカンのかい!!」

「クロエはクロエが認めたやつにしか名前呼ばせないから」

「はー……よくわからんけどカッコええな……や、でもそれけっこーフベンちゃう？」

「別に？　クロエいつも一人だから困ったことなんて一度もないわ」

「え。あ……そ、そか。…………なんやごめんな」

「は？　なんで謝ったの？」

　申し訳なさそうなミチルに、本気でわからないらしいクロエが首をかしげ、行いく真まがさらりと言う。

「お前がボッチのさびしいやつでかわいそうに思ったからだよ」

「お、おにーやん！」

「は──はぁぁあ!?　クロエさびしいやつなんかじゃないし!!」

「まあそれはどーでもいい」

　ぴしゃり遮って、行真は首だけ振り向けると、最後の〝妹〟に声をかける。

「──あとはお前だけだぞ、ユイ」

　行真に促され、ビクリ震えたユイは身を隠すようにしていた行真の左足に強く抱きつく。

「怖いのはわかるけどな、少しずつでも……ん、いてぇ……慣れていって……ユイ、足を……あっつっ、ホント痛いから……いやマジで痛い！　痛いってっ！　痛い痛い痛いっ!!」

　ぎゅうぅうぅっと行真の足を潰す勢いに、思わず足を振ってしまう。

　勢いよく前に蹴り出され、尻餅をついたユイは、そこでようやく全員の視線に晒さらされた。

「なにコイツ」

「あ～！　この子、全然話せへんかった子や！　おにーやんになついてるやん！　ウチとも仲良うしてくれへん～？」

　クロエに虫けらのように睨にらまれ、ミチルに笑顔で距離を詰められ。

「ひ──ひぃぃぃ……っ」

　あ、ダメだこれ。

　自己紹介どころかエイリアンかプレデターにでも襲われてる感じ……。

　涙目どころか本気で泣いているユイに、行真は仕方なく前に出て壁になる。

「あー……ちょっと調子悪いみたいだから代わりに俺が話すわ。宇う田た結ゆい。十三歳で、お前たちと同じく春から中二だ。つーかもしかしたら学校も──」

　同じかもな、そう話そうとして、不自然に流れた硬い空気に、思い出す。

　──全員が全員まともに学校にも通えていない問題児たちだがな

　絶ぜつ火かは確かにそう口にしていた。〝全員が全員〟ということは、クロエだけが実妹だったように、実は違いましたというオチもないのだろう。

　本当に、彼女たちはなにかしらの理由があってまともに学校に行けていない。

　当たり前のレールから外れている。そんな立場にもかかわらず、絶火の野望にのった。

　──違う。

　にもかかわらず、じゃない。だからだ。

　レールから外れてしまったから、当たり前でいられなくなったから、彼女たちは無む茶ちやでも無理でも無謀でも、絶火の掲げる〝問題児たちを集めてフットサルで頂点を取る〟なんていうプロジェクトにのった。

〝妹たち〟にはもうこれしかない。ここが彼女たちの最後の居場所──。

（……ま、関係ないけどな）

　だとしても、行いく真まがやるべきことは変わらない。

　ユイの足を、〝妹たち〟の足をふさわしい場所に立たせる。

　そう、そのために、まずは。

「んじゃとりあえず──全員、今すぐ靴を脱いで足触らせろ」
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　数秒の沈黙のあと、少女たちはわかりやすくドン引いた。

「あ、あ～……おにーやん。さすがに、な？」「意味がわかりません……っ！　なにを考えてるんですか!?」「あはは～弁護士呼びます？」「ヘンタイ！　ゴミクズ！　死ね!!」

　いっせいに叫ばれても聞き取れるわけがない。

　とりあえず勘違いされてるのはわかったので、行真は経験済みのユイから自分の言っていることの意味を──と思ったらユイも〝妹たち〟と同じ軽蔑の眼まな差ざしを向けていた。

「いや……あのなあ……確かにお前らの足はめちゃくちゃ綺き麗れいだぜ？　俺が見てきた足の中でも屈指の美しさ。写真集が出せるレベル。出たら買う」

「うわぁ……」

「キッモ……キッモっ!!」

「最後まで聞けっつーの！　よーするにお前らはめちゃくちゃ恵まれてんだよ！　まああのクソババアが意図的にそういうのを集めたんだと思うが……」

「ん……そーいえばゼッカちゃんもそんなことゆーてたよーな……親子で足フェチやん!!」

「……っ、ハル！　サッカーのプロが成功するのに一番大事なものはなんだ？」

　ミチルに引っかき回される前に、少なからずサッカーの知識がある双子の姉に話を振る。

「一番、ですか？　──運だと思います」

「あーまあ、それも正解と言えるが、その運すら左右する要素があるよな？」

「……そんなものありますか？」

「ある。体──もっと言えばケガだ」

　ハッとした表情を浮かべたハルに気づかないふりをして、行真は続ける。

「プレーできなきゃどんな幸運チヤンスも意味がない。当たり前だな」

「で……でもそれだって運が──」

「明らかに歪いびつな形の椅子に座って、壊しちまうのは運か？」

「────」

　失敗だったかもしれない。行真のことを知っている彼女だからこそ、その表情からなにを思っているのかが読み取れてしまって、行いく真まは心の中だけでため息をつく。

「よーするにサッカーやフットサル、それ以外のスポーツでも一番大事なのは体ってことだ。で、ぱっと見お前らは恵まれているように思えるけど、確実じゃない。だから触って確かめさせろっつってんの。練習はそれからだ」

　完璧だ。誰がどう聞いても納得がいくし、健全極まりない──と思ったのに。

「や、ゆーてもおにーやん足フェチやろ？　そんなんアレやん」

「えっちな意味に取られちゃいますよね～」

「本当にこれがあの宮みや衛え行真……っ？」

「ペド！　ロリコン！　児ポ法!!」

「…………へん、たい」

　ユイにまでボソッと言われて、色々と吹っ切れた。

「だーかーらっ、そもそも俺は〝兄〟だぞ!?　〝兄〟が〝妹〟に欲情するわけねーだろ!!」

　自分でもどうかと思うヤケクソの言い訳に「なに言ってんのコイツ……」そう冷たく吐き捨てたのはクロエだけで。

「あ～、まあ……せやな」

「……あなたを兄とは思っていないですが、理屈としてはそうですね」

「やっぱり行真お兄ちゃんって呼んだほうがいいですか～？」

　意外と納得してもらえてるっぽくて、拍子抜けする。

　……基準がよくわからない。

「まさかこのために養子にしたんじゃねーだろうな……？」

　あの悪魔はどこまで考えて動いているのかわからない。

　まあともかく、これで足を触れる──と思いきや。

「は!?　触らせるわけないでしょ！　意味わかんないし！　そもそもクロエアンタのこと認めてないから！」

　ビシッと指さしてきた唯一血のつながっている〝妹〟に、行真は深々とため息をつく。

「わかったわかった……認めさせりゃーいいんだな？」

　もう、めんどくさい。ボールを手にした行真はタブレットを置いてコートを指さす。

「なら勝負しようぜ」
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「一対一でディフェンスする俺から一点取れたらそっちの勝ち。取れなきゃ俺の勝ち。負けたほうは勝ったほうの言うことを聞く。これでどうだ？」

「え……!?」

　驚くように声をあげたのはハルだ。

「あーもちろん、ハンデ……じゃない、公平性を保つために、俺からはボールに触らないし、この場から三歩以上動かない。違反したらその時点で俺の負けでいい」

「えーなんやのその条件!?　めちゃめちゃおにーやん不利やん!!」

　と突っ込んだミチルを押さえて、ハルが見るのは行いく真まの右膝。

「大丈夫……なんですか？」

　その的確な視線に、行真は苦笑して軽く右足を振ってみせる。

「余裕に決まってんだろ」

　痛みはあるが、歩きすらしないのなら問題ない。

「ふん、いいわ、負けたら絶対服従ね？　ママのfils息子もやめてもらうから」

　不敵な笑み。勝利を確信しているクロエに、引き下がる選択肢はなくなった。

「はーい、それって私も参加していいですか～？」

　カスミがほんわかと聞いてきて、行真は軽く応じる。

「別にいいけど……」

「勝ったらなんでも言うこと聞いてくれるんですよね──やった～♪」

「──」

　……え、こわ。

　今一瞬浮かべた表情はいったい……？

「え、せやったらウチもやりたいやりたい！　おにーやん好きにできるんやろ!?」

「あー……なら、めんどくさいから、一対一じゃなくてまとめてでいいわ。……どうせ結果は変わんねーし。なんならユイとハルも──」

　ユイはブルブルと首を横に振り、「私は……いいです」。ハルも辞退して、クロエ、カスミ、ミチルの三人がボールを置いたセンターサークルに立つ。

「ちょっと！　クロエが一対一でやる予定だったのに！」

「ま、ま、そー言わんと！　ほら、ウチら役に立つし。な？」

「うんうん、囮おとりでもなんでもやるよ～♪　……失敗したら許さないけど」

「……え？」

「なーんて、じょうだーん♪」

「な、なーんや、ビックリしたわ～！　にゃはははっ」

　……絶対冗談じゃなかったと思う。行真が戦々恐々としているあいだに、クロエはいかにも仕方ないとばかりに嫌そうにため息をついて言った。

「はぁ……クロエの邪魔だけは絶対しないでよ」

「……あー準備いいか？　じゃ、はじめ」

　ゴールの少し前に位置取った行真のゆるいかけ声と共に、カスミとミチルがそれぞれ右サイドと左サイドをデコイラン走り、ボールを持ったクロエが中央を突き進んでくる。

　その姿を見て、行いく真まは目を見張った。

「へえ……」

　意外とちゃんとしている。足を見たときから確信はしていたが、走り方も綺き麗れいだ。

　だがそれよりなにより──クロエのドリブルが想像以上にちゃんとしすぎている。

　ボールは足についているし、コントロールも完璧。十三歳の女子でここまでできるのは相当だろう。

　……なるほど、あの絶ぜつ火かが〝天才〟と評すだけはあるかもしれない。

　と、いうか。

「お前サッカーやったことないって嘘うそだろ……？」

「は？　クロエサッカーやったことないなんて言ってないけど？」

「おい！　さっきフットサルはやったことないって──」

「Futsalはないわ。Footballならécole primaire小学校でやったし」

　ならそう言えよ……と思ったが言ったところで聞かなそうなのでやめる。

　しかしそれにしても──。

「マジで綺麗だなおい……」

　ただ立っているだけでもそうだが、こうして実際にボールを蹴って、走るために動いているふくらはぎはこの世の真理と言っても過言ではない。

　特に腓ひ腹ふく筋きんは格別……！　さながら暴力的にすべてを支配する〝百獣の女王レオーナ〟。その圧倒的権威にひれ伏したくなる。

「邪魔!!」

　スピードに乗ったクロエは正面に立つ行真をギリギリのところで左に切れ込んでかわそうとし、綺麗にボールだけをその場に残して走り去る。

「──は!?」

「……、ぇ……？」

　意図せずボールを置き去りにしてしまったクロエだけではなく、ユイの声も聞こえたことで、行真は彼女もちゃんと見てくれているのを確認する。

「まだや！」

　行真がボールに足を置こうとする直前で奪っていったのはミチルだ。

　勢い余ってボールは右サイドのラインを割りそうになるが、ちょうどその場所にいたカスミがしっかりと足下に収める。

「ナイスパス～♪」

「ちょっと！　クロエのボール!!」

「オッケオッケ、パス回そ！」

「はいは～い♪」

　比較的スムーズにパスを出すカスミと、雑だが完璧にボールを受けるミチル。

　二人とも初心者にしてはありえないほど筋がいい。

　ミチルはボールを足下に収めるとやや勢いがそがれるが、一歩一歩の伸びが大きく外から内、内から外への切り返しが速い。やはり瞬発力の高さは大きな武器になっている。それもこれも輝く〝硝子の花火チースパス〟のおかげだ。

　カスミはボールを受けるときの柔らかさが半端ない。跳ねるように動く前ぜん脛けい骨こつ筋きんによるものだろう。コートの人工芝もあいまって可愛かわいらしい〝幸運の白兎コネヒート〟に見える。可愛さだけでなくしたたかで理知的な顔ものぞかせるのが素晴らしい。

　本人が言っていたとおり、ほんの少し経験があるからか、ボールを持っていても余裕があり、自然に顔を上げられルツクアツプしているのもいい。

　なにより──眼前でひたすら躍動する美しい足。足。足！

　この光景に興奮しない人間はいない。額縁に入れて飾ったら一生見ていられる──と、行いく真まが一人テンションを上げているあいだもクロエたちの攻撃はやまない。

「隙あり！　……あゃっ!?」「チャーンス♪　シュー……あれ!?」「クロエによこせって言ってんの！　ここからなら──ってまた!?　なんなのっ!?」

　異変に最初に気づいたのは対戦している三人ではなく、外で見ているハルだった。

「なにか……されてる？」

　三人とも何度もゴールに迫っている。パスで、ドリブルでボールを運んで、まったく動かない行真をかわして、シュート──というところで、どういうわけか必ず失敗している。

　突然歩数が合わなくなったり、なぜか窮屈な体勢になっていてそれでも無む理り矢や理りシュートをしようとして空ぶったり、唐突にボールが足につかずラインを割りそうになったり。

　そのあいだ行真は一度もボールに触れていないし、二歩どころか一歩も動いていない。

　視線を動かしたり、時折姿勢を低くしたりしているだけ。

　だから、傍はたから見ている限りはクロエたちが勝手にミスしているように映るけれど。

「──違う、ミスさせられてるんだ」

　ハルのその言葉を耳にしたと同時。

「……よし、まーこんなもんだろ」

　声と共に半歩。近くにいるミチルでもボールホルダーであるカスミでもなく、フリーランをしていたクロエをちらりと見た行真は、右足をミチル側に動かす。

　瞬間、驚いたミチルではなく、パスを出したカスミとパスを受けるはずだったクロエが声をあげる。

「あっ」「ちょ、なにしてんのよ!!」

　カスミから出されたミスパス。ギリギリ引き返してなんとかクロエが触れたボールは、うまくコントロールできず、まるでそうなるのが当然であるかのように行いく真まの足下へと綺き麗れいに転がっていって。

「はい俺の勝ちな」
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「は……はあああ!?」「えええなんやのそれ！」「ウソ、すご…………あ、すごーい♪」

　クロエ、ミチル、カスミの重なる声を聞きながら、行真はコートの外で同じように目を剥むいているユイとハルを向く。

「なんでこうなったのかわかったか？」

「……、……」

「…………わからないです」

　ぷるぷる首を横に振るユイとなぜか悔しげに言うハルに苦笑し、行真はタネを明かす。

「足だよ足」

　三人にも向き直って、行真は語る。

「足には癖がある。右に抜こうとする、左にフェイントをかける、左隅にシュートを打つ。その細かな癖──〝足の囁ささやき〟は絶対に隠しきれない」

「…………足の、囁き？？」

「俺はそれを人より聞くことができる。なにをしたいのか、どう動くつもりか、今日の機嫌がいいのか悪いのかまで。あ、もちろん機嫌は足の機嫌な」

「…………は？？？」

「囁きをはっきり聞き分けられれば、どう動きたいのか、動きたくないのかわかるし、視線や体さばきによってこちらの都合のいいように誘導するのも難しくない」

　不自然な沈黙は、ハルが恐る恐るという風に破る。

「それ……現役でもそうだったんですか……？」

「ん？　もちろん。対戦相手の足の囁きデータとかつけてたこともあったしな」

「……」

「いや待て、なんでそんな幻滅したみたいな顔してんだ!?」

「幻滅したからです……」

「おい!!」

「けど──確かにＵ－20アンダートウエンテイＷ杯ワールドカツプナイジェリア戦の前半32分に見せたみたいな、突然相手の動きが全部わかったような異様なデュエルの強さの理由がわかったのは嬉うれしいかも……ホンマ気持ち悪いくらい足フェチゆーのんはがっかりやけど……」

「あ？　なにががっかりだって？」

　声が小さすぎる上に早口すぎてよく聞こえなかった。

「──なんでもないです」

「……あっそ。まあとにかく、この通り俺は詳細な足の情報があればあるほどその適性や伸ばすべき長所や潰すべき短所を明確にできるわけ。だから──」

　足を、触らせろ。そう続ける前に。

「無理やな」「いやです」「ごめんなさーい♪」「キモい！」「……、……いや」

　あまりにも揃そろった〝妹たち〟の声に、さすがの行いく真まも言葉をなくす。

「てゆーか、クロエまだ負けたと思ってないから！　早く次の準備しなさいよ！」

「えぇ…………？」

　勝敗は思うとか思わないとかで決まるもんじゃねーだろ……と思ったが。

「あ、それならウチもまだやりたーい！」「私も私も～♪」

　ミチルやカスミも当然のように急せかしてきて……どころかすでに定位置についていて。

「……あーわかったよ！　なら、納得いくまで何度でも負かしてやるわっ!!」

　半ばヤケクソに叫んだ結果、一日中ミニゲームもどきに付き合わされることになった。
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　──足の解像度が上がれば上がるほど、その足に適したアプローチができる。

　大げさでもなんでもない。行真が本気で思っていることだ。

　そもそもその自信があったからコーチを引き受けられたし、綺き麗れいな足を持つ〝妹たち〟の面倒を見る意味がある……そう、思っていたのだけれど。

　練習二日目の朝。行真は（ユイを除いて）並ぶ〝妹たち〟の姿を見てうなずく。

「よーし、集まったな。んじゃ今日の練習──」

「ちょっと待ちなさいよ!!」

　今日も今日とて不機嫌なブロンド美少女。

　さすがに二日目……しかも昨日は一日中叫ばれたとあって、もう慣れた。

「なんだよクロエ」

「なんだじゃないわよ！　アンタフットサルのコーチなんでしょっ？」

「お……」

　どうやらコーチであることは認められたらしい。昨日一日変態とかバカとかアホとかしか呼ばれた記憶がないので一歩前進したか──そんなことを思いながらうなずくと、

「なんで……なんでプールなわけ!?」

　御み名な神かみ邸敷地内に建てられた真新しいトレーニング用のプール施設。

　今日の集合場所がそこなのはさんざん言ったことだし、不満も出尽くしたはずだった。

『足を触らない代わりに一週間プールで足の状態確認もかねてトレーニング』──最大限妥協した結果なのに、この上なにが気に入らないというのか。

（……思春期めんどくせーな）

　自分を棚上げしてそんなことを思った行いく真まは、思春期というフレーズからピンときた。

「あー、あれだ。似合ってるぞ水着」

　クロエだけではなく、〝妹たち〟を見回して適当極まりなく感想を述べた行真は思う。

　……うーん、見事に統一感がない。

　いわゆるスクール水着を着ているのがユイ、ハル、ミチルの三人。そのうちスタンダードタイプがユイで、ハルはスパッツタイプ。ミチルはてっきりハルとおそろいかと思いきや、「こっちのが可愛かわいいやん？」とスカートワンピースタイプ。

　競技用のものなど持っていないからと、いわゆる普通に海水浴で使うタイプの水着を着てきたのはクロエとカスミ。カスミに至っては水着モデルの経験もあったらしく、前日にどれを着ていったらいいか聞かれたので「動きやすいもの」と答えたのに、妙に紐ひもの多い凝ったデザインだし、クロエはシンプルだがやたらと個性的な色使いのものを着ている。

　……まあこの際統一感のなさや露出の多さ、デザインはどうでもいい。

　足さえ剥むきだしなら……！

「訴えるから！」

「なんでだよ!?」

「水着でトレーニングなんて聞いたことないし！　カメラまで用意して……アンタが足見たいだけでしょ!?」

「そうだよ！」

　じゃない。そうだけどそうじゃなくて。

「確かに足を見るためではあるけど、プールトレーニング自体有効だってのは昨日さんざん説明しただろーが……最初に補いたいスタミナ面での効果が高く、なによりケガのリスクが極めて低い。つーかそもそも勝負は俺の圧勝で言うこと聞くって約束だったろ？」

「そんなのクロエ約束してない」

「こ……の……っ」

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんワガママ妹が……!!

　ふん、とそっぽを向いて腕を組むクロエとは対照的に、ハルが冷静に手を上げる。

「プールトレーニングの意義は理解しました。足の……特性を掴つかむためというのも」

　……その割には足を隠しているのが気になるが。

「それでもサッカー……フットサルは〝止めて蹴る〟からやるのが基本なのでは？」

　知識のあるハルらしい質問に、行いく真まは軽く笑って答える。

「そうだな。けど、ここにいる全員がそのレベルは問題なくクリアできてるからな」

「…………は？　それはどういう」

「あーまあそのうち説明する。──って、ミチル！　勝手にプールに入ろうとすんな」

「え～、だっておにーやん話長いんやもん」

「長くねーし、俺のせいでもねーし──だから入んなって!?　せめて準備運動してから……？　ちょっと待て、ユイは──っておい!!　なにプールから出て行こうとしてんの!?」

　前途多難。行真が感じていた不安は本格的な練習が始まってからも変わらず、クロエはひたすら文句を言い、ミチルは隙あらば遊び、ユイは頻繁に逃げ出す──。

　真面目に取り組むハルも頻繁に質問をしてきて若干うっとうしいし、カスミはボディタッチが妙に多くて意味不明──。




「いやマジでしんどい……」

　初日のプールトレーニングを終え、ホテルのベッドに寝転がった行真は想定以上の疲労にゲンナリする。

〝妹たち〟もプールトレーニングが一週間続くと知って不満の声をあげていたが、他の誰でもない、行真にとってもしんどすぎる。

　それでも──ベッドから起き上がった行真はタブレット片手に、プールサイドで撮っていた動画を自動再生しながら、情報をまとめ直す。

　映像を見返すまでもなく、あらためて〝妹たち〟の足のポテンシャルはすさまじい。

　特に、あれだけ文句ばかり言っていたクロエ。

　足もさることながら身体能力……いや全スペックが別格すぎる。

　事前になんの準備もさせず、いきなりお手本動画を見せて踊らせたアーティスティックスイミング。

　簡単な演目だったとはいえ、一度で完璧に踊りきったのはさすがに圧巻すぎた。

　総合的な運動能力と対応力、周囲との同調技術をはかる目的だったが、あんなものを見せられれば驚きよう愕がくするしかないし、あの絶ぜつ火かをして〝天才〟と記させたのは伊だ達てじゃない。

「……まあ性格はマジ最悪だけどな」

　タブレットの画面の中でクロエは突然プールから上がると行真が止めるのも聞かず、『つまんない』そう言い放って勝手に出て行く。

　女王の威い風ふう溢あふれる超がつく美しい足とどんなことでも即座にやってみせる天才気質という最高のスペックを持っていながら、飽き性の気分屋というクソめんどくささ……。

　めんどくさいと言えばミチルもだ。

　水面にいくつも浮かせた巨大ビート板に素早く飛び移っていくというバランス感覚と俊敏性を問われるトレーニングで、一～三回目までは輝かしい〝硝子の花火チースパス〟を瞬かせ、素晴らしい成績を残したのだが。

『やっ！　と！　よっ！　イエー、いっちばーん！　にゃはははっ、よゆーよゆー！』

　五回目になると。

『……んっ、うにゃっ、わひっ──びゃー!!　にゃは……落ちた～……はひぃ……』

「いや、スタミナ配分……！」

　ミチルのスタミナがアレだというのはすぐにわかったので、別のトレーニングのときには特に注意するように言ったものの『オッケーオッケー！』が、『…………はひ……はひぃ～』になること四回、最後には『……おにーやん……ごめ……気持ち悪い……』

　つくづくアホすぎる……。

　動画の中でミチルを介抱するハルを見て呟つぶやく。

「やっぱ似てねーわこいつら……」

　外見以上に中身が。

　ミチルがスタミナゼロの瞬発力特化型である一方、ハルは全員が肩で息をするようなハードなスイミングトレーニング後でもいち早く回復していたし、持久力を試す水中踏み台昇降でも優れた成績を残していた。

『次、ハルなー。──右足』

　動画の中では巨大ビート板の上でカラーボールを使ったトレーニングをしている。体の部位を口にしながらカラーボールを投げ、投げられた側は言われた場所でボールに触れてこちらに返す。

　とっさの判断と肉体の連動……いわゆるコーディネーション能力をはかるトレーニングで、ハルは自分でも『苦手です』と言っていたように、これにやや苦戦していたのだが。

『──パルルー、左手やで左手ー！　にゃははっ』

『……っ、ミチルうるさい！』

　こうして時々ミチルがわざと嘘うその部位を叫んで茶々をいれていたのだが、そのときに限ってハルは必ず正しい部位で的確に返してきた。

　明らかに難易度の高い状況のほうが能力が高く発揮される不可思議さ。

　ハル自身はどうやらボールに若干苦手意識があるようなのだが、ミチルはまったくそうじゃないし、肝心の足もミチル妹が華々しい外がい側そく靱じん帯たいになによりも特徴がある〝硝子の花火〟である一方、ハルは大だい腿たい四し頭とう筋きんが傑けつ出しゆつして綺き麗れいな……そう、〝空仰ぐ人鳥ピングイノ〟といった様相で、地味な粘り強さが秀でている。

　どうして双子でここまで違うのか？

　そういえばミチルがやっていた野球をハルはしていなかったようだし……。

「まあ関係ねーか……できるだけ違う個性があったほうがチームにはいいし」

　だからそういうことは行いく真まの考えるべきことではない。そう割り切って画面に戻る。

　バランスボールを水面に浮かせて、その上に立たせるという、最難関のバランス能力を試すトレーニングに挑むカスミを映し出している。

　一生懸命ボールの上に乗ろうとして顔から思いっきり水の中に突っ込むハルと、そんなハルを見て爆笑するミチルを尻目に、カスミは特に気合いを入れるでもなくボールの上に立つと、うまく腕でバランスを取りながらカメラに向かって可愛かわいらしくピースをしてきた。

　カスミは練習中常にカメラを意識していて、何度か注意したのだが──

「……ん？」

　行真は動画を止めると、目を細めて彼女の足……足先をじっと見つめる。

「ボールを……掴つかんでない!?」

　動画を巻き戻し、巨大ビート板トレーニングでのカスミに注目しても──同じ。

　足の指先でホールドしていない。あくまで体全体のバランスで立っている。

　際だった前ぜん脛けい骨こつ筋きん、〝幸運の白兎コネヒート〟によって足を内反させる……足裏を内側に向ける力が強いのは間違いないが、それを差し引いてもすさまじい体幹だ。

　カスミのプロフィールを見直して、そこに書かれている『元子役、モデル、アイドル』という文字を再確認する。

　そういえば、最初のアーティスティックスイミングでもカスミはクロエほど完璧には踊れていなかったが、リズムはきちんと取れていた。

　モデルとアイドルで培った体幹とリズム感。

「めちゃくちゃ生かせてんじゃねーか……」

　まるでフットサルのためにそれらを経験していたかのように。

　もしくは──その逆？

　……まあこれも行真には関係ない。余計な考えを追い払って、最後の妹に集中する。

「……やっぱほとんど映ってねーなユイ」

　これは仕方ない。カメラを向けるとものすごく嫌がるのだ。カスミが一番カメラを意識していたと思うが、こちらは映るのが目的で、ユイは映らないように全力で逃げていた。

　その分、他の〝妹たち〟よりその場でよく見るようにしていたが……。

　わずかに映った動画の内容を確認するまでもない。

　ユイは正直、身体能力では他の〝妹たち〟に劣っている面が目立った。

　パワーもバランス能力もリズム感もスタミナも瞬発力もないし、なによりコミュニケーションに著しいハンデがある。

　それでも──いやだからこそなのかもしれない。

　その足の美しさにはどこにいてもどんなときでも目を奪われる。

　わかっていたことだが、ユイの真価はどこまでもボールを触らせたときにあった。

「まあしかしそれにしても──」

　彼女たちを見れば見るほど、認めざるをえない。ほぼ未経験であることを差し引いても傑けつ出しゆつした足の美しさだけでなく、この上なくサッカーをするのに適した条件。

「クソババア……」

　毒づいて舌打ちした行いく真まは、気を抜くと見み惚とれてしまう美しすぎる足動画をいったん個人フォルダに保存して、雑にまとめた練習メニューを更新していく作業に移っていった。
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　プールトレーニング二日目。少しずつ〝妹たち〟の性格的な部分も掴つかみつつ、個別でより深く探れるトレーニングを取り入れていく。

　三日目はその場その場で実際の反応を見て、さらにトレーニング内容を修正していく。

　……三日目午後、クロエのアホがバックレたのをユイに教えられ気づいた。

　というか、ユイ割と周り見てるな……？　人見知りの対人恐怖症なので、人を見るのも嫌なのだろうと決めつけていたが、なかなかどうしてよく観察している。

　四日目。軽いトレーニング中心とはいえ、ここまでの疲労を考慮し午前中で切り上げる。

　三日目にサボったクロエを除いて。

　ぶーたれるクロエだったが、無視して巨大ビート板の上に立たせてビーチボールを投げ込んでは蹴らせる、バランス・テクニック・パワー系のトレーニングを追加すると、一回の説明でほぼ完璧にこなした上、想定以上のパワーを発揮して、舌を巻く。

　……つくづく性格がクソみたいに悪いのが残念極まりない。

　五日目のトレーニング後に、〝妹たち〟──特にユイが普通のボールを触りたそうにしていたので、各自にボールを配り自室で足で転がして感覚を掴むよう伝えた。

　その際、クロエには野球のカラーボール、ユイにはスーパーボール、残りの三人には普通のフットサル用ボールと、習熟度で変化をつけるのを忘れない。

　六日目。巨大ビート板を繋つなぎ、簡易コートを作ってビーチボールサッカーで遊ばせた。

　ハルが頑かたくなにキーパーだけをやろうとしたのが気になったが、この日一番面白かったのはユイのテクニックのすさまじさに他の〝妹たち〟が気づいたことだろう。

　もっとも、感激したミチルがテンション高く迫ったのもあり、肝心のユイは途中で逃げ出してしまった。少なくとも〝妹たち〟にはだいぶ慣れたと思ったがまだまだダメらしい。

　そして──七日目。

　行真は御み名な神かみ邸のサッカーのフルコートで久しぶりに水着以外の服を着たスマホ片手の〝妹たち〟を見回し、タブレットを操作してデータを送りながら言う。














「それがこの一週間、念入りにお前たちの足を観察して得られたデータだ」

「え、待って待って。なんやのこの名前の下の……なんとかの花火？　と、その下の……えっと、よくわからん説明……説明なんこれ？」

「〝硝子の花火〟な。下のはまあ説明と言えば説明だが、各々の足の長所を書いた」

「……うん。うん？」

「たとえばミチルの場合で言えば、綺き麗れいな足の中でも特に外がい側そく靱じん帯たいが際立ってるわけだが、これを実際のプレイで最大限生かそうとした場合、繊細さと爆発的な閃ひらめきという部分に注目して、パスの受け方を変えていったり、切り返しに役立てたりできる」

　うん、我ながらわかりやすい──そう行いく真まが思うのと裏腹に。

「は？　意味わかんないし。ちゃんとした日本語でしゃべりなさいよ」

「…………待って。アカン。ホンマわからん」

「あははは♪　ホ、ホントに変態だ～」

〝妹たち〟の散々な反応は、完全に予想外だった。

「は!?　ちょっと待て、なんで今のでわかんねーんだよ!?」

「……今のでわかる人がいたらそっちのほうが驚くと思いますけど」

「いや……っ、え……っ？」

　一いち縷るの望みをかけてユイを見てみるも、

「……、……」

　普通に目をそらされた。

　この分析のためにプールトレーニングに一週間もかけたのに……ショック。

「あ、あー……おにーやんの〝足フェチ語〟はアレやけど」

「待て……〝足フェチ語〟ってなんだおい」

「こっちのグラフはわかりやすいやん。てかクロエヤバない!?」

「だから勝手にクロエって呼ぶなって言ってんでしょ……ふん、まあparfait完璧じゃないのは納得いかないけど、半分テキトーにやってたからこんなものね」

「ミチルちゃんもスピードすごーい♪」

「えへへ……ってカスミんもバランスええやん！　ユイにゃんのテクニックも納得やな～！」

　こちらは概おおむね好評──かと思いきや、ハルが終始眉をひそめていて。

「なんだよハル。不満か？」

「不満というより……どういう根拠でこのような数値を出したのかを教えてください」

「根拠……ってほどのもんはねーけど、足を見ればわかるっつったろ？」

「なら、信じられません」

「なーに不機嫌になってるんパルル。……あの日ちゃうやんな？」

　ミチルの軽口も無視して、ハルは行いく真まをにらみつける。

「信じるに足る証拠を見せてくださいと言っているんです」

　その頑かたくなな態度に、行真は一度空を見上げてからため息をつく。

「……少し想定とは違ったけど、まーやることは一緒か」

　そう独りごちて、不遜な態度の金髪妹を見る。

「クロエ、ちょっといいか？」

「よくない」

「いいから！　そこは素直にうなずいてくれ！　頼むから!!」

「……チッ」

　舌打ちしたクロエに内心で毒づき、行真はコートの端、ゴールライン上にボールを置く。

「よし、そっから向こうのゴールラインめがけて──全力で蹴れ」

「は？　なんで？」

「そんなもんお前──最高のポテンシャルを持つクロエの素晴らしいキックをこの場にいる全員に見せるために決まってんだろ？」

「ウザ。てゆーか名前呼ばないで」

　めんどくせーなホントに!!　と叫びたいのを我慢して、どうにか気まぐれな天才が蹴ってくれるようヨイショを繰り返す。

「いやマジで頼むって！　プロから見ても本当に理想的なキックだし、参考になるから！」

　半分は──いや八割は本音だ。

　ジト目のブロンド妹さまは髪をかき上げ、いかにも仕方なさそうに言う。

「はー……一回だけだから」

「神！　さすが!!」

　行いく真まはクロエが助走するタイミングでハルを見て、目が合ったのを確認してから言う。

「76・５メートルってとこか」

　同時にクロエが全力で蹴って、ボールは勢いよく飛んでいく。

「おおおおっ!?　す、すごーっ!!　え、向こうまで届くんちゃう!?」

　その高いキック力に〝妹たち〟が驚く中、行真はなぜかタブレットのカメラをボールの着弾点に合わせようとしていて、ハルは眉を寄せた。

（76・５メートル……？　なんの数字？）

　距離？　タブレットのカメラアプリ。なんのために？　フットサルコートではなく、わざわざサッカーのフルコートでやる意味──。

「…………サッカーの、フルコート？」

　サッカーのフルコートのタッチラインは最低90メートルから作られている。

「まさか……！」

「──よし」

　ハルが呟つぶやくのと、行真がその画面──距離を測るアプリを見せてくるのは同時だった。

「76・57メートル。多少ズレたけどまあ上々だろ？」

「……嘘うそや…………ありえへん」

　正確なキック力の計測。

　行真はクロエが蹴る前に距離を宣言した。つまりボールの弾道すら見ずに予測したということだ。クロエの反応からして事前に蹴らせて、それを参考にしたということもない。

　つまり──

「足を見ればわかる。根拠ってほどのものはねーけどな」

　先ほどと同じ言葉を繰り返した行真に、ハルがいきなり勢いよく詰め寄ってきて。

「じゃ、じゃあ！　私のその数値は──」

　機械的な着信音がハルの言葉を遮った。

　タブレットから発せられるその音に、他ならぬ行真自身が困惑し、画面に表示された文字に思い切り顔をしかめる。

『お母様』

　もちろん行真がそんな名前で〝あの女〟を登録するわけがない。

　というより、そもそもこのタブレットに電話の機能があること自体今初めて知った。

　……正直出たくないが、〝妹たち〟の手前そういうわけにもいかず応答ボタンを押すと、声の主は名乗るどころか挨拶もなく率直に告げた。

『今から試合をする。準備しろ』

「──は!?　試合!?」

『相手は一つ年下の女子チーム──去年Ｕ－12アンダートウエルブカテゴリーで全国大会に出たメンバーだ』

「全っ……まだ一週間だぞ!?　んな相手とやる段階にあるわけねーだろ！」

『なにを勘違いしている』

　明確な失笑。

『なぜお前たちの力量に合わせてやらなければならない？』

「なぜ……って、それはアンタがそういうプロジェクトを組んだから──」

『プロジェクトが一つだけだといつ言った？』

「そ……」

　それは。それはつまり。

『お前たちの事情は関係ない。私のチームの調整に役立て』

　一方的に切れた電話。告げられた内容とその意味するところに、タブレットを地面に叩たたきつけようとし──行いく真まの手を押さえたのは、ユイ。

　彼女の浮かべた微妙な表情から、今の会話が妹たちにも筒抜けになっていたのを察する。

　……絶ぜつ火かが自分たち以外にも似たようなプロジェクトを走らせていた。

　競合──いや、あの口ぶりから考えれば。

「は？　なんでそんな陰キャみたいな顔してるわけ？」

　一人、空気をまったく読まない傲慢な金髪妹が腕を組みながら言う。

「ママがプロジェクトをいっぱいやってることなんてわかりきってたことじゃない」

「……マ？　ゼッカちゃんそうゆーてたん？」

「そんなの別に聞かなくてもママのこと考えたらわかるし」

「お、おお～……え、すごない？」

「は？　フツーでしょ。それより、試合するのよね？　ちょうどいーわ、トレーニングばっかで飽き飽きしてたし」

「……去年全国大会に出たメンバーって言ってたよね～？　結構強そうだけど──」

「だから？」

　遠慮がちに言ったカスミを睥へい睨げいして、女王のごとき足を持つ妹は平然と言う。

「誰が相手だろうと倒すだけでしょ」

「──やりましょう」

「──、──」

　まとめるようにそう応じたハルの決意に満ちた表情と、不安と期待がない交ぜになったようなユイの顔を見て、行真はそれ以上なにも言えなかった。
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　午後一で到着したのは、ユイたちと変わらない年頃のユニフォーム姿の少女たちと、コーチらしき数人の大人、そして。

「ご苦労」

　薄笑いの母親を見ると同時に、行いく真まは後ろから服の袖を引っ張られ、たたらを踏む。

　振り返ると、ユイが小さく首を横に振っていて。

　……ホントよく見てるな。

　行真は感心しながら右手の拳こぶしを開き、一度頭をリセットするように目を閉じる。

　今絶ぜつ火かに怒りをぶつけても仕方がない。それよりも目の前の試合に集中すべきだ。

　試合──それもアンダーカテゴリー全国大会出場チームとの。

　明らかな格上を相手にして、ほぼ未経験者の集まりになにをさせればいいか──？

　行真が思考しているあいだに、一歩前に出たハルが自分のスマホでアプリを開き簡略なコートの図と、選手を示す○を映しだした。

「私がゴレイロキーパーをします。フォーメーションは……１－２－１のダイヤモンド型でいいですよね？」

「…………あ、ああ……」

「スピードのあるミチルがここ。右のアラサイドハーフ」

「りょ！」

　サッカーじゃなく、ちゃんとフットサル用語で説明していることに驚く。

「詳しいな……」

「勉強しましたから」

　平然と言うハルは、行いく真まの背に隠れるユイを指さし、

「テクニックのあるあなたは左のアラ。ミチルがめちゃくちゃに動くと思うから、攻守のバランスを取って」

「え～！　ウチそんなことせーへんって！」

「……信用するわけないやろアホ」

　辛辣に双子の妹を切って捨てると、眉を寄せたクロエが口を挟んだ。

「なんでアンタが仕切ってんの？」

　ピリッとした空気が一瞬流れるが、流した当の本人が気づいた様子もなく続ける。

「ゆっとくけどクロエはフォワード以外やる気ないから」

「……フォワードじゃなくてピボですけど──じゃあお願いします」

　ムッとした口調でハルが言い終わるより早く、クロエはコートに入っていく。

　その不遜な態度にハルが眉をひそめたところで、カスミが手を上げた。

「じゃ、私はハルちゃんの前……えーとフィクソ？　そこにいればいいんだね～♪」

　あっさりとポジションが決まり、コートに向かっていく〝妹たち〟を見て、行真はなにかを確認するようにブツブツと呟つぶやくハルにゴレイロ用のグローブを渡しながら言う。

「……本気なんだな」

　このプロジェクトのために長い髪を切り、専門用語やフォーメーションがすぐに出るくらいフットサルのことを調べ、普通誰もやりたがらないゴレイロを自ら買って出る。

　ハルは〝妹たち〟の中でも明らかに覚悟が違う──。

　前髪を綺き麗れいに切りそろえた小柄な少女は、行真のそんな言葉に一度開きかけた口を閉じてから、あらためて言う。

「……絶ぜつ火かさんはこのプロジェクトの目標を全日本Ｕ－15アンダーフイフテイーン女子フットサル選手権での優勝と言いました。その先に女子サッカー日本代表の道があるとも」

「女子サッカー日本代表の道……」

「他の人たちは知りませんが私は絶火さんのその言葉を信じて、懸けているだけです」

　堂々と。臆さず前を見て宣言したハルに、行真は思わずすぐ後ろを振り向く。

「──」

　そこにいたユイは、目を見開き、同じ夢を持つ少女を見つめていた。
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　──意外と、悪くないのかもしれない。

　行いく真まが一週間かけて確認した〝妹たち〟の絶対的な足のポテンシャル。

　なにより、チームのブレインになりうるハルの高い志とサッカー・フットサルへの知識。

　もちろん相手がすでにＵ－12アンダートウエルブで一定の結果を残しているいわばエリートである以上、勝つことはありえないが、少なくとも勝ち負け以上の収穫はこちらも得られる──それがどうしようもなく楽観的な思い込みだと行真が気づくまで、そう時間はかからなかった。

「ミチル、最初はボールを落ち着かせて！」

「けーい！　……ん？　落ち着かせるってどないするん？」

「ちょ……位置が高い!!」

「にゃ？　え？　高いって……かがめばええん？」

「ちゃう！　相手の陣に……ぁあ！　奪われた！　フォローを──って左サイドどこまで開いてん!?　相手に当たりに──逃げんなぁ!!」

「……ぁ……、ぅ……っ……」

「あは……これはさすがに無理～」

　ワンツーでカスミがかわされ、ハルのチャージも間に合わずあっさりと一失点。

　相手陣内で悠々とその様子を眺めていたクロエが叫んだ。

「──ちょっとー!!　なに点取られてるわけ!?」

「……っ、文句を口にする前に、あなたもちゃんと戻ってきてください！」

「は？　クロエはフォワードだって言ってんでしょ！　どこの世界にディフェンスまで戻るフォワードがいるのよ！」

「そんなんいくらでも──……っ、そもそもこれはフットサルです……！　基本的には全員で守って全員で攻めるのが──あ」

「行っちゃったね～♪」

「……っ」

「あ……あー、とりま、ウチは低い位置に……えーと、こっちいたらええやんな？」

「それは最初だけ！　ミチルの武器はスピードなんやから、動かなあかんやん!?」

「り……りょ！」

「……まずいな」

　完全に空回ってるし、ハルの苛いら立だちがチームを──特にユイを萎縮させてしまっている。

「──左サイド、敵がフリーであがってきてる！　プレスに行って!!」

「……、ひ、ひぃっ……！」

　逆効果の声かけ。そうこうしているうちに二点目、三点目と失点は積み重なっていき、得点の気配どころかろくにパスすら繋つながらず一方的にやられ続けて迎えたハーフタイム。

「あーもうっ、なんなのアイツら!?　ちょこまかしてうっとうしい!!」

「……っ、相手がどうの言う前にアナタは自分のやるべきことをしたらどうですか……？」

「はぁ……？　クロエにボールがこないのにどーやって点入れろってゆーわけ!?」

「攻められてるときは戻ってこいゆーてん!!」

「待て待てケンカすんな！」

　行いく真まが無む理り矢や理り二人のあいだに入ると、ここぞとばかりにミチルがすがりついてきた。

「おにーやーん……助けて……。てか、相手めっちゃうまない……？」

　……うまい。だが、それを今言っても仕方ない。

「いいか、サッカーと違ってフットサルは狭い場所での速いパス回しが基本になる。前半は見事に相手にそれをやられた。初心者の俺たちがこれに対抗するには──」

「マンツーマンディフェンスで守りから入って攻撃を組み立てる──ですよね？」

　ハルの強い語気に話の主導権を奪われ、行真は言葉に詰まる。

「ハルちゃんハルちゃん、マンツーマンディフェンスってなに～？」

「私たちそれぞれが一対一で敵をマークして、自由にさせない守備のことです」

「それって……うまくできたら相手はパスの出しどころがなくなるってこと～？」

「え。なんそれ！　めっちゃええやん！　それしよ！」

「ゾーンで守るのが難しい以上、そもそも私たちが取れる手段はそれしかない……なのに」

「は？　なに？　クロエに言いたいことでもあんの？」

「……っ、……ともかく、後半も攻撃時は後ろのカスミさんに戻す形ではじめましょう」

　そこでレフェリーに急せかされ、〝妹たち〟はフィールドへ散っていく。

「……、……」

　ユイだけが途中で止まっていた行真の言葉を待つように最後までこちらを見ていたが、彼女のみに伝えたところでどうにもならない。

「……とりあえずハルが言ったとおりにやってみ」

　そう言って送り出した結果。

　後半は前半以上の惨状となった。

　確かに初心者がマンマークを敷くのは有効な戦術なのだが──

「全員がサボらず、無尽蔵のスタミナがあればの話なんだよな……」

「はっ…………はぁっ……ちょ、こ、これ……キ、キツない……っ!?」

　問題になったのはすぐに音を上げたミチルだけじゃない。

　クロエが攻撃から戻らない以上、攻め入る敵は常にフリーの選手が一人いる。

　そこから面白いくらい綺き麗れいに崩されて──あっという間に失点は二桁の十点に達した。

「──っ!!　あれだけ言ったのになんで守備しないん……!?」

　ゴールネットに刺さったボールを取り出したハルは、苛いら立だちをボールにぶつけそうになり、ギリギリのところで堪こらえる。

　確かに相手はうまい。ものすごくうまい。きちんとボールを繋つなぎ、全員が動き続けてチャンスを作り、素早くシュートを打ってくる。そのチームとしての完成度、残り時間がわずかとなっても手をゆるめない真剣さ、一つ年下であることなど関係なく尊敬できる。

　けど、それ以前に。

「こっちがひどすぎる……っ！」

　ハーフタイムに決めた作戦通りにやっていれば。ハルの言った通りにしていれば──もっとマシな試合ができるはずなのに！

　その元凶とも言える自分勝手なブロンド少女をにらみつけていると、なにを思ったのか彼女はなぜか味方のミチルからボールを奪い、そのままシュートを放った。

「──チッ、少し狙いがズレたわ」

「な──なにシュート打ってん!?　それも味方からボール奪って!!」

「はぁ？　シュート打たないでどーやって勝つわけ!?」

「攻撃時に必ず一回戻せぇゆーたよなぁ!?」

「知らないわよ！　そもそもクロエに指図しないで！」

「指図とかそんな話してるんちゃう!!　私は戦術の話してんねん！」

「だからなんでアンタが戦術決めてるの？」

「そ……そんなん誰よりフットサルのことわかってるからに決まってんにゃろ!?　私の言うとおりにしてたらもっとマトモな勝負になってたのに!!」

「は、バッカじゃないの！　そこまで言うならアンタが自分でやればいいじゃない!!」
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「……え。ちょ、パルル──」

　売り言葉に買い言葉。頭に血が上ったハルは、返事も聞かずキーパーグローブをミチルに投げつけるようにするとそのまま前に出た。

　ハルがはじめてキーパー以外のプレイをする──。

　残り時間はわずかだが、思わぬ展開に目を見開いた行いく真まの前で。

「パス!!」

　ハルがカスミからのパスをトラップする──そう思った次の瞬間。

「はっ！」

　謎のかけ声と共に豪快に足をあげたハルがその足を下ろす前に、ボールは後ろへと転がっていった。

「……………………は？」

　あまりのことに全員が呆ぼう然ぜんとする中、唯一こうなることがわかっていたらしいミチルがゴールラインギリギリでボールを拾い、肩で息をしながらなんとかカスミにボールを戻す。

「──もっかい!!」

　丁寧なカスミからのパスは、またもハルの足に触れることなく後ろへ転がっていって。

「……っ」

　今度は直接ボールをミチルから受け取り、自分からカスミに蹴ろうとして、

「──あっ!?」

　なにをどうしたらそうなるのか蹴り足で見事にサッカーボールの上に乗り、そのままそちら側に重心をかけたことで滑って反り返り、派手に仰あお向むけに転ぶ。

「──」

　……三度続いた醜態。

　それもミスというレベルではない、尋常ではない有様に、なぜハルがゴレイロを自ら買って出たのか、行いく真まとの勝負に参加しなかったのか、ボールを蹴っているところを一度も見たことがなかったのか──その答えを、察しないわけにはいかなかった。

　長く鳴り響いたのは試合終了のホイッスル。

「──いい調整になったな」

　絶ぜつ火かの腹立たしい呟つぶやきや０－10という完敗以上に衝撃的な事実に固まっていた行真は、すぐに我に返ってベンチを飛び出す。

　かなり痛そうな落ち方をしていた。場合によってはケガも──と思いきや、ハルは何事もなかったかのようにむくりと起き上がると、汚れを落とすように肩を手で払う。

　一連の動作をするあいだ、ハルはこちらを向かず、表情はわからないが──めちゃくちゃ声をかけづらい。それでも声をかけないわけにもいかなくて。

「大丈夫か……？」

　なるべく普通っぽく声をかけた行真の気遣いは、

「──ぷーっ、あははははははははっ!!」

　遠慮も情けも容赦もなく爆笑する金髪の妹に台無しにされる。

「あは、あははっ！　あははははっ、あはぅっ、ゴホッ、ごほっごほっ、ぅあは、はははっ……はぁ～っ、お、おなかいたい……！」

　涙まで浮かべて笑うクロエは、背中を向けたままのハルを指さし、

「う、嘘うそでしょっ？　あ、あれだけカッコつけといて……エラそうなこと言って!!　誰よりフットサルのことをわかってる!?　それ以前の問題じゃない!!」

　走り回って疲れ果ててるのもあり、誰もなにも言えない中、ひとり生き生きと続ける。

「ア、アンタそれでＵ－15アンダーフイフテイーンで優勝とか日本代表とか言ってたわけ!?　恥ずかしくないの!?　──あ、わかった！　お笑いの話だったのね？　それなら確かにヘタクソのほうが──」

「……あ」

　ミチルの顔がこわばったのと、立ち上がったハルがクロエに向かっていったのは同時で。

「──納得いく……なに？　なんか文句」

　ノーモーション。遠慮も情けも容赦もなく、ハルは思いきりクロエの顔をグーで殴った。

「──ぁがっ、………ぐ、………ぇ……、え……？」

　吹っ飛んだクロエが、なにをされたのかわからないというように自分の顔を手で押さえ、すぐ目の前で見下ろしてくる少女をゆっくりと見上げる。

「──今、なんてゆーた？」

「……、……」

「ヘタクソでなにが悪い。──なにが悪いんやっ!?　ああっ!?」

　叫びながら馬乗りになったハルが拳こぶしを振り上げ──

「──おにーやん止めて!!」

　ミチルの声にハッとして、行いく真まは動く。

「やめろハルっ!!」

「はなしやっ!!　かんけーないやろっ!?」

　羽交い締めにしたハルは、この小さな体のどこにと思うほど力強く暴れる。

　そうして自由になったクロエはしばらく呆ぼう然ぜんとしていたが、不意になにかに気づいたように唇に手をやり、そこに血がついているとわかると愕がく然ぜんと目を見開いた。

　──まずい。クロエの性格ならキレ返して襲いかかってきてもおかしくない。

『ア、アンタ……なにクロエの顔に傷つけてくれてんのよっ!!』

　──とかなんとか。

　……ヤバい。めちゃくちゃ想像がつく。

　今、この状況でクロエが向かってきたら行真一人で仲裁するのは難しい。

　そう思っているあいだに、クロエが動くのが見えて。

「よせクロエ!!」

　反射的にそちらに向かって叫んだ行真は。




「ふ──ふぇぇぇぇんっ」




　綺き麗れいな顔をくしゃくしゃにして。人目もはばからず、子供のようにボロボロと大粒の涙を流してガチ泣きするクロエに、唖あ然ぜんとする。

「ふぐ……ぅぅっ、い、いだぃ……いだいよぉおぉ……うぅぅ～っ」

「────────は？」

　足も容姿も抜群で、運動神経も突出している反面、毒舌でプライドが高く、沸点も低いから、自分が気に入らなければ売られていないケンカだって積極的に買いに行く──。

　それが行いく真まの抱くクロエのイメージで、こんな、ちょっと殴られたくらいで、まるで普通の、幼い子供のように泣きじゃくるのは……想定外すぎた。

　それはきっとこの場にいる誰もが──

「泣くなぁっ!!」

　猛たけるハルに、クロエはビクッと震え、さらに激しくむせび泣く。

「泣くのは卑ひ怯きようやろが!!　そーやって……いっつもアンタらは……アンタらはっ!!」

　ググッと拳こぶしを握りしめるハルが震えだし、行真は気づく。

「ハルお前……」

「ゆーてパルルも泣いてるやん」

　軽いミチルのツッコミに、ハルはハッとしてうめく。

「……っ、こ、これは……っ」

「あ、ああ……俺のせいか」

　行真が力をゆるめると、ハルは乱雑に顔を拭い、クロエを、次いで行真をにらみつける。

　唇を噛かみしめ、涙に濡ぬれた、高ぶった顔。

　その表情──あふれる感情は、フィールドで何度も見たことがあった。

　悔しい。悔しい。悔しい──！
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「どーせアンタらにはわからへんやろ……っ、ヘタクソの気持ちなんて！」

　唸うなるように吐き捨てて、ハルはコートから走り去る。

「ハル！　……おいミチル──」

　追いかけてくれ──そう言おうと振り返った先で、ノリのいい双子の妹は両りよう膝ひざをついて胸を押さえていた。

「ミチル!?」

　尋常じゃない状態。

　行いく真まが慌てて駆け寄ると、顔を青ざめさせ、苦しげに呼吸するミチルはそれでも笑った。

「……おにー、やん……ごめ…………」

「しゃべんな!!　ユイ、救急車を──っていねえ！　……カスミ!!」

「もう連絡してま～す」

　スマホをフリフリさせる少女に感謝し、待機していたのかと思うほど早く到着した救急車にミチルと一緒に乗りこんだ。
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　二人を見送った後で、カスミはコートを振り返る。

　絶ぜつ火かの手引きなのか、何事もなかったかのように相手チームはすでに帰っていた。

　残っているのはまだ泣いているクロエと、隅でおびえたように小さくなって震えているユイ。

　逃げ出したハルは、もちろん戻ってこない。

　コートに立っているのは、カスミ一人。

「……あーあ、バーラバラ」

　ぼそり呟つぶやかれた皮肉と嘲ちよう笑しようは誰にも聞きとがめられず、消えていった。
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「ホンマごめん！」

　病院のベッドの上でパン、と手を合わせ、勢いよく謝ってきたミチルに、行真は戸惑う。

「やーあのタイミングはさすがにないやんな～？　大おお阪さか人として反省せなあかん……。ま、ウチ兵ひよう庫ご県民やけど。にゃはははっ」

　数時間前に倒れて運ばれてきたとは思えないほど軽すぎるノリ。

　実際、ここまでの経緯は芝居じみていた。

　即座に御み名な神かみ系列の病院へと運び込まれ、対処する看護師もミチル自身も手慣れていて、スムーズに個室へ移され機器に繋つながれている今でさえ手の込んだ冗談のように思えてくる。

「……本当に、体調悪いんだよな？」

「悪ないよ？」

「は!?」

「ウチ基準ではな～？　にゃははははっ」

「……声でけーよ」

「だいじょぶだいじょぶ、こんくらいなら看護師さんこーへんから。そこらへんカンペキマスターしてるから任してーや！」

　ぐっと親指を立てたミチルに、行いく真まはなんと言ったらいいかわからずため息をつく。

　もちろんどうしようもなくヤバい症状ならあの女絶火が採用するとも思えなかったので、命に関わるような事態にはならないと予想していたが、万が一ということもある。

　つーかあんなのフツーに焦るわ……。

　それくらいミチルの状態は悪く見えたのだが。

「まあ大事になってないならいいけどな……」

「よゆーよゆー。なんならこのままコート戻ってもええでー？」

「ふざけんな」

　一週間は様子を見てもらうという話をしていたのを聞いていた。

「え～、なんでやの～？　もーダイジョーブやのに～！　ぶーぶー」

　口を突き出してブーイングするミチルに、行真は頭をガリガリとかいて言う。

「んなことより……先に話すことがあんだろ。お前の体は──」

「あーはいはい、それな！」

　行真が先を続けようとするのを勢いよく遮って、ミチルは早口で言う。

「やー細かくゆーたら色々あんねんで？　病名やらなんやら……おにーやんが気になってんのもそれやんな？　けどな、そんなんより大事なコト言わして？」

　真剣な眼まな差ざしと神妙な顔に押されるようにしてうなずくと、ミチルはすっと目を閉じ、

「実はな、ウチ……ウチ！」

　たっぷり溜ためてから言い放った。

「病弱美少女やったんや!!」

　やったんや、やったんや、ったんや……自分でエコーまでつけたミチルに。

「…………美少女？」

「そっち!?　そっちツッコむん!?」

　軽妙に返され、一瞬噴きそうになった行真は、なんとか真顔で言う。

「他に突っ込むところねーじゃねーか」

　病弱なのはこれまでの状況を見ればわかるし、持病持ちというのも知っている。

「……っ、ぷふーっ、にゃははははっ！　ちょ、や、やるやんおにーやん！　ボケたんは狙ってやけど、そのツッコミは予想外やわっ、にゃははははっ！」

　そのままベッドを叩たたいて爆笑するミチルは、不意になにかに気づいたようにピタリと笑うのをやめ、両手で口を押さえる。

　ほどなくして病室に駆けつけた看護師さんは行いく真まを睨にらみ、即座の退室を促してきた。

　ちらりと見たミチルがペロッと舌を出していて、行真はようやく気づく。

　こいつ、ハメやがった……！

　そう気づいたところで、もはや病室を出るしかなくて。

「……ホンマごめんなー」

　背中にかけられた声に振り返ると、ミチルが本当に申し訳なさそうな顔をしていた。

「後悔すんならやんなよ……」

「んーん、そっちやなくて」

　ベッドの上で姿勢を正した花はな咲さき晴はるるの実妹は、真剣な表情でぺこりと頭を下げてきた。

「ハルのこと──よろしくお願いします」
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「お願い、って言われてもな……」

　病院を出た行真は茜あかね色いろに染まった空を見上げながら頭をガリガリかく。

　行真が引き受けた仕事はあくまでコーチで、サッカー……フットサルを教えること、ひいてはあの美しい宝石の原石足を輝かせることで、それ以外の、たとえば人間関係のいざこざを解消するなんていうのは含まれていない。

　そういった問題を解決するのは別の人間だろう──そう思ってこのプロジェクトの企画者にメッセージを送ってみたものの。

『それもお前の仕事だ〝お兄ちゃん〟』

「そうくると思ったわクソババア……！」

『なら〝妹たち〟の詳細情報をよこせ。ミチルの病名は？』

『自分で聞き出せ。そのための環境は整えてやった。今日からここに住め』

　危うくタブレットをまた投げ捨てそうになった。湧き上がる怒りを収めるため深く息を吐き、送られてきた地図の場所へ歩いて向かう。

「ってここ御み名な神かみ邸の敷地内じゃねーか……」

　この無機質な施設に住めということか。

　以前部屋の準備がまだできていないと言っていたが、それはこのことだったらしい。

　無駄に広い家に住むのもなかなか気が滅め入いる──そう思いながらドアを開くと。




「あ、やっと帰ってきた。おかえりなさ～い♪」




　ゆるふわスマイルと同じくらいゆるふわの可愛かわいらしい上下揃そろいのルームウェアを着たカスミが、リビングで普通にくつろいでいて。

「…………は？」

「ミチルちゃん大丈夫でした～？　一週間はかかるって話でしたけど。あ、行いく真まさんも紅茶飲みます～？　もらいものなんですけど、結構高いやつみたいで──」

「いやそうじゃなくて……なんでここにいんだよ!?」

「え？　去年からずっと住んでますけど。絶ぜつ火かさんから聞いてないんです～？」

　猛烈に嫌な予感がした。

「……聞いてねー、けど」

　同じ敷地内にいるだろうとは思っていたが、まさかこことは。

「『兄妹きようだいなら一緒に暮らすのが当然』──だそーです♪」

　絶火のものまねのつもりなら全然似てない。が、それがまた絶妙に可愛らしくあざとい。

「いやいやいやいや……」

　そういうことじゃない。そういうことじゃなくて。

「つーことは……全員いるのか？」

　吹き抜けと螺ら旋せん階段……その先の上階を指さした行真に、カスミはイタズラっぽく笑う。

「直接確認してきたらどうです～？」

　……頭を抱える。共同生活はいい。寝食を共にすることで相互理解が進み一体感も出る。

　けれどそれはあくまでチームメイトである〝妹たち〟だけの話で、行真には必要ない。

「大丈夫です？」

　ふわりと咲く甘い香り。いつの間にか目の前でカスミがしゃがみこんでいて、無防備に開いた上着から、パステルカラーのブラジャーと形のいい胸が行真の目に飛び込んできた。

「……ちけーよ」

　行真が遠のけるように手を振ると、カスミは屈かがんだままクスクスと笑う。

「あれ～？　照れてます？　スペインで女の子と暮らして慣れてるんじゃ？」

「な……」なぜそれを知っているのか。

「絶火さんに聞きました♪」

　あのババア……！　〝妹たち〟のことは一切話さないくせに、こっちは全部筒抜けか！

「んなことより……そっちこそいきなり知らない男と一緒に暮らすとかありえねーだろ」

　行真の言葉に、カスミはじっとこちらを見上げたまま言う。

「知らなくはないですよ？　ＩＫＵＭＡさん有名人ですし♪」

「そーゆうことじゃなく……！」

「それに私たち兄妹きようだいじゃないですか～。兄妹なら間違いも起きないですよ♪」

　嘘うそっぽい笑顔から、一転して蠱こ惑わく的てきな表情になる。

「そ・れ・と・も──手、出してみます？」

「は!?」

「あはは、ジョーダンですよ～ジョーダン♪」

　……見上げられてるのに、見下ろされてるような錯覚に眉をひそめる。

「あーでも、正直今日のアレはガッカリしちゃったなぁ～」

「今日のアレ……？」

「試合でボロ負けして、絶ぜつ火かさんの狙い通りまんまと当て馬にされたことです」

「────」

「行いく真まさんならなんとかしてくれるって思ってたのに……全然ダメでしたよね？」

　酷薄に細められる目。口元は笑ったままなのに笑顔に見えなくて、目がそらせなくなる。

「私、正直フットサルはまったく興味ないんですけど、このプロジェクトの成功には賭けてるんです。あの行真さんがいるから成功する……そう思って参加してる」

　ゆっくりと息を吸って、吐いて。たっぷりと間をとってから。

「だから──ガッカリさせないでくださいね♪」
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　──首元にナイフを突きつけられたような錯覚。唾を呑のみ込こまずにいられないような緊張感は、手を合わせた彼女がほんわかと微笑ほほえむことであっという間に和らぐ。

「その代わりと言ってはなんですけどぉ、プロジェクトを成功に導いてくれるならなんでもしますよ～♪　もちろん行いく真まさんがそーゆう気分になっちゃったときでも♡」

　言いながら、自分から胸元を開いて見せつけるようにするカスミから顔をそらして、

「──言ってろ」

　行真は足早にリビングを後にした。
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「なんだあいつ……」

　階段をのぼりながら、行真はぼやく。

　カスミから最初に受けた〝素直で可愛かわいい良い子〟というイメージ。

〝可愛い〟というのは変わらないが、〝素直〟というのには疑問符がつくし、〝良い子〟ではあるのだろうが、狡こう猾かつさと理知的な印象が共存していて、足同様クセモノ感がすごい。

「元子役……にしても変わりすぎだろ」

　演技であそこまで変われるのだとしたらすごすぎるし、その才能を生かす場所が違う。

　──全員が全員まともに学校にも通えていない問題児たちだがな

　忌いま々いましい絶ぜつ火かの言葉が反はん芻すうされ、行真はあらためてなぜ自分がここにいるのか疑問に思いながら自室の扉に手をかけ、

「…………？」

　視界をよぎったなにかに振り返る。

　ガラス張りの廊下と、すでに夜の闇に染まりはじめた外の練習場。

　行真はなぜそれが視界をよぎったのか考え、答えに至ると同時に踵きびすを返かえした。

「──あれ、行真さん？　やっぱり紅茶……ってどこに行くんですか～？」

　カスミの声を無視し、靴を履くのももどかしくて、踵かかとを踏み潰したままそちらへ急ぐ。

　なぜ気づかなかったのか。

　試合に惨敗し、ハルが暴走してミチルが倒れ、なし崩し的に解散したと思っていた。

　カスミが帰宅していて、みんな部屋にいると言ってもいたから──。

　……違う、求めているのはそういう〝理屈〟じゃない。

　できることがそれしかないから、ただそれだけの理由で一日も欠かさずリフティングを続けてきた少女がいたのに。

　照明もついていないフットサルコート。

　その隅っこで、前髪の長い少女──ユイがスーパーボールを蹴っていた。

　行いく真まが渡した足先の感覚をさらに鋭敏にするためのトレーニング用のボールを、普段使っているボールと寸分変わらない感覚で。

　はっきりと見通すのがむずかしい薄闇の中で、静かに、淡々と、時にアクロバティックに、時に整然と、小刻みに弾はじき、大きく蹴り上げ、連綿と〝天使の翼アンヘル〟を羽ばたかせる。

　──なぜ行真はここにいるのかという疑問。

　その答えは目の前にあった。

「ユイ」

　行真が声をかけると、ユイはビクビクーッとわかりやすく動揺し、けれどスーパーボールを地面に落とすことなく器用に踵かかとで弾き、右足のつま先でピタリと止めてこちらを向く。

　息は上がり、髪は額に張り付いて、汗ばんでもいる。

　──いつからやってたんだよ。

　──視界の悪い場所でやんのはケガのリスクが高い。

　──いくらなんでも試合後は疲れを取ることを優先してくれ。

　言いたいことはたくさんあった。あったけれど。

「──すまん」「ごっ、ごめん、なさい……っ」

　お互いに頭を下げあって。先に顔を上げたのも、言葉を続けたのも行真だった。

「なんで……ユイが謝る？」

　その足をＷ杯ワールドカツプの舞台に立たせてやる──そう言ってコーチまで引き受けたのに、結局いつもと変わらず一人でリフティングをさせている。

　どんな理由があろうと、その責任の一端は行真にあった。

「き……今日の……し、試合……で」

　一度口に出せば、とめどなくあふれるように、ユイは小さな声で、一生懸命続ける。

「う……うまく、できなくて…………み、みんなと、一緒に……できるって……嬉うれしく、て……がんばろうって……お、思った、のに──こ、怖くて……ぜんぜん……役に、たてなくて……だ、だから──だから、ごめん、なさい……っ」

　もう一度、今度は深々と頭を下げる。

　その後頭部を見るともなしに眺めながら──行真は思った。

　……必死なんだ。

　人と話すのが、人と一緒にいるのが、怖すぎる。

　でも、サッカーはしたい。怖いのを我慢してでも、一緒にやりたい──。

　相反する感情。絶望的なもどかしさがあるのだろう。

　そうでなければ、どうしてここまでしがみつける？

　グッと拳こぶしを握った行真は、そんな彼女に自分がなにをしてきたのか思い出す。

「あ～……」

　そりゃ自己紹介なんて無理だし、プールでも試合でも逃げ出すに決まってる。

　もっとちゃんと考えていれば、向き合っていれば、やりようはいくらでもあっただろう。

「……ユイだけの話じゃねーか」

　行いく真まが練習で、プールトレーニングで、試合で理解したのは〝妹たち〟の足のことだけ。

　けれどそれだけじゃダメだった。

　──それもお前の仕事だ〝お兄ちゃん〟

　脳裏によぎる言葉。つくづく……あのクソババアは。

「あ……あの……こ、これから……どう、なるの……？」

　遠慮がちな小さな声。上目遣いの弱々しい、不安そうな顔。

　行真は短く息を吸うと、まずクロエを思い浮かべ、次いでハルとミチルを、最後にカスミのあの冷たい眼まな差ざしを思い返してから、絞り出すように声を出した。

「一週間くれ」

「…………い、一週間……？」

「本当は明日って言いたいところだけどな……一週間後、全員でこの場所に立つ。その上でもう一度ちゃんとした練習を始める──約束する」

　一週間のあいだに、行真は〝兄〟として〝妹たち〟……特にハルとクロエを理解する。

　そうして、ちゃんとフットサルに向き合わせ、全員で練習を再開する──。

　それが今の行真にできることで、ユイに約束できること。

「で、だ……ユイにも手伝ってほしいことがある」

　歩み寄ってユイの手を取った行真は、内緒話をするように声のボリュームを落とす。

「──ひゅっ」

「約束しといてそれはないって思うかもしれねーけど、どう考えても俺一人じゃ無理だし、これはユイ自身にも──ん？　ああ悪い、手握ってた…………っておい、ユイ!?」

　へなへなとその場にくずおれたユイが話を聞けるようになるまでしばらくかかった。
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「……さて」

　諸もろ々もろの雑事を終えて二階に上がった行真は、目を閉じ、胸に手を当て二度深呼吸する。

　あの後、ずっとリビングにいたらしいカスミに事情を伝え、ＬＩＮＫＳＮＳに一週間の簡単な自主練メニューを送った。

　カスミは行真の後ろに隠れるユイを気にするそぶりは少しだけ見せたが、素直に了承してくれたのでいいとして……問題はこの先だ。

　行真はあらためて二階の廊下を見る。

　階段を背に互い違いに左側に四部屋、右側に三部屋。

　左の一番手前にある行いく真まの部屋から、右にユイ、左にミチル、右にハル、左にカスミ、右にクロエ、左に空き部屋……という配置になっているらしい。

　らしいというのは、カスミにそう聞いたから。

「クロエちゃんの部屋はすぐわかると思いますよ～」

　カスミのそのアドバイスは扉の前に立った瞬間理解できた。

　全体的にシンプルにまとめられている邸内で、明らかにここだけ異彩を放っている。

　これでもかとばかりに派手に飾り付けられたドアと、サインのようなやたらとおしゃれな筆記体のアルファベットで書かれたクロエの文字。

　どう考えても浮いているのだが、ずっと眺めているとこれはこれでありか……？　と思わせる謎のデザインセンスで、否いやが応おうでもクロエのあのめんどくさい感じを連想させて。

「──あああああ!!」

　突然ドアの向こう側から奇声が聞こえてきて、反射的にドアを叩たたく。

「おい、どうした？」

　いくらノックしても、声をかけても反応がない。

　いぶかしみながら行真がドアノブを回すと、鍵はかかっていなかった。

「入るぞ？」

　恐る恐る開いた扉の向こうにあったのは──散らかり放題の部屋だった。

　床に散乱するバッグ、アクセサリー、化粧品、ショッパー、ゲーム、マンガ、本、雑誌、行真が渡した野球のカラーボール……ベッドの上にはありえない数の服が無造作にこんもりと積まれ、壁という壁は未開封の段ボール箱で遮られている。

　かろうじて救いがあるとすれば食べ物や飲み物の類たぐいが見当たらないことか。

　まごうことなき汚部屋の主は豪勢なゲーミングチェアーに座り、部屋の壁の一面を占有する巨大モニターに向き合って一心不乱にゲームをしている。

　その頭にはやたらとごついヘッドホンが装着されていた。

　聞こえていないにしても、さすがに人が入ってきたら気づきそうなものだが……などと思っている行真の前で、クロエがいきなり立ち上がった。

「──しゃらあああああああ!!　Va te faire enculerrrrrrrくたばれザーコ!!　クロエにケンカ売るなんて百年早いのよ!!　バーカバーカ、ザーコザーコ!!」

　暴言を叫びながら画面に向かって拳こぶしを突き上げるトンデモ妹に、行真は率直にビビる。

　えぇ……なに今の……。

「ないわー……」

　率直な感想をそのまま口に出したら、クロエがピタリと動きを止めた。

　そうしてヘッドホンを取りながら振り返り、

「──ぴぎぃっ！」

　およそ美少女らしからぬ悲鳴をあげながら跳ねとび、椅子に引っかかって盛大に転び──超絶綺き麗れいな腓ひ腹ふく筋きんを無防備にさらす。

　間近に見ることで痛感する、圧倒的な〝女王〟の風格……！

　思わず足にひれ伏したくなる衝動が行いく真まの体を自動的に──ではなく。

「大丈夫か？」

　かがみ込んで手を伸ばした行真に、クロエは大きなサファイアブルーの瞳をさらに大きく見開き、座ったまま後ずさる。

「は……はっ？　え、え!?　な、なん……なんでっ!?」

「あー、さんざんノックしたし、声もかけたからな？」

「聞こえてないし!!」

「ヘッドホンしてたからだろ」

　首に引っかけたヘッドホンを指さすと、クロエはそれを握りしめ、グッと顎を引いた。

「そん、なの……カンケーないでしょ!?　クロエが聞こえなかったんだからノックも意味ないし！　勝手に入るとかありえない!!」

「あーはいはい、ありえないありえない」

　適当にスルーしながら行真は後ずさりし続けるクロエを壁際に追い込む。
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「な……なに──なに勝手に壁ドンしてんの!?」

「は？」

　壁ドン？　意味がわからず首をかしげた行いく真まを見て、クロエはさらにこじらせる。

「ちょ、アンタ本気で……？　クロエとは血がつながってんのよ……!?」

「らしいな」

「ら、らしいなって……まさかキンシンソーカンする気!?」

「はあ？？　なに勘違いしてんだお前……いいからじっとしてろ」

「じっとなんてしてられるわけ──ひゃぅ」

　顎を掴つかみ、正面を向くよう固定してよく顔を観察する。

「……ん。痕も残ってねーし、問題なさそうだな。よかった」

「…………あ、あと？」

「殴られただろ？」

　それでようやく行真がケガの具合を見ていたのだと気づいたらしく、クロエはかああっと顔を赤くする。

「や──ややこしーのよ、バカ!!」

「あ？　バカはヘタレのくせに煽あおるお前だっつーの」

「んな……っ」

「つーか打たれ弱いのに煽るって……あんだけ強気に出といて殴られたらあっさり泣くとか恥ずかしいにもほどがあるわ」

「…………っ」

　あ、やべ。言いすぎた。

　クロエがガチで涙ぐんでいることに気づき、行真は慌てて続ける。

「ま、まあ変にやり返さなくてよかったけどな。殴り合いとかシャレにならねーし」

「…………そ、そーよ！　殴るとかヤバンジンのすることだし！　大っ嫌い！」

　と言いつつ、クロエが今さっきやってたゲームは思いっきり殴る蹴るのやつだったような……。

　ヘタにつついてまた泣かれても困るので突っ込むのはやめておいたものの。

「復活すんのはえーな……」

　切り替えの早さがすごい。

　行真は素直に長所だと思ったが、クロエはこちらをにらみつけてきた。

「……は、アンタも〝もっと落ち込むべき〟とか言うわけ？　悪いことをしたら時間をかけて反省すべきとか、もっと心をこめて謝れとか──そんなのただの時間のムダじゃない」

　ふん、とそっぽを向き、強気そうに見えたクロエは、けれど組んだ手に力を込めていて、見た目通りじゃないんだと気づく。

　だから行いく真まはあっさりうなずいた。

「わかるわ」

「……え？」

「そのとおりだって言ってんだよ。さっさと反省してパッと謝って終わり。過ぎたことをぐだぐだ悩んだり、必要以上に後悔したりすんのはムダ」

「…………ふ、ふーん、ちょっとはわかってるみたいね。ちょっとだけだけど」

　肯定されたことが意外だったのか、恥ずかしさを隠すように唇をとがらせ、小声で言うクロエに、行真は年頃の少女っぽさを感じる。

「ついでに〝殴るとか野蛮人のすること〟ってのも同感だわ」

「そ、そうよね!?　いくらイライラしたからって手を出して……それもクロエの綺き麗れいな顔を叩たたいてくるなんて、ホントありえないし！」

「そうだな。先にハルを言葉で傷つけたのがお前だとしても顔を殴るのはやりすぎだった」

「……そ、……」

「悪いことをしたら時間をかけないで反省すべきだよな？」

「………………なによ、やっぱりアンタもクロエを怒りにきたんじゃない」

「ん？　俺もってことは他にもいたのか？」

「いない、けど……あんな風になったら、いつもみんな怒鳴りにくるし」

　頬ほおをふくらませ、ふてくされたように膝ひざを抱えたクロエは口をへの字にして続ける。

「いっつもそう。みんな急に怒り出して、謝れ反省しろって……意味わかんない。クロエはただクロエが思ったことを言ってるだけなのに」

　いやそれがダメなんだろ……そう口にしかけたが、行真は少し考えてから口を開く。

「ってことはできれば怒らせたくないって思ってんのか？」

『はあ？　なんでクロエが気をつかってあげなくちゃいけないの？　クロエ悪くないし』

　そう返ってくるかと思いきや。

「はあ？　なんでクロエが気をつかってあげなくちゃいけないの？　そんなことしてもムダなのに」

　微妙に予想と違う言葉に、行真は目を見開き、少し早口で言う。

「無駄かどうかはやってみないとわかんねーんじゃねーの？」

「だーかーら、今までやってきてムダだったから言ってるの。どーせ最後はみんな勝手に怒りだすんだから」

　……なるほど。クロエは人の気持ちを無視する嫌なヤツではなく、単に人の気持ちを察するのがドヘタなだけだ。人の気持ちを察するつもりのないやつは正直どうしようもないが、察しようとしているのにできないだけならいくらでもやりようはある。

「よかったわ」

「……は？　ぜんぜんよくないし。てゆーか、アンタ結局なにしにきたわけ？」

「なにしにって、見たまんまだろ」

「クロエに謝れって言いにきたの？」「心配したんだっつーの」

　同時にしゃべってかぶった言葉。行いく真まは聞こえず、クロエには聞こえた。

「ん？　今なんつった？」

「な……なんでもない！　心配って、なんでっ？」

「あんだけ思いっきり殴られてケガの具合気にならねーほうがおかしいから……。まあそれだけのことをやらかし──っておい、聞いてんのか？」

「も、もーいい！」

「はあ……？　自分から聞いといて…………いやなんで急に目隠ししだした？」

　突然ヘッドホンで目を覆いだしたクロエの奇行に、行真は目を見張る。

「か、隠してないっ……これは──目が疲れたから休めてるだけ！」

「ごまかすのヘタか」

　そんなわけねーだろ。と思ったが、突っ込んでも仕方ない。

　というか、それよりやるべきことがある。

「まーいいや。お前の考えはわかった。怒らせることを言った自覚はあって、関係を修復するつもりもあるってことな」

　クロエは口を開いたが、そのままなにも言わずに閉じる。

　その反応を肯定と受け取って、行真はうなずいた。

「ならいい。次はもうちょいうまくやれよ」

「…………それだけ？　なんなのアンタ……変なヤツ」

「変なヤツってお前な……」

　一応血のつながった兄だぞ？　と言いかけて、やめる。

　反発されるのが目に見えていたし、そもそも行真にその自覚がない。

「……ふん、どーでもいいけど、その〝お前〟ってゆーのやめて」

「えぇ……？　勝手に名前呼びすんなって自分で──」

「だ、だからクロエって呼ばせてあげるって言ってるの！」

「…………はぁぁあ？」

　気まぐれにもほどがある。なにがどうしてそうなったのか困惑する行真に、ヘッドホンを取ったクロエは、怒ってるような恥ずかしがってるような、複雑な表情で叫ぶ。

「い、言っとくけど特別なんだから!!　感謝してよね!?」

「…………あーはいはい、ありがとーございまーす」

　もうなんか、めんどくさい。

　おざなりに返事をした行真は、よくわからないが少し心を許してくれたっぽいヘタレ高飛車妹にバレないようにこっそりため息をつき、ついでにＬＩＮＫのＩＤ交換をすると、

「ママとミミ以外で……はじめての…………エヘ」

　ひそかにニヤつくクロエのぼっち確定発言を聞かなかったことにして、一週間分の自主練メニューを送る。

「あー一応痛み引くまではおとなしくしてろよ？　ゲームは別にしててもいーけど、さっきみたいに興奮しすぎるのは──」

「は？　興奮なんかしてないし」

　言うと思ったわ……。行いく真まは頭をガリガリとかき、部屋の外を指さす。

「じゃあアレだ、ゲームすんならなるべくリビングでやれ」

「は？　なんで？」

　人目があれば多少は抑えるだろうし、ワンチャン他の〝妹たち〟ともコミュニケーションがとれるかもしれないから──と、言ったら絶対キレるので。

「あっちのほうがモニターでかいだろ？　あとは──そう、俺が見たい。お前……じゃない、クロエのスーパープレイ」

「え……キモ」

「くっ……！」

　好きで言ってんじゃねーわ！　ゲームとかどーでもいいし！

　そう言いたいのをぐっと堪こらえると、意外にもクロエのほうから折れた。

「……まーいいけど。てゆーか、ゲームならここでも見れるし…………見てけば？」

　微妙にもじもじとしながらベッドを指さし、コントローラーを拾うクロエに、行真はあらためて部屋を見回す。

「や、いいわ。……つーか、ずっと思ってたこと言っていい？」

「なによ？」

「部屋、片付けさせてくれ」

「は!?」

「いやわかるけど。マジで。ホントに。頼む。このクソ汚部屋……無理すぎる!!」

「アンタの部屋じゃないでしょ!?」

「そーだけど！　じゃあ自分で片付けろよ!!」

「やだ！　ムリ！　キモ！」

「あぁ!?　こんな部屋で平然としてるお前のほうが無理だしキモいわっ！」

「はぁああっ!?　アンタ何様!?　別にクロエ散らかってるのが好きなわけじゃないし！　日本が狭いのが悪いだけでしょ!!」

「にほ──スケールでけーな!?」

「あったりまえじゃない！　クロエはいずれ世界を制するんだから！」

「いや……うん……世界でも日本でも好きにすりゃーいいけど──今は目の前の汚部屋なんとかしろ!!」
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　朝。行いく真まはスマホのアラームを止め、体を起こしてサイドテーブルに置いたペットボトルのミネラルウォーターを口に含む。

　ゆっくり飲んで一息。右足に触れてから立ち上がり、頭から足のつま先まで──決まった順番で全身を念入りにストレッチして、シャワーを浴びるために浴室へ向かう。

「ねみぃ……」

　結局朝方までクロエと一緒に部屋を片付けていたせいで、ほとんど寝られなかった。

　あの汚部屋を放置するよりははるかにマシだし、同じ時間を過ごすことで多少はお互いのことを理解できるかと思ったが、後者のほうはまったく収穫なし。

「つーか部屋片すのもほぼ俺一人でやったし……」

　二十二時辺りから眠い眠い言い出した金髪妹は日付を跨またぐ前に完オチした。

「先に言っとくけど……ぜったい、ぜーっっったいアンタの前では寝ないから！　襲われるかもしれないしっ」

　どの口が言ったのか。そう突っ込まずにはいられない華麗な手のひら返しの爆睡だった。

　しかも腹が立つことに寝姿はめちゃくちゃ綺き麗れいっていう……。あまりにも無防備だったので、〝百獣の女王レオーネ〟を堪能してやろうかとも思ったがさすがにやめておいた。

「……やっぱ触っとくべきだったかもなー足」

　作業量を思い返し今さらそんなことを思いながら脱衣所に入って、




　全裸のハルに出くわした。




「──」

　見つめ合ったのは一秒ちょっと。水滴の滴る滑らかで白い肌。着痩せしていたらしく、なかなかにボリュームのある胸。小柄で細身ながら女性らしい丸みのあるボディライン。

　そして、なによりも。

「──っ」

　行いく真まの視線の先が下腹部に向かうと同時に、濡ぬれた少女は慌ててかがみ込む。

　その動きでようやく行真もこの状況のヤバさに気づいた。

「──すまん!!」

　後ろを向き、慌てて脱衣所の扉を閉めて。

　──こんな時間にシャワー？　昨日部屋に引きこもってた？　朝に入浴する習慣──？

　止めどなく言葉はあふれ、最終的に一つのことに集約される。

[image: ]

「なんつー瑞々しい腸骨筋……！」

　ハルの足でことさら優れているのは〝空仰ぐ人鳥大腿四頭筋〟だと思っていた。

　だが違う。それよりはるかに目を引く、完璧な腸骨筋。

　しなやかで無駄がなく、さながらハル本人のように真面目で実直……そしてとてつもなく野心的。あれは地を這はう人鳥ピングイノなんかじゃない。華麗に空を舞う海烏ウリア──！

　服を着ている状態ではその下の見事な大だい腿たい四し頭とう筋きんに目を奪われ、気づくのがもっと遅くなったかもしれない。

「いやマジで裸見れてよかったわ……！」

　呟つぶやいたと同時に、リビングの隅から冷めた目でこちらを見つめるユイと目が合って。

「────へん、たい」

「誤解だ!!」

「この……状況、で……？」

　この状況。脱衣所でハルの裸を見て「マジで裸見れてよかった」と拳こぶしを握っている状況。

　確かに客観的に見れば見るほど変態じゃないと言い張るほうが無理があるけれど……！

「誤解なのは、事実です」

　脱衣所から聞こえてくるくぐもった声。

「宮衛行いく真まはいつもこの時間にシャワーを浴びていて、むしろイレギュラーなのは私のほう……ですから。遭遇は、事故のようなもの、です」

　淡々とした話し方。旧姓呼び。なにより裸を見られたにもかかわらず、落ち着いている──というのも気になるけれど、それ以上に。

「……なんで知ってんだ？」

「昔、雑誌──、な……なんとなくですっ！　と、とにかく、あなたも妹の裸くらいで動揺しないでください！」

「いや……つーかなんでそっちが動揺してねーんだよ」

「……これくらいは想定内です」

　マジかよすげーな……！　と感心しそうになったが、着替えを終えて扉を開いたハルは、髪を乾かしていないわ、下を向いたままでこちらを見ないわ、早足で去ろうとするもののなにもない場所で転びそうになるわ──と、挙動不審のオンパレードだった。

「……めっちゃ動揺してんじゃん」

　小声で呟き、そのまま見送りそうになって。

「じゃない──ハル！」

「……っ、な、なな、なんですか!?」

　いやクールぶるのヘタか？　心の中で突っ込んでから、行真は頭をかいて切り出す。

「あー……その、悪かった」

「……だから事故だと」

「いやそっちじゃなく。そっちもだけど……クロエとのことな」

　クロエと口にした瞬間、ハルはこちらに振り返り、思い切りにらみつけてくる。

「なんであなたが、謝るんですか？」

　黒髪から滴る水滴が床を叩たたき、ピリピリと空気が震えるような錯覚。

　行いく真まは気け圧おされないように腕を組み、なにを言うべきか考える。

　──クロエが謝ればいいのか？

　たぶんそうじゃない。

　──止められなかったのは事実だしな。

　違う、そういうことでもない。

　──サッカー、しようぜ☆

　なに言ってんの……？　頭の中がごちゃごちゃしてきた。

　あーでもないこーでもないと行真が乱暴に頭をかいているあいだに、ハルは前を向き、

「なんにも知らんくせに……っ」

　言い捨てて乱暴に二階に上がっていってしまった。

　その後ろ姿と短パンからすらりと伸びる綺き麗れいな足を見送りながら行真はため息をつく。

「……そう簡単にはいかねーか。クロエは楽だったんだけどな……」

「クロエがなに？」

「うぉっ!?」

「きゃっ……な、なによっ、びっくりさせないで!!」

「いやそれこっちのセリフ……ってお前いつからここにいた!?」

　同じようなことをついさっきも思ったような。

　言いながらそちらのほうを見るとクロエしかおらず、すでにユイの姿はなかった。

　……相変わらず逃げ足が速い。

「いつって、見たらわかるでしょ？　今起きたところよ」

　そう口にする割に、寝癖一つなく完璧に見えるクロエに、行真は別の意味で驚かされる。

「マジかよ……じゃあ顔を洗いに……ん？　その手に持ってんのって」

「コントローラーだけど」

「……は？　なんで？」

「ゲームする以外でコントローラー持つ理由なんてある？　バッカじゃないの」

「うん、バカはお前だから」

「はあ!?　なによっ、アンタが昨日リビングでゲームしたいって言ってたから、一緒にやってあげようと思ってコントローラー持ってきてあげたのに！」

　いや言ってねーな？　と思ったが、それよりも。

「一緒にやってあげる、ね……」

「は？　ニヤニヤすんのやめて。キモ」

「お前な……そのキモって言うのやめろよ。地味に傷つく」

「……アンタこそお前ってゆーのやめてよ」

「お前がアンタって言うのやめたら考えてやる」

「……む……むぅ～……………………イ、イクマ」

　めちゃくちゃ小さな声で名前を呼ぶクロエはものすごく恥ずかしそうで、普段とのギャップがハンパない。行いく真まは思わず笑ってしまいそうになるのを堪こらえてさらりと言う。

「フランスならそれでいいかもしれねーけど、ここは日本だ。お兄さまをつけろよクロエ」

「……っ、う、うっさいバーカバーカ！　いーから早くやるわよ、イクマ！」

「だからやんねーって……いや、やってもいいけどまず顔を洗えよ。そんで俺はシャワー浴びるし、朝飯も──」

「朝ご飯なら私が作りますよ～？」

　そう言ってリビングから顔を出してきたカスミに、行真もクロエもビクッとする。

「な……ア、アンタいつからそこにいたわけっ？」

「ゲーム機のセッティングって結構大変なんだね～勉強になっちゃった♪」

　……つまりクロエが起きてすぐリビングでゲーム機のセッティングをし、そのあいだに行真たちが浴室で一ひと悶もん着ちやく起こしていたのを──カスミは黙って見ていた。

　色々と合点はいったが、このタイミングで顔を出し、平然といつもの微笑を浮かべるクセモノ妹に行真は頬ほおを引きつらせる。

　と、カスミはこちらを見ると、敬礼するように頭の横に可愛かわいらしく手を当てた。

「もちろん行真さんからもらった朝のトレーニングメニューは終わらせましたよ～。スタミナ系のトレーニングがキツめでしたけど、がんばりました♪」

「そっか。お疲れ」

「……それだけです？」

「それだけって……気になることでもあったか？」

「…………いえ～。じゃあ朝ご飯作っちゃいますね～♪」

　笑顔でキッチンに向かったカスミに、行真は首をかしげる。

　なにか言いたげだったような……？

「ちょっとイクマ、早くしなさいよ！」

「ああ…………ってやらねーって！」

「チッ……じゃあ顔洗ってくるからそのあいだにシャワー浴びてきて。その後やるから！」

　いや顔洗ってるあいだにシャワー浴びるって。つーかどんだけゲーム一緒にやりたいんだよ。明らかにサッカーよりゲームのほうが好きじゃねーか──。

　ツッコミどころはいくらでもあったが、ウキウキなクロエを前に行いく真まは仕方なく言った。

「朝飯ができるまでだからな……」
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　朝飯まで──そう言ったにもかかわらず、朝食どころか昼食まで食べ終わってもまだゲーム大会は終わっていなかった。

「あははははっ、クソエイムすぎるでしょ！　どこ撃ってんのよイクマ、あはははっ！」

　ソファーの真ん中に座る行真の右隣に、モニターを指さし爆笑するクロエ、左隣にコントローラーを手にしてお行儀よく座るカスミ。

「クッソ……初心者なんだからヘタに決まってんだろ！」

「私も一応初心者ですよ～♪」

「イクマよりカスミのほうがはるかにうまいわね。ま、一番は圧倒的にクロエだけど！」

「ドヤ顔腹立つわ～……。なぁカスミ、もう三人で組んであいつボコらねえ？」

「ふふん、聞こえてるわよ？　いいわ、クロエが返り討ちにしてあげる！」

「言ったな……？　よっしゃ」

　行真は後ろに振り返り、こちらからは頭しか見えない少女に声をかける。

「──ユイ、やるぞ！」

　ピロン、とローテーブルに置いたスマホから音がして、行真は画面に触れる。

『がんばる[image: ]』

　ユイからのメッセージ。

「ユイちゃん一緒にがんばろ～♪」

「はっ、そのがんばりはムダに終わるけどね！」

　カスミとクロエ、それぞれの反応に、行真はひそかに口元を緩ませる。

　──まさかここまでうまくいくとは。




「──あ～、このゲーム人気ありますよね～♪　私はやったことないですけど、ＣＭもよく見ますし」

「へぇ……じゃあカスミも一緒にやるか？」

「え。いいんですか～？」

　言いながらカスミが見たのはクロエで。

「なに？」

「あーいや……カスミがこのゲーム知ってるみたいだから俺と代わってもいいか？」

「は？　なんで？　コントローラーならまだあるし、三人でやればいーじゃない」

　言いながらコントローラーを取りに行こうとするクロエに驚く。

「だからなによ？」

「いや……あ、コントローラーってもう一つあったりするか？」

「は？　あと六つはあるし」

　なんでそんなあんだよ……ぼっちのくせに。というのはともかく。

「とりあえずもう一つ頼むわ」

「いーけど、誰か他に──ああ、アイツ？」

　めざといクロエが指さした先、リビングの隅に、たぶんいたはずだ。

　行いく真まは一応そちらを確認してからスマホを操作して、ＬＩＮＫを送る。

『ユイもやるよな？』

　ピロン、という音に慌てた気配の後、少ししてから行真のスマホにメッセージが届いた。

『やりたい！[image: ]』

「……ＬＩＮＫだとテンションたけーな」




　──というわけで始まった四人プレイは予想以上に盛り上がり、昼食休憩を挟んだ後も続いて。

「C'est un jeu d'enfant!!こんなの朝飯前よ　はいよゆー!!」

「はぁ!?　なんだ今の、どうやって動かした!?」

「んな、ズルッ…………あ、あはは、クロエちゃんすご～い♪」

「……、……！」

「あーっはっはっは！　完全勝利～!!　あんたたちザコがクロエさまを倒そうなんて百万光年早いのよ!!」

　わざわざ立ち上がり、ローテーブルにすらりとした綺き麗れいな右足を乗せたクロエは、「光年って距離に使う単位だよ～？」というカスミの笑顔だがトゲのあるツッコミも無視して続ける。

「ね、ね、すごいでしょ!?　クロエ神よね!?　もっともーっと讃たたえてもいいわよ!!」

「あーハイハイ神神……神だからテーブルから足下ろせ」

「はっ？　ちょ、ちょっと、クロエの足卑ひ猥わいな目で見ないでよ!!」

「み、見てねーわ！　すさまじくいい足だけどな!!」

「見てんじゃないの!!」

　ピロン。

『最低[image: ]』

「だからなんで!?」

「じゃあ次は変態の行真さん対女子三人で～」

「いいわね！　負けたイクマは罰ゲームだから！」

「やる前から俺が負けって決めつけんな！　……くっそ、アニキ舐なめんじゃねーぞ!!」

　とイキってみたものの勝てるはずもなく。速攻で罰ゲームの夕飯当番が決定する。

「ハイハイ……夕飯くらい最初から作るつもりだったし」

　ぶつくさ言いながら、行いく真まはリビングでまだ続いているゲーム大会を尻目にキッチンの巨大な冷蔵庫を開き、息を呑のむ。

　業務用と思われる冷蔵庫の中に所狭しと詰め込まれた食材飲料調味料の数々。

　六人で考えても何日……何週間分あるのだろうか。

「毎日知らない間に補充されてるんですよ～びっくりしますよね～♪」

「うおっ！」

「あはは、行真さんが私にびっくりしてどーするんですか～」

　いつの間にか隣にいたカスミが、可愛かわいらしく笑って冷蔵庫をのぞき込む。

「夕飯の用意するんですよね？　手伝いますよ～♪」

　ニコリ笑顔のカスミに、行真が口を開く前に。

「みんなで仲良し作戦、バッチリじゃないですか～」

　食材を物色しながら、カスミは横目でこちらを見てくる。

「方針転換です？　行真さん私たちに興味なかったですよね？」

　……鋭い。行真が言葉に詰まっていると、カスミはクスリと笑ってこちらに近づく。

「いいと思いますよ～まずはお互いのことを知らないと♪」

　行真の胸を人差し指でさすりながら、小首をかしげる。

「とゆーわけで行真さんに聞きたいことがあるんですけどぉ、ほら行真さんって宮衛行真選手だったときすっごい有名だったじゃないですか～？」

　明け透けに。とても可愛らしい笑顔で、カスミは過去に踏み込んでくる。

「しかも実は御み名な神かみグループの御曹司！　とゆーことは、記者さんとか、あと芸能関係の人たちとか！　結構お知り合いに多いと思うんですけど～それって今でも──」

「やめろ」

　強い言葉。固まるカスミに、行真はハッとして無む理り矢や理り笑顔を作った。

「……あーいや、そこら辺のことは親父おやじに任せてたからよくわからねーわ」

「……そうですか～」

「悪いな」

「いえいえこちらこそ～」

　気を悪くしたふうもなく、あっさり引き下がったカスミに行真は拍子抜けする。

　深く突っ込まれるよりはマシだが……。

「それじゃ、ご飯だけ作っちゃいましょうか～♪」

「……あー、ありがたいけどそれもいいわ。カスミには朝昼と作ってもらってるし。つーか、そもそも手伝ってもらったら罰ゲームにならないだろ」

　行いく真まのその答えに、カスミはなぜか目を見張り、やがて噴き出した。

「行真さんって──真面目ですね～」

「……褒ほめてんのか？」

「もちろんですよ～♪」

　──なら、さっき一瞬浮かべた表情はなんだったのか。

　なんとなく聞いてはいけない気がして、行真はため息で誤ご魔ま化かす。

「ま、ともかく手伝いはいーから……」

　それよりクロエとユイを見ていてほしい──そこまで言う前に。

「──なんなのよアンタ!!」

　リビングから聞こえてきたクロエの声は、ゲームで興奮したにしては度がすぎていて。

　その先を考えるより早く、行真はキッチンから飛び出した。

　リビングに繋つながるダイニングの一角、クロエの見下ろす先に縮こまったユイがいるのを目にして、行真は慌てて二人のあいだに割り込む。

「なんだなんだ、どーした？」

「どうしたじゃないわよ！　手を振り払われたの！」

「手？」

「一対一の対戦でそこそこやるから、クロエが認めてあげたのに……声かけても無視するし、近づいてもこっち見ないし、逃げ回るし！　なんなの!?」

「あ～……やっぱな……」

　クロエはいい意味でも悪い意味でも鈍感だ。ユイが他人とのコミュニケーションを苦手としていることに気づかず不用意に距離を詰めすぎて、拒絶されたのだろう。

　ギュッと服の裾を掴つかまれ、行真はそちらを見る。

　俯うつむくユイの表情は見えないが、その手はかすかに震えていた。

「あのなクロエ……ユイは──」

「ちょっと、こっち見なさいよ！」

　行真の制止も意に介さず、クロエは行真を壁にして隠れるユイへと手を伸ばし──

「あ～、いいなぁ♪」

　パン、と手を叩たたく音と、穏やかな声。

　この場にいる全員の視線を集めたカスミは、リビングのモニターを見ながら言う。

「ユイちゃん、クロエちゃんにゲーム教えてもらったんだ～♪」

「は？　クロエ別に教えてなんて……ってゆーか今クロエって呼んだ？」

「え？　ダメだった～？」

「…………まあカスミはいーけど」

「よかったぁ♪　ねね、クロエちゃん、私にも教えて～？」

　さりげなく、自然に。カスミはすすすとクロエに近づき、ユイから離すように動く。

「だからクロエは──」

「クロエちゃんが遊んでくれたからユイちゃんもうまくなったんだよね～？　いいなぁ」

「……ふ、ふん、しょーがないわね！　そこまで言うなら教えてあげないこともないわ！」

　あっさり誘導され、クロエがリビングに戻っていく。

　カスミは一度こちらに振り返ると、ニコッと笑ってソファーに座った。

　……助かった。

　今のうちにユイを部屋に──と思ったが、顔を見てやめる。

　ユイはグッと唇を噛かみ、自分の肩を強く掴つかんでいて。

　行いく真まは少し考えてから心の中だけでカスミに謝って言った。

「あーユイ。悪いけど、夕飯の手伝い頼めるか？」
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「ユイ、そっちの食器──って取ってくれてたのか」

「ジャガ、イモ……」

「ん、それは皮をむいて──」

「むい、た……レンジ……？」

「お、おぉ……頼む」

　行真の予想に反して、ユイは驚くほど手際がよかった。

「施設で……して、たから」

　そう謙遜していたが、おそらくそれだけが理由じゃない。

　観察力が高いから目端が利くし、次に何をすべきか自分で考えて、先回りして動ける。

　おまけにフットワークも軽いし、理解も早く、ようするに頭の回転が速い。

　クロエが認めるほどゲームがうまかったのもそこら辺と無関係ではないのだろう。

　だから、本当に、ユイに足りないのは。

「……あ、の……」

「あんま気にすんな」

　かぶった。あたふたするユイを落ち着かせるように、行真はゆっくり繰り返す。

「あークロエが言ってたこと、あんま気にすんなよ」

「……え？」

「え？」

「……あ……さっき、の……？」

「…………んん？　もしかして、別に気にしてなかった？」

「…………」

　肯定を意味する沈黙に、行いく真まは恥ずかしさを噛かみしめて目を閉じる。

　──気にしてなかったー。ユイ、意外と強かったー。

　いやでも、考えてみれば当たり前のことかもしれない。

　あれくらいのことは彼女にとって日常茶飯事なのだろうから。

　そこまで思って、行真は目を開く。

「じゃあ、今なにを言おうとしてたんだ？」

　行真の疑問に、ユイは少し間を置いた。

　……微妙に不満げな視線。

「ハルさん、が…………さっき、裏から、出ていった……」

「──マジか!?」

　いつの間に！　いやそれよりもどこへ──。

　考えようとして、先ほどから向けられるユイの眼まな差ざしが冷たいことに気づく。

「ずっと……見ておけって、言われた、から……ずっと見てた、のに……」

「あ、ああ……すげー助かった！　ありがとな！」

『ユイにも手伝ってほしい』そう言って行真が実際に頼んだのはあくまで『他の〝妹たち〟……特にハルを気にかけておいてくれ』で、見張れということではなかったのだが。

「や、今はそれよりもハルの行き先か。いったいどこに……」

「練習」

　ぽつり呟つぶやいたユイに、行真は顔を上げる。

　じっとこちらを見つめるユイは、まっすぐ澄んだ瞳を向けて繰り返した。

「練習、に──行ったんだ、と……思う」
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「マジか……」

　本当にいた。

　邸内の練習場ではすぐバレてしまうから──そう言うユイに先導され、やってきたのは御み名な神かみ邸からほど近い場所、行真が最初にユイを見たあの公園。

　運動着姿のハルは夕暮れの下で小さなボールと……なんというか、悪戦苦闘していて、行真に気づくと大きく目を見開いた。

「な──なっ、なんっ」

「あー待て待て……いやマジでボール投げつけようとすんのやめろ!?」

　どうやら無意識だったらしい。

　行いく真まの指摘に顔を赤くしたハルはハッとしてボールを手放し、決まり悪げに視線を落とすと、すぐにそれどころではないとばかりに顔を上げる。

「なんでここっ」

「ユイが教えてくれた」

　遮るように言って、親指で自分の後ろを指さした行真に、ハルはようやく気づく。

　行真の背後、行真にピッタリくっついて隠れているユイがいることに。

「……なにしてん？」

「あー待った待った。ユイは、なんつーか、ちょっと言葉が出づらいから」

「別に……どーでもいいです。事情なんて聞きたない」

「どうでもいいってことはねーだろ。仲間のことだぞ？」

　あとまあ一応〝キョウダイ〟でもあるんだし……と小さく付け加えた行真を、ハルはギッと音がしそうなほど強くにらみつけてきた。

「だからそーゆうんがうっといゆーてんねん!!」

　ダンッと地面を踏みしめたハルは、そんなことをしてしまう自分にも腹が立っているかのように唇を噛かみ、自分の腕を強く掴つかむ。

「……サッカーは仲間がいねーとできねーぞ？」

「そんなこと知ってます！」

　火に油。わかってはいても、言葉をかけなければならない。

「ハル、俺はコーチだ。認めたくなくてもそれが事実だし、サッカーを……フットサルを教えるためにここにいる。だから」

　困ったことがあればなんでも聞いてくれ──そう続けた瞬間。

「なら、宮衛行真選手はヘタクソの気持ちってわかりますか？」

　半笑いで。

　投げやりに。ぶっきらぼうに。

　ハルは吐き捨てる。

「ボール蹴ろうとしたら上に乗って、顔に弾はじいて、転んで腕の骨折ったことあります？　自分の足が別んイキモノみたいになる感覚わかります？　体育の授業で、誰も私と一緒にやりたないから見学させられた経験ってあります？　サッカー、好きやのに……なによりも好きやのに！　やらせてももらえへんっ、そんなヘタクソの気持ちわかりますかっ？」

「──」

「ねえ！　答えやっ!!」

　──なにも言えない。言えるわけがない。行真はハルの言ったことのどれ一つとして経験したことがないし、想像したこともない。いや……想像しようとしてもできない。

　けれど。

「──わか、る……っ」

　声は、行いく真まの背後から聞こえた。

「わ……わたし、も…………わたしも、そうだった……から……！」

　ユイが。人と向き合うことも、目を見ることも、怖くてできない少女が必死に、勇気を振り絞って、伝えようとして。

「……？　なん？」

　伝わってなかった……声が小さすぎて。

　ため息をついた行真は苦笑いをして、いつの間にかこわばっていた肩が少し軽くなっていることに気づく。

「『わかる。わたしもそうだったから』、だと」

　親指を後ろに向けて、行真は一歩横に動き、わざとハルにユイを見えるようにする。

「……、……は？」

　明らかに動揺しながら、それでも眉をひそめるハルから、ユイに視線を移す。

「ユイ、ボール持ってきたよな？　……あーそれそれ」

　行真はユイが抱えていたボールを受け取ると数歩離れ、胸に手を置いて二度深呼吸し。

「──うっし。いくぞ」

　慎重に、軽く。本当に軽く──蹴る。

「え……!?」

　驚いたのはユイとハルの二人だったが、声まで出したのはハルだけだった。

「あ、足のケガはっ？」

「このくらい余裕に決まってんだろ」

　嘘うそだ。もしmédico医者が見ていたら全力で止めにくるだろう。

　──ボールを蹴るなら今後二度と走れなくなる……そういう覚悟を決めるように

　実際にそう言われたこともある。あるが。

「……関係ない」

　小さく呟つぶやいて、行真はユイから蹴り返されたボールを左足でトラップし、ゆっくりステップを踏んでインサイドキック。

　そっくりそのまま真ま似ねて同じように返すユイに、親指を立てる。

　壊れた足は……痛むけれど、この程度ならなんとか許容してくれそうだった。

　そうして教科書のようなパス交換をしながら、行真はやはりと強く思う。

　ボールを蹴るとき、トラップするとき……ユイの足はとても、とても美しい。

　ただ立っているときよりも、歩いたり走ったりするだけのときよりも、はるかに。

　昨日の試合で、ユイは人から逃げてばかりで、一度のパスもシュートもドリブルすらもできなかった。

　……本当にもったいない。

　このままパス交換をしながら〝天使の翼アンヘル〟が舞う様子をずっと見ていたくなる──けれど。

　横目に見たハルが行いく真まだけでなくユイにも釘くぎ付づけになっているのを確認して、行真は何度目かのパスと共に言った。

「トラップしないノートラでリフティング！」

　突然の無む茶ちや振ぶりにユイは顔を上げて「え？」という表情をする。

　完全にボールから目を切っている──にもかかわらず、ボールが右足に触れると同時に、ノールックでふわりと浮かせたそれを左足のつま先、右足インサイド、左足アウトサイド、右足甲で頭上に持ち上げ、丸めた背中を伝わせ、踵かかとでもう一度高く高く上げる。

「……、……い……いつ、まで……？」

　声は聞こえなかったが、口の動きでなんとなくそう言ったのがわかったので、行真は手を上げてオッケーの合図を出す。

　ホッとして、地面に落ちたボールを見もせずにピタリと足下に止めたユイに、ハルは大きく目を見開いていた。

　サッカーの知識があればあるほど、一連の技術の高さはより鮮明に伝わっただろう。

　行真は手応えを感じて、ユイを手招きし、

「──嘘うそ」

　ハルの呟つぶやきに、ユイがビクリと震えた。

「嘘……嘘や……こんなうまい子が私と一緒なわけない!!」

「……ぅ、……ぅそ、じゃ──」

「嘘じゃねーよ」

　ユイの代わりに、行真はハルをまっすぐ見つめる。

　行真にはハルの言う〝ヘタクソ〟の気持ちはわからない。

　自分がヘタだと思ったことはあってもハルの言うヘタとは同じじゃないし、『俺だってヘタだと思ったことがある』と伝えたところでなんの慰めにもならないのはわかる。

　だから。

「……ユイ、もう少し詳しく話してやってくれるか？　俺が伝えるから」

　行真の背中にすっぽり隠れていたユイは、おずおずと、けれどしっかりとうなずいた。

「わたしも最初は全然うまく、いかなかった──」

　ボールを蹴ろうとして空ぶり、勢い余ってボールの上にも乗った。骨を折ったことはないが、転んで思いきり肘ひじをすりむいたことが何度もある。

　いつも服を汚して怒られたし、一人でボールで遊んでいるとよく笑われ、からかわれた。

　それでも夢中で、夢中で、夢中だったから。正確にいつから、どれくらいの時間をかけて、今みたいにリフティングができるようになったのかは覚えていないけれど。

「ずっとずっと、ずっと……ずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっと──」

　ずっとと言い続けるユイと、そのまま伝えていた行いく真まを、ハルは異様な目で見る。

「ずっと──毎日続けてるうちにできるようになった」

　やっとそう言い終えた少女を見て、嘘うそだ、大げさだと馬鹿にすることはできなかった。

　ユイは、本当に嬉うれしそうな顔をしていたから。

「そ、それ、に………………だか、ら」

「ん？」

　行真も聞きとれなくて振り向くと、ユイはなぜか慌てたように続ける。

「だから、当たり前のことができなくても──大丈夫」

「──」

　……直接言われたわけじゃない。あくまで行真経由で伝えられているだけ。

　それでも、その想おもいは確かに届いた。……届いたけれど。

「そんなん……そんなん──わからへんやん……っ」

　震える声。投げやりな言葉。ふてくされた態度。

「あんたが特別なだけやったかもしれへんし……特別な足、持ってんにゃろ……!?」

「あーそれは違うぞ」

　即座の否定。

「あ、今のは俺の言葉な？」

　そう断ってから、行真は続ける。

「ユイの足は確かに特別だし、奇跡の結晶だ。それは間違いない。けど……ハル、お前の足も同じくらい特別で、とてつもないポテンシャルを秘めてる。それは俺が保証する」

　実際にハルの足に熱い眼まな差ざしを向けてくる行真に、ハルは瞳を揺らがせて声を振り絞る。

「そ……そうやとしてもっ、ちっちゃい頃から……すっごくちっちゃい頃から、はじめて……ずっとずっと練習し続けて！　それでそこまでうまくなれたんやろ!!　そんなんなんの参考にも──」

「あ」

　唐突に呟つぶやいた行真はポンと手を打ってユイに振り返り、びくり震えた彼女が首をかしげるのを目にしながら納得する。

「あ、あ、あー……ハイハイそーゆうことか……！」

　ユイがなにを自分と同じだと言ったのか。

　けれどそれは行真にしか……行真とユイにしかわかっていないことで。

　行いく真まはあらためていぶかしげなハルに向き直る。

「あーユイは練習し続けたからうまくなった。確かにそうだろうな。──で、だからどーした？」

「ど、どうしたって……」

　鼻白むハルが少しだけおかしくて、行真は笑う。

「つーかアレだ、ハルお前気づいてねーんだろ？　自分の才能に」

「……才、能……!?」

　驚くでも喜ぶでもなく、ただただ怒りを露あらわにするハルに、行真は目を細める。

「誰に、なにがあるて……っ？　……ああ！　ヘタクソの才能ならあるかもしれへんな！」

「……ホントに気づいてねーんだな」

「やめぇ!!」

　ビクッとユイが震えて、行真の足に抱きつく。

　ハルにはその姿も見えていないらしく、行真に噛かみつきそうな勢いで歯を剥むいた。

「そーゆうのホンマイラつく……っ、私のことは一番私がわかってん!!」

「わかってねーじゃん」

「だからっ」

「俺が教えてやるよ」

　わざと遮って、行真は不敵に笑った。

「お前の才能」
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「ヘタすぎ!!」

　体育の授業中、選択球技でサッカーを選んだハルに、クラスメイトのその少女は容赦ない言葉を浴びせた。

「ホンキでやってそれ？　ありえないんやけど！」

　彼女に同調するように周りのクラスメイトたちも笑う。

　嘲ちよう笑しよう、侮蔑、揶や揄ゆ。

　それらを一身に浴びて、ハルは率直に思った。

　──その通りだ。

　ボールを蹴ろうとして空ぶるどころか勢い余って転んだあとに地面にヘディングする？

　ありえない。ありえない。こんなヘタクソ、見たことがない。

　陸上競技は普通なのに、ボールを使うとなると致命的にヘタで、特にサッカーは壊滅的。

「妹はすごいデキる子やのにな！」

　──そうだ、ミチルはなんでもできる。性格だっていいし、友達もたくさんいる。

「病気でほとんど学校来れないんにゃろ？　アンタが代わればええのに！」

　──よく言われる。私ハルが病弱なほうだったらよかったのに、と。

「ってゆーか、そんなヘタクソなのに通ぶって〝語ってた〟ん？」

　──それは。

　それは、違う。

　通ぶって語ってたのは彼女で、ハルはあくまで彼女の間違いを指摘しただけ。

　ちょっとした勘違いを正しただけだったのに──。

「ヘタクソなくせに〝知ったか〟するとかやめてな？」

「──」

　その後、自分が彼女になにをしたのか、よく覚えていない。

　覚えているのは親を呼ばれ、先生に怒られ、ひたすら謝罪を要求されたこと。

　みんな……みんなバカばっか……！

　その日以降、ハルは学校に行くのをやめた。
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「お。早いな」

　いきなり聞こえてきた行いく真まの声に、ハルはハッとして髪を整えようとし、すぐにそんな必要はないと手を下ろす。

　そうして仏頂面を作ると、声のしたほうへ振り返り──眉をひそめた。

「……なんでその子もいるんですか」

　ハルが見つめると、ユイはすぐにサッと行真の後ろに隠れる。

　そんなユイに行真は苦笑し、軽く肩をすくめる。

「必要だからとしか言いようがねーけど……それより今日は関西弁じゃねーんだな」

「き、昨日のはっ……その……つい勢いがついたというか……」

　感情的になるのはハルの悪い癖だ。

『そんな気になるんやったら、いっつも丁寧語でしゃべるようにしたらええんちゃう？』そうミチルに言われて以来、なるべく冷静でいられるようにと標準語を使っているのに……熱くなるとすぐ地が出てしまう。

「んじゃアップもすんでそうだし、さっそくはじめるか」

　拍子抜けするほどあっさりと。

　手にしたボールを転がす行真に、ハルのほうが思わず聞いてしまう。

「本当に……やるつもりなんですか？」

「いやお前……ここまできて本当にやるつもりじゃなかったらやばいだろ……？」

「そうじゃなくて……！」

「知りたいだろ？　自分の才能」

　昨日と同じ不敵な笑みでピッとこちらを指さしてきた行いく真まに、ハルは目を見開く。

　それは行真が──宮衛行真選手がゴールセレブレーションでよくしていた仕草だ。

　……本当にあの〝宮みや衛え行真〟なんだ。

〝世界の至宝〟ＩＫＵＭＡとボールが蹴れる──。

　きっとハルがただのサッカー好き少女だったら、狂喜乱舞しただろう。

　度を超したヘタクソじゃなければ、少なからず楽しめるはずなのに──。

「……才能なんてあるわけないのに」

　吐き捨てながら、でもあのＩＫＵＭＡならなにか見つけているのかも──と、ひそかに期待している自分に気づく。

「あるって。つーかまずその足な！　もう才能の塊！　特に腸骨筋とか天才すぎる！」

　自分の足の付け根辺り……股間に近いところを触る行真に、ハルは昨日の朝、裸を見られたことを思い出して顔を真っ赤にする。

「いやーマジで生で見れてよかったわ……服の上からじゃ絶対気づけなかった。幸運すぎる！」

「………………………………」

　……訂正。

　やっぱりこの行真はあのＩＫＵＭＡと全然違う。喜ぶ必要とかまったくない。

　さりげなく行真から一歩離れたユイにシンパシーを感じつつ、ハルは百年の恋も冷めたように長いため息をついて言う。

「いいからさっさと教えてください。本当に私にそんなものがあるのなら」

　最後を強調したハルに、行真はふっと息を抜くように笑った。

「んじゃま、基本からいくか。こっちきて足出せ」

「……は？」

「ん？　ああいや、俺が足触りたいからとかじゃなく。体の使い方から教えるためな？」

「…………」

「やめろその疑いの目!!」
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　──正しい蹴り方？　そんなもんない。蹴れてりゃそれが正しいフォームだ

　そう言ったのは行真の父親で、行真はそのとき『なに言ってんだコイツ』と思った。

　たとえばインサイドキック。

　ボールに対する体の置き方から、ステップ、体重移動、インパクトの場所や角度、足を振る速度、腕や軸のバランス……パッとあげただけでいくつもポイントはあるし、明確に正しい蹴り方もフォームもある。

　まあクソ適当な親父おやじのことだ。説明するのが面倒なだけだったんだろう。

　そのときはそう思って……それ以来ずっと忘れていた。

　今、教える立場になって、行いく真まはつくづく思う。

　──親父の言ってたこと、正しかったのかもしれない。

「……で、ボールの中心をくるぶしの下で……そう、その動きな!?　よーし、ユイ頼む！」

　本日一四八回目。

　ユイからのパスは、絶妙な速さで正確にハルの足下へ転がっていく。

「そのまま！　動くな！」

　動こうとしたハルを声で制すと、ボールはハルの差し出した右足インサイドに当たった。

「よし！」

　あくまで当たっただけ。ボールの勢いは殺せていないし、利き足の蹴りやすい位置に転がせてもいない。

　それでも止めたことは止めた。あとは──。

「さっきのな、さっきの！」

　行真の言葉に強くうなずき、ハルは右足を引いて、

「っ！」

　ボールのすぐ手前の地面を抉えぐり、つんのめって前のめりにこけた。

　ギリギリのところで手をつき、どうにか受け身をとったものの、派手に肘ひじを擦りむいた。

「つぅ……っ、……平気です！」

「いやまだなんも言ってねーけど……」

「っ、い、いいから次！　早く!!」

　恥ずかしさを隠すように早口で促し、ユイからのボールを今度はトラップの段階で綺き麗れいに空ぶり、慌てて追いかけようとして足をもつれさせて転び、額で地面を削った。

　一四九回目の失敗に、行真はこっそり顔を覆う。

「〝止めて蹴る〟──これでお前の才能がわかる」

　そうドヤ顔で宣言してから十数時間。すでに日は暮れかかっているにもかかわらず。

「くぁっ！」

　記念すべき一五〇回目の失敗で、ユイがほんの少し視線を下に落とし、行真は空を仰ぐ。

　丁寧に、これ以上ないほどわかりやすく教えているはずなのに、何度やってもこうなる。

「なんでだ……」

　正直行いく真まは本人が言うようにハルが想像を絶するヘタクソだとは思っていなかった。

　きちんと基礎から教えればすぐにできるようになるだろう、と。

　というより、足的にヘタなはずがないのだ。

　プールトレーニングでの分析を持ち出すまでもなく、ハルは他の〝妹たち〟にも負けないセンスの持ち主だし、あのときは見抜けなかった腸骨筋のサプライズまである。

　おまけに元々サッカーの知識があるハルは専門的な用語もすんなり理解するし、少しややこしい腕の使い方や体の軸の置き方もわかっていて、その通りに体も動かせている。

　ボールさえ絡まなければコーディネーション能力は決して低くない……どころか高いまである。

　それなのに──

「きゃぅっ」

　転がってきたボールの上に乗り上げる、今日一回目の失敗と同じ状態になったハルに、行真は目を閉じた。

　ここまでの惨状を目の当たりにすればさすがに行真も理解する。

　これは明らかに蹴り方（止め方）が正しいとか正しくないとかいう問題じゃない。

　というか、正しさとかどーでもいい！

「……クソ」

　思わず毒づいた行真と立ち上がったハルの目が合い、ハルは自嘲するように笑った。

「は……あは、想像以上にヘタで驚くでしょう？」

　勘違い。

　けれどあながちハズれてもいなくて否定できない行真に、ハルはヤケクソのように言う。

「本物のヘタクソに付き合うとこうなるんですよ！」

　自分で自分の言葉に傷ついている──。

　わかってはいても止める手段はなくて、行真は頭をガリガリかきながらため息をついた。

「……そーだな、正直舐なめてたわ」

　肯定したのが意外だったのか、グッと言葉に詰まり、ショックを受けたようなハルを尻目に、行真はパスを出そうとしていたユイに声をかけた。

「ユイ、もういい」

「「え」」

　ユイとハル、二人はまったく同じ反応を示した。

　もう終わり？　なんで。まだできる──言葉はなくともそう伝えてくる二人に行真は心の中だけで笑い、慌ててこちらに駆け寄ってきたユイに×印を出す。

「まだできるはナシな。日も暮れてきたし、ほぼ空ぶってるハルより確実にパス出ししてるユイの足の疲労のほうが深刻だ。これ以上はコーチとして許可できない」

　ユイはまだなにか言いたげにしていたが、行いく真まは構わず続ける。

「ひたすら正確で均質な球出し……ユイじゃなきゃできなかったわ。ありがとな」

　本当に助かった。……最初はハルにパスを出すのもしんどそうにしてたのに。

「……、……」

　行真とハルを交互に見ていたユイは、パクパクと口を動かし、なにか言おうとしていたが、結局こちらに背を向け、足早に駆け出していった。

　その後ろ姿をしっかりと見送ってから、行真はハルに向き合う。

「さて……じゃ続きやるか」

「──え？」

「え？　ってお前、まだやるに決まってんだろ。幸い……と言っていいのかわからんけど、足もほとんど使ってねーし、ユイよりはるかに持久力はあるし。休憩入れたらすぐ──」

「そうじゃなくて！」

　自分で思っていたより大きな声で、ハルは続ける。

「まだ、わかってないんですか……？　私がどうしようもないヘタクソだって……」

「いやわかったって。認識を改める。クソ手て強ごわいわ」

「……な、なら！」

「だからできるようになるまでやる。違うか？」

「──」

「あーもしかしてあれか？　基礎ばっかで飽きたとか──」

「そ、そんなわけない！」

　反射的に言い返したハルにふっと笑って、行真は静かに言った。

「やろーぜ」
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　──意味がわからない。

　ヘタだって、それもそんじょそこらのヘタクソじゃない、筋金入りの、どうしようもないヘタクソだって、わかったはずなのに。

「よーし、じゃまたはじめからなー」

　公園の街灯の下、もうとっくに暗唱できるくらい同じ説明をして。動作を見せて。たまに自分の足を気にするように押さえて。たぶん……痛みにも耐えて。それでもすぐになんでもないようにこちらを見て。何度も何度も何度も実際にやらせてみせて──

「あーそれ！　それだよそれ!!　忘れんなよ!?　──うっし、いくぞ！」

　現役のときと変わらない、画面越しに何度も見た綺き麗れいなパス。日本人初レアルＢ10番ＩＫＵＭＡから出された貴重なボールを弾はじき、蹴ろうとして空ぶり、バランスを崩して転ぶ。

　──もう、いやだ。

　恥ずかしいとか悔しいとか惨めとか、そんな感情はとっくになくなったはずなのに。

　あのＩＫＵＭＡと二人きりで練習してもらっているという状況に、どうしたって思い知らされる。

　──もう、いやだ。

　もういやだ……もういやだ……！

　心の中で、口の中で、何度も何度もそう呟つぶやいて。

　でも。

「くっそ……次だ次！」

　行いく真まの言葉に、ハルは心の中をのぞかれたような気がしてビクリと体を震わせる。

　そうして当たり前のようにボールを取りに来た行真と目が合った。

「……あー、あれだ。よくはなってきてるからな？」

　少しも。本当に、まったく。

　諦める気はさらさらないと伝えてくる瞳に──悔しくなる。

「………………なん、で……」

「あ？　なんか言っ────は!?　え!?　なんで泣きそうに──どっか痛めたか!?」

「なんでっ、なんでここまでするんっ!?」

　公園中に響き渡る声。もしかしたらその外まで聞こえたかもしれない。

　けれど、もうそんなことを恥じる余裕もなくて、泣いてしまいそうになるのを歯を食いしばって耐え、ただただ驚いた顔をする行真に少しだけひるんで、気にしてないそぶりでにらみつける。

「ホンマなんなん……なんなんっ、私がサッカーできんくても、アンタに関係ないやん!!」

「……いや関係はあるだろ。コーチなんだし」

「コーチだからってここまでせんでもええやろ!?」

　もう。自分でもなにが言いたいのかわからない。

　行真は、ハルに、サッカーを……その基礎の基礎の基礎を何度も何度も何度も教えてくれているのに。感謝こそすれ、こんな風に文句を言う資格なんてどこにもないのに。

　ただハルが暴走して、ヘタをさらして、キレて、台無しにして、孤立して──。

　それなのに、まだ。

　見捨てないで、一緒に練習に付き合ってくれている。

　意味がわからない。わかりたくない──のに。

「……あー……あれだ。──兄だから……」

　少し恥ずかしそうに。

　けれど真剣な表情で、まっすぐこちらを見ながら、かつてハルが憧れた選手は言う。

「〝キョウダイ〟だから〝妹〟の面倒はとことん見る……それじゃダメか？」

　ミチルの顔が真っ先に思い浮かび、まさにそれが狙いなのだとわかって、頭に血が上る。

「そんなんっ」

「なにより」

　冷静に遮って。

「ハルには才能があるから」

　真摯な。どこまでもまっすぐ向けられる眼まな差ざしに。

「だから……っ、なんっの──」

　もう、限界だった。

「ぅぉっ……！」

　行いく真まがビックリするのがわかった。わかったけれど、どうしようもない。

　ボロボロと。他人の体みたいに勝手にあふれる涙を、流れっぱなしにしながら、叫ぶ。

「なんのっ才能やねんっ！　わ、わたしだって、ずっと！　ずっとずっとずっとずっとずーっと……練習して、練習し続けてっ……そ、それでも──パ、パスどころかっ、とらっぷも……い、いっこもっ……なんもっ、なんもできひんのになんのっ──」

　人差し指。急に差し出された行真のその指に、釘くぎ付づけになる。

　ひっくと嗚咽おえつが漏れて、息をするのも忘れていたことを思い出す。

「はー……わかった。じゃあ言ってやるよ」

　ため息をついた行真は、膝ひざをつき目線を合わせ、冗談みたいに優しく笑って言う。




「ハル、お前──もうサッカー諦めろ」




「────」

　聞き間違いだと思った。でなければ笑えない冗談。

　ウソだと、そう思って。

「てかさ、お前別に運動神経悪くないじゃん。少なくとも運動能力は高いほうだろ。別にサッカーじゃなくてもよくね？　なんでサッカーにこだわんの？　いいじゃんサッカー以外で。むしろ──サッカー以外のほうがいいだろ」

　励ますように明るくたたみかけられた言葉に頭が真っ白になる。

　……そうだ。行真に言われるまでもなく、そんなことはハル自身も思っていた。

　どうしてサッカーなのか。

　サッカー以外のスポーツなんていくらでもある。

　親からだって止められた。絶ぜつ火かの計画に参加するのも大反対されたし、形式上養子に入ると言ったときは本気で怒られて、泣かれた。

　なぜサッカーなのか。

　ハルはどんなに練習しようがヘタクソなままなのに。ひたすら惨めで、情けなくて、恥をさらすだけなのに。

　──いいじゃないか、もう。

　サッカーなんて──




　やめてしまえ。




「──────いや、や……」

「あ？　なんだって？」

　自分自身の声に意識を引き戻されるように、ハルはまっすぐ前を見て叫んだ。

「──イヤや!!　ドヘタでドヘタなままでもっ、絶対絶対ぜーったい──やめへんっ!!」

　行いく真まに見放されて。恥ずかしくて情けなくて惨めなままでも。

　やめない。やめない。やめることだけは、絶対にできない。

　だって。

「サッカー、好きやもん……っ!!」

　好き。好き。サッカーが好き。どうしようもなく大好き──！

　サッカーに比べたら他のスポーツなんて、スポーツに限らず全部どうでもいい。

　サッカーだけが好きでサッカーだけがしたくて、だからこそうまくなりたい。

　誰よりも。なによりも。どこまでも──

　嗚咽おえつまみれの叫びは自分でもちゃんと聞き取れず、涙で前も見えなくて。

「それだよ」

　人差し指で涙を拭き取られ、近くからこちらの顔をのぞき込む行真は、静かに繰り返す。

「死ぬほどサッカーが好き──それがハルの才能だ」
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「………………ふぇ？」

　意味がわからない──そう思っているのが丸わかりの気の抜けた声に、行真は笑いそうになって、さりげなく咳せき払ばらいをしてから聞く。

「なあハル、超一流のスポーツ選手に一番必要な能力ってなんだ？　サッカーなら……いっぱい候補があるよな。高い身体能力、シュートやパスの正確さ多彩さ、フィールドを俯ふ瞰かんで眺めるような広い視野、深い戦術理解と一瞬の判断力・実行力、相手やゴールに対する独特の嗅覚とセンス──実はそんなもん全部どうでもいいっつったらどーする？」

　もちろん本当にどうでもいいわけじゃない。むしろ全部大事だ。

　そして全部大事だからこそどれも一番じゃない。

「ぶっちゃけうまいとかヘタとかどーでもいいんだよ。もちろん、ヘタよりはうまいほうがいいぜ？　けど、うまさには果てがない。果てがないもんは拠より所どころにならない」

　うまいから好き。適性があるから好き。だからサッカーをしているなんてやつは自分よりうまい人間を目の当たりにしたら、周りからもてはやされなくなったら……それまでだ。

　そうやってダメになって、突然サッカーをやめるヤツを、行いく真まは何人も見てきた。

　どんなにすごいセンスがあっても、やめてしまったら終わり。

　ならば、なにが超一流のスポーツ選手にとって一番必要な能力なのか？

「〝これ〟だよ」

　行真が笑って指さしたのは、ハルの手。無意識にボールのほうへと伸ばされていた手。

「どれだけ練習しても、上達しなくて、ヘタでヘタでどーしようもなくて。周りから馬鹿にされて、自分でもヘタなのがイヤで仕方なくて、文句を言って周りに当たり散らすほどつらくてたまらないのに……やめない。やめられない。好きだから」

　──わたしも昔はヘタだった

　ユイが言おうとしたことは〝昔ヘタでも、今これだけできるようになっているから、練習すればいい〟なんてことじゃない。

　どんなヘタクソでも練習すればうまくなる。そんなことは誰でも知っている。

　じゃあなぜみんなしないのか？

　答えは簡単。しないんじゃない、できないのだ。

　わかっていてもできない。気持ちが続かない。ついていかない。

　なら──気持ちが続けば？

　どれだけヘタでも。普通十回もやればできることを一万回やらないと習得できない、そんなとてつもないヘタクソでも、一万回できるのなら──？

　──あたりまえの、ことが……できなくても──だいじょうぶ

　だって、ハルはできるまでやる。

　サッカーが大好きだから──。

「どれだけ優れた能力も〝好き〟って気持ちにはかなわない。ハルのそのサッカーが好きって気持ちは──まぎれもない才能だ」

「──」

　ハルは目を見開く。

　……言えることはあった。言いたいこともあるはずなのに。

　どうしようもなく熱い感情が、想おもいが、体の芯から止めどなくこみあげてきて。

「ふっ、ぐっ……ぅうぁあああぁ……っ!!」

　ボロボロとこぼれる涙。

　サッカーが好き。好き。大好き。狂おしいほどに。

　それなのに上達しない。いくらやっても。どんなにがんばっても。ヘタクソなまま。

　だから悔しい。だから恥ずかしい。だから死ぬほどつらかった。

　その気持ちを理解してくれた。だけでなく、認めて、評価してくれた。才能だと、言ってくれた──

「ふっ、ぅうぅ～……っ」

　涙腺がバカになってしまったようにひたすら涙を流し続けるハルに、行いく真まはタオルを差し出し、ただ待つ。

　類たぐい希まれなる綺き麗れいな足だけでなく、サッカーに対する熱く強い想い。

　他人より技術の習得が遅い程度のハンデなんて心底どうでもよくなるくらい高い適性……〝才能〟を持つハルを、ほんの少しだけうらやましく思いながら。

　そうして再びハルの手に力がこもり、触れていたボールをこちらによこすように押しやったのを確認すると、ゆっくりと立ち上がり。

「続き、やるか」

　乱暴に顔を拭ったハルに、もう迷いはなかった。
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　こうしてハルは基本の基本〝止めて蹴る〟ができるようになり、ヘタクソを無事克服したのでした、めでたしめでたし──となるほど現実は甘くない。

　結局その日はどうにもならず、どころか翌日もその次の日も、そのまた次の日も一向にできるようにはならなくて。

「──だーっ、だからなんで動くんだよっ!?　トラップするときは止まってろって何回言わせんだ!?」

「う、動いてませんっ」

「動いてるから当たんねーんだろーが！　ボールはきっちり足下に行ってんだよ!!」

「そ……そんなに強く言わなくてもいいじゃないですか……鬼コーチ」

「…………おに」

「うおいユイ、なんでお前まで言うんだよ!?」

　行真の激しいツッコミはもう慣れたのか、ユイは軽くスルーして次のパスを出す。

　最初、ハルのことが怖くてパスがなかなか出せなかったユイも今では完全に慣れている。

　当然、ハルも最初の頃よりはよくなってきているのだが──。

　今度はトラップはたどたどしいながらかろうじてできたものの、キックが当たらずすっころんだ。

「──くっ！」

「…………お……おし、い……！」

「だからそれは聞こえるように言ってやれって」

　行いく真まの提案に、とんでもないと首を横に振るユイは、パスでしかハルに歩み寄れてない。

　もちろん、それだけでも成長は成長なのだが、大きな進歩とは言えないだろう。

　ハルもそうだ。うまくはなっているが、できてはいない。

　もちろん好きという最高の才能を持ってるハルはうまくなり続けるし、いつかは必ず〝止めて蹴れる〟ようになるはずだ。

　それでも現実問題すぐに試合で通用するかといえば無理だろうし、ヘタであることには変わりない。

　つまり、その部分まで含めた方法を考える必要がある。

（ホントに──現実はいつも容赦がねーわ）

　明日がユイと交わした約束の一週間。

　どうにか今日までに解決……あるいはそのきっかけを作りたかったが。

「……そろそろ時間だな」

　夕暮れの空を見上げながら呟つぶやいた行真に、ユイがこちらを向き、これまでと同じようになにか言いたげな顔をする。

　けれどその先のやりとりは初日に終えていた。

「最後までありがとな、ユイ」

「……」

「ユイ？」

　ここ数日と違う反応に、行真は首をかしげる。

「ま……まだ──」

「言ったよな？　それはなしだ。自分でもわかんねーと思うけど足の疲労ってのは──」

「そ！」

　遮る大きな声に行真は目を見開く。

　ハルがこちらを見て、慌てて顔を伏せたユイはそれでもたどたどしく続ける。

「それ、でも──」

「その結果、ケガして二度とサッカーができなくなる可能性があっても？」

　行真の問い返しに、ユイが固まった。

　──意地の悪さは自覚している。

　数時間練習を延長したところで、ケガのリスクなど微々たるものだ。

　だがハルと比べて体力がないため、想定外のミスでケガをする可能性がより高いし、そもそもそんな危険を冒す必要のないユイには簡単に許せるものでもない。

　たぶん、ユイはハルの上達がままならないことに焦っているんだろう。

　今日が期限の日で、明日からはまたみんなで練習を始める。

　この一週間、ハル以外の全員にはずっと自主練をさせているのだ。これ以上の特別扱いはできない。

　ハルはゴレイロを買って出た。そのままゴレイロでいつづけるという手もなくはない。

　けれど、彼女の最終目標が日本代表なら──この問題は結局先送りになるだけだ。

　基礎の基礎である〝止めて蹴る〟のスタートラインにも立てなければ、当然そのあとの技術習得にも遅れが出る。その差はひたすら広がっていくだけだ。

　わかっている。わかっているからこそ焦っているのも理解できるけれど──。

「──で……できる、から」

　ユイは引き下がらなかった。

「もう、すぐ…………絶対……で、できるように、なるから……」

「……いやまあ初日とかから考えれば確かによくなってはいるけどな」

　とはいえ今の状態から急にできるようになるというのは……現実的に無理がある。

「で、でき……る……っ、ぜったい……！」

　ハルの代わりとばかりに強く繰り返すユイは、パクパクと口を動かした後、いきなり上着に手を入れると、取り出した〝それ〟を勢いよく行いく真まにつきつける。

「しょ……証拠……！」

「は？　なん──『サッカーメモ⑧』？」

　表紙にそう書かれたボロボロのノートは中を開くと文字で埋め尽くされていた。

　その日の気づきや課題、達成できたことの整理にノートやスマホ、タブレットを使う選手はプロでも少なくない。

　そして、ナンバリングがされているということは。

「わ、わたし……が……蹴れるように……なった……とき、の……」

「……ハルに見せるために？」

　うなずきはしなかったものの、視線を落としたということはそういうことだろう。数日前は蹴れるようになったときのことを覚えていないと言っていたから、探してきたらしい。

　ヘタだったユイが蹴れるようになったときの……あるいはその決定的なヒント。

「なるほど……そりゃありがてーけど」

　字が汚すぎて肝心の中身が読めない……。ひらがなばかりだし、年季の入り方からしてもかなり前のものだということはわかるが、それ以上のことは行真には読み取れない。

「つーかよくこんな昔の取っといてたな……」

　と感心してから、気づく。

「ん……？　待て。このサッカーメモ、全部部屋に置いてるのか？」

　練習に呼びに行くとき、ユイの部屋の中が見えたが、クロエと違ってめちゃくちゃ綺き麗れいに……というか物がなくて、本棚はもちろんノートの束すら見当たらなかったのだが。

　行いく真まのそんな疑問に、ユイはなぜか少しだけ間をあけ、気まずげにボソボソと言う。

「い……家、から…………とって、きた……」

「家？　……って元々の家ってことか!?　わざわざ!?」

　今行真たちと住んでいるあの邸宅ではなく、宇田家から。

　どこにあるのかは知らないが、これだけのために戻ったというのか。

　いつの間に──ということよりも、そんなことしてよかったのかというのが先立つ。

〝施設〟で暮らしていたユイが元々の家に行くのは、決して軽くない行為だ。

　そこまでして、ハルのために……少しでも参考になればと──。

　その想おもいに、決意の強さに。

「て──手伝い、たい、の……！」

　──これはハルのためだけでなくユイのためにもなる。

　その確信が持てたからこそ、行真はノートをユイに返して言った。

「……今日で絶対終わらせるぞ」

　そう続けた行真に、ユイはちょっと驚いた顔をして、けれどすぐに小刻みに何度かうなずくと、ハルのほうへと歩きだす。

「え？」

　時間いっぱいになってもユイが帰らない……どころか、この一週間一度も見られなかった、ユイが自分に近づいてくるという事態に、ハルもびっくりしていた。

　一週間ずっと起きなかったことが起きている。

　これはもしかすると──と思った瞬間、ユイがくるりと回ってこちらに戻ってきた。

「いや引き返すんかい!!」

　ミチル並に行真が鋭く突っ込むと、ユイはその場で止まり、苦しげな顔でしゃがみこむ。

「ムリ……ムリ、ムリ……ムリ……！」

　そう言っているのが口の動きからわかる。

　それでもなんとかまた立ち上がると、逃げたい気持ちを必死に抑え込むようにノートをぎゅっと抱きしめ、ハルのほうへと歩を進めて、近くにあったボールに足を──

「……あなたが、教えてくれるの？」

「──ひぃっ」

　ハルに声をかけられた瞬間、驚いた猫のようにその場でヒュッと両足を浮かせたユイは、全力で逃げ出そうと慌てて反転した拍子に、ボールに両足を引っかけて思いっきりこけた。

「だ、大丈夫!?」

　即座にハルが走り寄り──ユイが足を引っかけた拍子に浮いていたボールが地面に着くその瞬間、ハルの左足内側の真ん中に綺き麗れいに当たって。

　地面をこするようにまっすぐ進んだボールは勢いを失わず、綺麗に行いく真まの足下に収まる。

「────は？」

　完璧なインサイドキック。

　それもノートラップの。

　……まぐれだ。完全にただの偶然。

　わかってる。わかってるけれど──行真の中でなにかが繋つながりかける。

　足的に問題ないはずのハルのセンス。ボールさえ絡まなければ発揮される高いコーディネーション能力。どれだけヘタクソでもサッカーが好きだというハルの最高の才能。

　明らかに正しい蹴り方じゃないのに──

　──そんなもんない。蹴れてりゃそれが正しいフォームだ

　頭の中でカチリとなにかが鳴って。

「──ハル、ハルっ!!」

「よかった、ケガはしてない……ってなんですか、急に大きな声──」

「いいから立て!!　早く！　前見ろ！」

「は？　──え！　ボ、ボール──!?」

　行真が蹴っていたボールに慌てて反応したハルは、しっかりと右足でトラップする。

「え」

　自分でも驚くハルに行真は間かん髪はつ容いれず続けた。

「そのまま左足で蹴れ！」

「ひ、左足？　逆足じゃ蹴り方も……」

　言いながらたどたどしく左足を動かし。

「──あ。あっちにミチル」

「え!?　──あ」

　行真の嘘うそに騙だまされ、蹴る直前にそっぽを向いたハルの左足は綺麗にボールの中心を叩たたく。

　勢いよく放たれたボールはまっすぐ行真の足下に至る。

「え……い……今……私──」

　思わずすぐ近くにいたユイを見れば、ユイもハルを呆ぼう然ぜんと見ていて。

「Eurekaこれだ……！」

　呟つぶやいた行真は、一連の不規則な〝止めて蹴る〟にすべてのピースが綺麗にハマるのを感じる。

「で……できて、た……！」

　うなずくユイに、ハルが呆ぼう然ぜんとしていると、いつの間にかこちらへと歩み寄っていた行いく真まに思いきり抱きしめられる。

「──それだあああああ!!　それだよハル!!　はははははっ、フォームが汚なかろうが関係ねえ！　いや、むしろ汚いほうがいい!!」

「──、──!?　は……はなしてっ」

「あー悪い悪い、ははははっ！」

　もがくハルに突き放されても、行真の興奮はおさまらない。

「もう一回！　もう一回やってみろ!!」

　促されて、困惑したまま、うなずく。

　──蹴り方はいつもより変だったはず。

　しかも利き足とは逆なのに。

「わ……わたし、蹴る……！」

　行真からボールを奪うようにしたユイがハルに向かって丁寧にパスを出し──ハルはさっきと同じように一度ボールから目を切り、ギリギリのところで視線を戻す。

　通り過ぎそうになっていたボールは、ハルが伸ばした右足にしっかりと収まった。

　──〝止めて〟。

　顔を上げ、ボールの位置を目で確認せずに左足を振る。

　──〝蹴る〟。

　ユイの足下からは少しズレたが、ほぼ意図通りの場所に転がっていく。

「──」

　もう一度。無言で繰り返されたユイからのパス。

　その位置を大まかに意識し、足を出す。確かな手応えに、左足でインサイドキック。

　しっかりとインパクトしたボールはまったく見ていないのにユイの右足に収まった。

「……………………でき、た」

　それも三回連続で。

「できたけど──おかし、ない？」

「おかしい!!」

　近くで思いっきり肯定した行真は、早口で続ける。

「けど、そのおかしさがハル、お前の武器になる！」

「ぶ……武器？」

「ハル、お前はボールを意識するとどうあってもミスる反面、無意識でさえあれば問題なく蹴れる！　それは明らかに異常だ、おかしい！」

　異常。おかしい……。

　不安そうな顔になったハルに、行いく真まは意図して悪い笑みを浮かべる。

「なあ、普通に蹴る分にはヘタクソなのに、ノールックパスやダイレクトパス、唐突な逆足のパスだけ的確に出せるフィールドプレイヤーが対戦相手にいたら──どう思う？」

「え……すごく嫌」

「それがお前だよ」

「──」

　目を見開くハルに、ゆっくりと、言い含めるように、告げる。

「ボールを意識しなきゃならないただの〝止めて蹴る〟はなかなかできるようにならないかもしれない。けど、その代わり──ハル、お前はお前だけの〝止めて蹴る〟を手に入れたんだ！」

　いわばヘタクソをヘタクソのまま利用する、ハルにだけしかできない──〝不完全で完璧なパスpase imperfectoy perfecto〟。

「…………じゃ──じゃあ……」

　あらためてユイを見て、ノートを抱きしめたユイが何度もうなずく姿に、遅れて実感して、ハルは声をあげる。

「や、やった…………？　……やった……やったっ、やったあああああぁぁ!!」

　両手を突き上げ、すぐ近くでガッツポーズしていた行真に促され、ハイタッチする。

「はははっ、意識したら蹴れなくて意識しなきゃ蹴れるとかマジ意味わかんねーけどな！」

　──蹴ろうと思うことで余計な力が入る、体は動きを覚えているから意識しなければ大丈夫……理由らしきものは無む理り矢や理りこじつけられるかもしれないけれど。

「わ、私だってわからへん、わからへんけど……でも……私、ホンマに──ぅぅぅうっ」

「まーた泣く。笑え笑え！」

「う、うっさいっ……どんだけ嬉うれしいのかわからへんやろ……っ！」

　ヘタクソの気持ちなんてわかるわけない──以前はうなずくしかなかった言葉だが。

「ばーか、わかるにきまってんだろ！　──どんだけ見てきたと思ってやがる」

　一週間毎日。それこそ朝から晩まで。

　そして、それは。

「な、ユイ」

「……っ、……っ、……っ」

　行真同様ずっと練習に付き合ってきたユイは、もう、今にも泣き出しそうで。

「な、なんでアンタも泣きそうになってん……なん、で……ぅっ、ぅぅう、うわぁあんっ!!」

「だーかーら……ったく」

　行真はグシャグシャとハルの髪を撫なでようとして思いとどまり、代わりにポンと優しく一度だけ叩たたく。
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（……がんばったな）

　声に出さない、口の中だけのねぎらい。

　がんばったなんて、そんな言葉じゃ到底足りない。

　だって、ハルはサッカー大好きなことではじめて〝なにか〟を成し遂げたんだから。

　口にするのは野や暮ぼだ。

　そのまま泣き続けていたハルは、不意にこちらを見ると、嗚咽おえつを堪こらえるようにして。

「……ぐすっ、み……御み名な神かみ行いく真まコーチっ」

「あ？」

　コーチ？　行真がそう続ける前に、ハルは姿勢を正して勢いよく頭を下げた。

「──ありがとう、ございましたっ」

　潔いお礼。行真が面食らっているあいだに、ハルは顔を上げ、乱暴に涙を拭うと。

「す、好き放題言われたり、足触られたり抱きつかれたり……めっちゃセクハラされて腹立ちましたし、訴えようかとも思いましたけど…………一応、感謝してます」

　だんだん小声になり、最後には目もそらしたハルは明らかに顔が赤い。

　照れ隠しなのが丸わかりなその反応に、行真は噴き出しそうになるのを我慢して言う。

「コーチとして感謝されるようなことはしてない──とは、とても言えねーな。めっちゃ苦労したわ～。いやマジで、ホントに。クッソ大変だった」

　ハルが不服そうになにか言おうとするのを手で制して。

「けど、まあ……〝兄〟としては当たり前っつーか〝キョウダイ〟で礼とかいらねーだろ」

「────」

　そうして言葉に詰まるハルに、こっそり続ける。

「だから……あの、抱きしめたとかもキョウダイ的なヤツってことで頼む」

「……んふっ、──あ、あはははははっ！」

　噴き出したハルはまだ残っていた涙を指先で拭いさり、満面の笑みで言った。

「イヤです」

「そーかそーか、よかっ──うぉいっ!?　そこはわかりましたって言うところだろ!?」

「いえ、そもそも私の姉妹きようだいはミチルだけですし……」

「いや……それは……そーかもしれねーけど！」

「それに……本当に〝キョウダイ〟になっちゃったら……いろいろ、困るし……」

「は？　なんで？」

「──っ、な、なんでもないです、最後のは聞き流してくださいっ、でないと訴えます！」

「……えぇぇ……」

　無む茶ちやすぎんだろ……。困惑する行いく真まがさらに口を開こうとしたところで。

「……へんたい」

「だからなんで!?」

　激しく突っ込む行真は、ぷいっと顔をそらしたユイに理不尽さの極みを感じた。














[image: ]




　翌日。退院していたミチルも合流し、午後の日差しの下、コートに五人の少女の足が並ぶ光景に、さすがに行いく真まも感慨を覚え──なかった。

「んん～……ミチルちゃん復帰おめー！　いえーい！　あ、おにーやん！　ウチがいなくて寂しかった？　寂しかったやろ？　寂しかったゆーて!!」

　ミチルが戻ってきてからずっとこんな調子だったから。

　感慨どころか正直ウザいまである。

「……で、退院証明書は？」

「じゃじゃーん。これやんな？　も～わざわざこんなんセンセーに書かせるなんて、おにーやんの心・配・性♡」

「黙ってて？」

　人差し指でツンツンしてくるミチルをぞんざいに振り払い、差し出された封筒を受け取って中に入っている書類を読む。

　行真が確認したかったのは退院の許可などではなく──

「ちな、病名は書いてませーん」

「……！」

　見抜かれていた──驚く行いく真まに、ミチルはにんまり笑って口元に人差し指を添える。

「知らへんのおにーやん。秘密は少女を美少女にするんやで？」

　最後に投げキッスを飛ばすようなそぶりを見せたミチルに、行真は頬ほおを引きつらせる。

「お前……病室でのこと実は根に持ってるだろ？」

「知りませーん」

　ぷい、とそっぽを向かれ、ため息をつく。

「あのなぁ……」

　本格的な練習をするにあたって、詳細な病名がわからなければどこまで負荷をかけていいのかがわからない。もちろん本当にまずければミチルがこの場所に立つことをアイツが許していないとは思うが……。

「だーいじょぶやって！　よゆーよゆー！　な!?」

「信じられなさがヤバい」

「そこを曲げて！　信じて！　──あ、せや、それよりおにーやんおにーやん」

　話を誤ご魔ま化かしつつ急に顔を近づけてきたミチルがこっそりと囁ささやく。

「パルルのこと、ありがとな」

　思わず病弱妹を見た行真は、穏やかな笑顔に虚をつかれる。

　この状況で。自分のことではなく、ハルのことを……？

　にひっと笑うミチルは本当に嬉うれしそうで。

「……ミチル。もうそれくらいで。コーチが困ってるでしょう」

「んん？　コーチぃ？　あるぇ～？　いつもと呼びかたちゃうんちゃう？　にっひっひ」

「──！　にゃ、にゃに言ってっ」

「ぷぷ～っ、めっちゃ噛かんどるし～！　可愛かわいい～！　にゃははははっ」

「ミ・チ・ル……っ！」

「ほらほら、そんなんよりやることあるんにゃろ？」

　ミチルに肘ひじでつつかれ、納得いかなそうに歩を進めたハルは、やがてクロエの前に立つ。

　瞬間、行真はミチルが意図的に作っていた明るい空気の本当の意味を知った。

「な……なに？　クロエになんか用でもあるわけ？」

　精一杯強気な口調で腕を組んでみるものの、視線を泳がせているせいでビビってるのが丸わかりのヘタレ妹を、ハルは堂々と正面からにらみつける。

「私は、あなたが私に言ったことを、許さない」

　明確な口調。毅き然ぜんとした態度。

　一転してピリッと走る緊張感は、すぐに消えた。

「けれど──いくら許せないからといって、暴力に訴えるのは違う……その点は反省しています。……ごめんなさい」

「そ、そんなの──」

「言葉だけのもので、あなたにとってはなんの意味もない。その通りです。だから」

　一度言葉を切ったハルは、グッと顎を引き、少し上にあるクロエの顔をまっすぐ見た。

「あなたも私の顔を殴ってください」

「────はっ？？」

　なに言ってんだコイツ。クロエの顔にははっきりそう書いてあったし、たぶんこの場にいる全員がそう思っている中、ハルはクッと顎を上げ、顔を差し出すようにして言う。

「さぁ!!」

　クロエが無言で一歩後ずさった。

　まあ……気持ちはわかる。

「……熱血かよ」

　小声で突っ込んだ行いく真まに、ミチルがここぞとばかりに言う。

「ほんまそれな！　意味わからんやろ？　誰か止めたってやこのボーソー機関車」

「ア……アンタが止めなさいよっ、双子なんでしょ!?」

「ムリムリ、こーなったらウチの話なんか聞かへんもん。もーホンマ聞かん坊。……お？　ボーソー機関車の聞かん坊って微妙にかかってへん？」

　姉が姉なら妹も妹……。思うだけにとどめた行真が呆あきれているあいだに、ハルとクロエが追いかけっこをはじめていた。

「さぁ！　さぁっ!!　さっさと殴ってください!!」

「い、イヤよ!!　なんでクロエがアンタの顔殴らなくちゃいけないの!?」

「お互い一回ずつ殴ったら公平でしょう！　貸し借りをなくすためです！」

「意味わかんないし!!」

　いやまあ意味はわかるし、ハルらしくもあるが。

「──あーはいはいストップ」

　行真は近くを通ったクロエの行く手を片手で遮り、

「きゃっ──ちょ、ちょっとイクマ!?」

「やっと止まりましたね……さあ今度こそ──あぅっ」

「──はぐっ」

　ハルとクロエ、それぞれ一回ずつ軽く頭を叩たたく。

　叩くといってもほとんど勢いよく手をのっけただけだが、まったくの予想外だったからか、効果はあった。

「二人とも一発ずつな。これでいーだろ？」

「なんでイクマが叩くのよ!?」

「そ、そうです！　いく……コーチは関係ないでしょうっ？」

　そろって食ってかかってきた二人に「ちょっと似てんなこいつら……」と思いながら、行いく真まはけだるさを隠さずに言う。

「あるわ。お前らのケンカがフットサルの試合中で、俺はその試合を監督してたコーチだっつーの。誰のせいで今日まで練習再開できなかったと思ってんの？」

「ク、クロエは別に悪く──」

　──ない。そう言いかけて、決まり悪げにモゴモゴ続ける。

「ふ……ふん、いいわ……今回は特別に引いてあげる……特別だからね！」

「練習の機会を妨げてしまったのは……本当にすみませんでした」

　こちらもあまり納得してなさそうだが、ちゃんと行真だけでなく、他の面々も見て頭を下げたのでよし。

　……たぶん、初日の関係性のままだったらこうもすんなりとはいかなかっただろう。

　そう考えるとこの一週間もムダではなかった──。

「まー練習できなかったのはウチのせいでもあるんやけどな！」

「おま……せっかく丸く収まったのに……！」

「にゃははは、せやし、ホントのことやーん？　やから──」

　ミチルは企たくらみ顔で行真を見ると、おもむろに靴とソックスを脱ぎ、腰こし紐ひもをゆるめ──パサリと、トレーニングパンツを地面に落とした。

「……!?」

「──はああぁぁ!?　なにしてんのよアンタ!?」

　Ｔシャツの裾でかろうじて下着が隠れているという女子としてあるまじき事実より、ほぼ付け根まで露あらわになっている白い生足に、行真は一瞬で釘くぎ付づけになる。

　身長に対して明らかに長く細い、ややもすると脆もろささえ感じるフォルム。

　触れれば折れてしまいそうな、それでいて一筋縄ではいかない不思議な強きよう靱じんさを感じさせる、ガラス細工のような足。

　やはり興味深いのはつい先日目の当たりにしたハルの足との違いだ。

　身長や体重、背格好までそっくりな双子であるにもかかわらず、受ける印象が全然違う。

　ハルの粘り強さに対して、ミチルのそれは瞬発的。特に前ぜん距きよ腓ひ靱じん帯たい、後距腓靱帯、踵しよう腓ひ靱帯の三つからなる外側靱帯がとんでもない。光り輝いて見える。

　通常、行真は足をつま先から見ていくがミチルの場合は逆だ。腰から太もも、膝ひざと助走をつけたところで、まばゆい外側靱帯──〝硝子の花火チースパス〟を堪能する。

　しかもだ。今ハルはほぼ下着一枚の姿で、行真の視界を遮るものは何一つ──

「だ……だめ……っ」

「ちょ、ユイ見えない……！」
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　行いく真まが横にずれると、手を広げたユイもそちらへと移動し、その向こうでクロエが腰に手を当て思いっきりこちらを睨にらんでいた。

「いーかげんにしてヘンタイ!!　──アンタも早く穿はきなさいよっ」

「んー迷惑防止条例違反……公然わいせつ罪かな～♪」

　クロエとカスミの言葉に、ミチルは待ってましたとばかりにＴシャツをめくりあげた。

「って思うやん？　残念、見せパンでーす！　にゃはははっ、パンツ丸出し思た？　そんなわけないやーん」

「……!?　ミチル、ミチルっ」

「これでおにーやんへのお詫わびもできたし、ウチの罰はメンジョってことで……え？　なんやのパルル。そんなに焦って」

「そ、それ！　私のパンツっ」

「……へ？　────えっ!?」

　ハルにつられるようにミチルも顔が赤くなっていき、ばっ、とＴシャツの裾を引っ張ると、それでも足りないと思ったのか慌ててその場にかがみ込んだ。

「あ……おい、見えねーぞ」

「向こうっ、むいて……っ！」
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　本気で怒っているようなユイの声に、行いく真まは驚いて言うとおりにしてしまう。

「な──なんでなんでなんで？　なんでウチパルルのパンツ穿はいてるん!?　どこで混ざって──てゆーかこんなオシャレなん持ってた!?」

「こ、この前髪切りに街に出かけたときお店のお姉さんが……ってなに言わせんねん!!」

「え、え、ちょちょ待って待って……やったらウチ、フツーにおにーやんの前でパルルのパンツ穿いて見せて…………ぅあああぁあああっ!!」

「私のパンツって大声で言うのやめーやっ!!」

　って言ってるハルの声のほうがでかい。

「つーか、見間違えるくらい似てんならどっちでもよくね？」

「「話に入ってこんで!!」」

　綺き麗れいに揃そろった声と同じくらい赤かった顔に、やっぱ双子だわと思い、行真は数日前に目にした裸のハルの足同様ミチルの足にも想おもいをはせる。

　ただそこにあるだけで美しいのに、フィールドに打ち上げられた〝硝子の花火チースパス〟がこれからどれほどの輝きを見せてくれるのか……想像するだけで胸がギュッと──




「脳天気だな」




　──その声はすべてを台無しにする。

　声だけで行真を不快にさせるのは世界広しと言えど〝そいつ〟しかいない。

　小さく舌打ちした行真は、振り返ってそこに立つ母親に。

「Lamento oír eso, raro bastardo残念なお知らせだ、変態」

「だから変態じゃ──あ？」

　聞き捨てならないトーンと内容。そして、妙に焦燥感のある真剣な眼まな差ざし。

「あーママ！」

「絶ぜつ火かさん、こんにちは～♪」

「ゼッカちゃ～ん……ウチ今大変なことしてもうてん……」

「ミチル！　いいから早く穿いて!!」

「あ、せやった……」

　ユイを除いてにわかに沸く〝妹たち〟を押さえ、行真が尋ねる。

「残念なお知らせって……なんだよ？」

　不思議そうにしている〝妹たち〟を尻目に、絶火は薄笑いを浮かべたまま肩をすくめて。

「言葉通りだ。このチームを解散する」





　　　[image: ]






　あっさりと告げられたせいで、理解するのに時間がかかって。

　その上でなお、言葉が出ない面々の中、

「それは……私たち全員クビっていうことですか～？」

　冷静に尋ねたカスミに、絶ぜつ火かは無感情に返す。

「言葉が足りなかったな。チームというのは今ここにいる五人が揃そろうことはもうないということで、プロジェクト自体は続く」

「あ……な、なーんや、びっくりした～。それ先にゆーてや、ゼッカちゃんおちゃめなんやからもー」

「──ミチル、ちょっと黙って」

　ハルが鋭く制し、静かに続ける。

「今ここにいる五人が揃わないということは──誰かがいなくなるということですよね？」

「……マ!?」

　にわかにざわつく面々を見やり、御み名な神かみ絶火は寒々しい笑みを浮かべる。

「この中に重大な契約違反を犯した者がいる」

　重大な契約違反──。

「だから……クビに？」

「ちょ、ちょい待ち！　それってまさかウチ──」

「ミチル、お前は対人関係において突出した才能を持っている。なにをしたら私の信用を失うのかよく理解し、決して致命的なミスを犯さない。その点を私は信用している」

　空気を軽くすることすら許さないように淡々と、容赦なく経営者は続ける。

「そう──信用だ。私は信用の下、お前たちと契約を交わした。人が人と交わす契約で、なによりも重要なのは信用だと言って聞かせもした。何度も何度も。何度も何度も何度も」

　狂気じみた連呼のあとで。

「にもかかわらず、裏切った」

　感情がのっていないせいでことさら冷たく響く言葉。

　異様なまでの規律。普通じゃない自己愛者。

　普段ならふざけそうなミチルでさえ息を呑のむ、この場にいる〝妹たち〟全員が断頭台に上げられるような重圧は、最終的に一人の少女に集約される。




「失望した。ああまったく残念としか言いようがない──なあ、ユイ？」




「────────は？」

　名前を呼ばれたユイではなく。

　ユイがそんなことをしたという事実に、行いく真まの頭は真っ白になる。

「ユ、ユイにゃん!?　なんでなんでなんでっ!?」

「理由は本人が一番よく理解している」

　本人がわかっている──？

　全員の視線が集まり、震えるユイはなにか言うどころか、顔すら上げられない。

　そんなユイを睥へい睨げいして、絶ぜつ火かは淡々と続ける。

「たった一つの約束事すら守れない。信用の毀損、致命的なミス……言い訳の余地はない。ユイ、お前は私を裏切った。今をもってこのチームから、フットサルプロジェクトから、〝家族〟から──外れてもらう」

　抑制の利いた、聞き取りやすい声。

　伝えるべきは伝えたとばかりに踵きびすを返かえした絶火は、顔だけ振り向ける。

「ああそれと残りの四人は新メンバーが来るまで待機だ」

　詳細は追って伝える──最後まで感情の起伏を一切出さなかった絶火に引きずられるように、誰もなにも言えない。

　のしかかる重い沈黙を押しやり、ミチルが口を開いた。

「や……ま、待って待って。ホンマこれ、どーゆう──」

「どーゆうことよ!!」

　クロエが最後を引き取るように叫び、まっすぐユイを見つめる。

「なんで!?　なにしたわけ!?」

　そのまま詰め寄ろうとし、

「──やめて」

　かばうようにあいだに入ったハルに、苛いら立だちをぶつけた。

「クロエは説明しろって言ってんの!!」

「……私も知りたいかな～。話してもらわないと、なにもわからないから」

　いつもならクロエを止める側に回るカスミが同じように追及してきたことに、ハルは眉をひそめた。

「……そう思うなら、絶火さんに聞けばよかったんじゃないですか？」

「絶火さんに答える気があったなら、〝理由は本人が一番よく理解している〟なんて言わないよね～？」

「そうだとしてもユイが話さなくちゃいけないなんてことは──」

「アンタは気になんないわけ!?」

「──っ、気にならんわけないやろ!!」

　感情を露あらわにして割り込んできたクロエに、ハルもまた感情的に言い返してしまって。

「あ……」

「まあ、気にならんゆーたらウソやんな……」

　最後にフォローするようにミチルが結び、ユイではなく行いく真まを見てくる。

「おにーやんも……知らなかったん？」

「…………」

「おにーやん？」

「…………あ？　あ、ああ……」

　行真はやたらと重く感じる頭を振り、どうにかユイと向き合う。

　やけに乾いた唇を舌で濡ぬらそうとしてうまくいかず、掠かすれた声で尋ねる。

「ユイ……アイツの言ってたことに……心当たりはあるのか？」

　行真の言葉にも、ユイは反応しない。

　顔も上げず、自分で自分を抱きしめ、内に閉じこもり続ける。

　けれどその空気感から、行真は感じ取る。感じ取ってしまう。

　心当たりが、ある。絶ぜつ火かの言っていたことは事実である、と。

「なんとか言いなさいよ！」

「クロエっ」

「な……なによ、悪いのは──」

　ちゃんと答えないユイでしょ、そう続ける前に。

　突然、跪ひざまずいたユイが。

　顔を上げないまま──いや顔を上げていないからこそ地面に頭をこすりつける。

「ご……ごめん──な、さい……！」

　蚊の鳴くような声でも、この場にいる全員には届く。

「それって、つまり……」

　契約違反の理由に自覚があるということ──？

「──っ」

「ユイ!?」

　ほんの少し気を緩めた隙に、ユイはコートを飛び出していってしまった。

「おにーやん!?　いいん!?」

　ミチルの声にハッとして、行真は慌てて後を追う。

　家の中を探し、敷地内をくまなく見回し、

　──日常生活においても走ることだけは極力避けてください

　かつてmédico医者に言われた言葉を思い出しながら、走って敷地の外に出る。

　そうして体を動かすことで、痛みに顔を歪ゆがめることで──行真は少しずつ理解する。

　なぜ、自分がここまで動揺しているのか。

　どうして、絶火の一方的な契約解除に異議を唱えられなかったのか。

　──ふざけんな！　勝手すぎんだろ！　ユイがなにをしたっつーんだ!?

　そう、思っていたのに。口にしなかった……できなかった理由。

　気づいてしまえば簡単なこと。

　行いく真まが向かったのはユイとはじめて会った、ハルの特訓のために毎日一緒に通った公園。

　汗ばむ体、弾む息、抉えぐるような痛みが走る足。それらすべてを無視し、一脚だけ置かれたベンチの裏で膝ひざを抱え小さくなっている少女に声をかける。

「ユイ」

「──、──!?　ぁ──」

　見つけられたことに驚き、慌ててまた走りだそうとするユイに。

「──すまん」

　深々と頭を下げる。膝をついて、さっきユイがしたように──心からの謝罪をする。

　行真の突飛なその行動は、ユイの足を止め、戸惑わせ──向き合わせる。

「な……なん、で……？」

　ユイが困惑しているあいだに、行真は隣に座って、息を整える。

　ユイは……逃げないでいてくれた。

　そのことに心の中だけで感謝しながら、あらためて言う。

「すまん……ユイに、甘えてた」

　ハルの練習に付き合わせた、他の〝妹たち〟を見ていてほしいとお願いした。

　それだけでなく、なにかあったときには必ず最初にユイを見ていた。

　ユイを信用して、信頼しているつもりだったけれど。

　違った。

　行真はユイを頼っていたんじゃなく、ユイに甘えていたのだ。

　ユイならきっとこうしてくれるだろう、ユイならきっとこう考えてくれるだろう──そんな一方的な思い込みを、無意識のうちにしていた。

　だから絶ぜつ火かがユイの契約違反を指摘し、追放を宣言したとき、絶火に憤るより先に、ショックを受けた。裏切られたとすら感じた。

「勝手にもほどがあるな……」

　ユイのことをちゃんと知らないのに。

　知ろうとすらしていなかったからこそできた思い込み──。

「ち──ちがっ」

　悲痛な声。こちらを向いたユイは必死な表情で。

「ちが……うっ……わ、わたし、は……う、うれし、かった……。な、なにも聞か、聞かない、で……たよられて……見て、もらえて……そんなこと……今まで……なかった、から──」

　そして。

「それ、なのに……」

　胸の辺りをギュッと掴つかみ、顔を歪ゆがませ、声を絞り出す。

「わたし、は……わたしが、あなたを……う、うら……裏切った……っ、な、なにも言わない、で……か、勝手にやって…………っ、け、契約……、破って……っ」

　言葉を詰まらせ、泣き出してしまいそうなのに、泣いたら全部台無しになってしまうからと、懸命に堪こらえて。

「だ、だから、悪いのは──わたし……！」

　言い切って、こちらをまっすぐ見てくる。

　長い前髪からのぞく潤んだ大きな瞳。まっすぐ引き結んだ口。

　行いく真まはその強情さに少しだけ笑い、静かに言う。

「そこまで言い切るってことは……やっぱ自覚があるんだな」

　契約を解除された理由。絶ぜつ火かとの約束を破ったという自覚。

「なにをしたんだ？」

　短く率直に聞いた行真に、ユイは膝ひざを抱え込み、小さくなる。

　そうして長く間を取ってから。

「い……家に……行った、の」

「……家？」

「む……昔、置いてもらってた──おとうさんの、家」

「──」

　自分の家に帰ることのなにが悪いのか──普通ならそう言いたくなる。

　けれど行真の目の前にいる少女が。人と接するのが極端に苦手で、他人と目を合わせるのも難しくて、自分の家を〝置いてもらってた〟と言い、〝施設〟で育ったらしい彼女が──普通だとはとても思えない。

　そして、なによりも。

「まさか……昨日のか!?」

　ハルがハルの〝止めて蹴る〟を会得したきっかけとなった、ボロボロのノート。

　あのノートを取りに行ったせいで、ユイは約束を破ることになった──？

「ち、ちが……う」

「なにがちげーんだよ……じゃあ、あの練習がきっかけで──」

「ちが、う……っ！」

　強く強く否定して。膝に当てた手を握りしめ、ユイは苦しげに、悔しそうに言う。

「ぜ……ぜっか、さん、は……家に行くこと、は……禁止、してない……」

「……え？」

「や、やくそく……した、のは──もし家に行くことが、あったら……そのことを、ちゃんと、言うこと……！　家に、行ってもいい……で、でも、かならず、先に伝えろ……それだけは守れ、って──」

　それが絶ぜつ火かと交わした……そして、ユイが破った約束？

「……そんなことで？」

　そんなことで契約は解除されたのか──？

　行いく真まが思わず口にしたその言葉が、顔を上げたユイに息を呑のませ、その表情を歪ゆがませる。

「──そ、そう」

　一瞬、笑ってるのかと思った。

　儚はかなげな、危うい、歪いびつな顔。

「そんなこともできないの、わたし」

　それが自嘲なのだと気づいたときには、もう遅かった。

　ユイの目から、大粒の涙がこぼれる。

「言えば、いいだけなのに……ノートとりに行きたい、って……それだけ、だったのに」

　たったそれだけのことも伝えられない──伝えられなかった。

「だ、だから……ぜ……ぜっかさんも、あなた、も……悪くない……み、みんなに迷惑、かけた、のは」

　ポロポロとこぼれる大粒の涙が〝天使の翼アンヘル〟を濡ぬらすのを、行真は黙って見つめる。

「……わ、わた、し……わたし──……はっ、……はっ」

　そうしてユイの様子が変わったことに気づくのが遅れた。

「──はっ、──はぐっ、──はぁあっ」

「ユイ……？　────過呼吸!?」

　練習中に立ち会ったことがある。急性の呼吸困難。

　運動中だけでなく強いストレスを感じたときにもなることがある。

　息を吐ききれずにすぐに吸ってしまい、苦しげに喘あえぐユイに、行真はすぐに動いた。

「……っ、落ち着け！　ゆっくりだ、ゆっくり！　ゆっくり落ち着いて呼吸しろ!!　余計なことは考えないで──」

　そう声をかけたところで、聞き入れられる状態なわけがない。

　そうしているあいだにも症状は進行していく気がして──行真が逡しゆん巡じゆんしたのは一瞬。

「──悪い！」

　声を張り、ユイの肩を掴つかんで正面を向かせると、荒く呼吸を繰り返す小さな口を自分の口で覆った。

「──────」

　ビクッとしたのがわかって、とんでもないことをしでかした実感がわきそうになる。
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　それでも行いく真まは口を離さない。

　幸いにも救急救命の講習は受けたことがある。……だからこそこれが最善の方法じゃないことは理解しているが。

（無理矢理気を逸そらす……！）

　荒療治にもほどがあるが、あくまでも緊急の処置──自分にそう言い聞かせ、ユイが落ち着くのを待つ。

「──」

　そうして行真自身の呼吸が苦しくなってくると、ユイも平時の状態に戻っているように見えて。行真はゆっくりと離れる。

「…………落ち着いたか？」

「……、……」

「──いや顔あっかっ!!」

　人間の顔ってそんななる!?　そう突っ込みたくなるくらい、顔どころか耳まで真っ赤！

「……っ、……っ、……だ、……だれ、だれの……っ」

「あ……。あーまあ、いやアレだぞ？　今のは人工呼吸的なやつだからな？　マジで」

　緊急対応。そう思ってはいたものの、あらためて考えると……普通にヤバいな？

「いやマジで……マジなんだけど……アレかな……？　キョウダイでも押し通せない？」

　すがる思いで尋ねると、ユイはなんとも言えない困ったような顔をし、目をそらす。

　え、ガチでアウト？　全然そんなつもりなくても──？　そう動揺する行いく真まに。

　小さな小さな、よく耳を澄ませていなければ聞こえない声で。

「………………ありが、とう……」

　……お礼を言われたってことは、セーフだな!?

　この期に及んでそんなことを考えていた行真はじっとユイを見つめる。

　国宝に指定すべき完璧な足……だけじゃない。

　細身だがバランスのいい体、少し長めの前髪のせいであまり見えないが、目鼻立ちの整っている顔。いつも伏し目がちで不安げな不幸オーラがすごいが、今は泣いたあとと恥じらいのある表情が妙に艶つやめいていて……たぶん、可愛かわいいんだろう。

　十三歳の、とても繊細な事情を抱えた少女。

　本当に、いまさらながら……行真はあらためて思う。

「すまん」

「……、……い、いい。……じ、人工、呼吸って……思う、から」

「ん？　あ……あー、そっちじゃなく。そっちもだけど──ってなんかこんなやりとりつい最近したな？」

「……ハル、さんの……裸、見たとき」

「あーそうだそうだ」

「…………へん、たい」

「いやだから──ってそれこそ何度目だよこのやりとり」

　思わず苦笑すると、ユイの雰囲気もやわらいだ気がして、行真は続ける。

「さっき、ユイに甘えてたって言っただろ……？　あれさ……よーするに、ユイと向き合ってなかったってことなんだよな……」

　問題を起こしたクロエとハルの事情には踏み入ったのに、解決のために協力してもらったユイのことはよく知ろうとしなかった。

「もちろん別に知ってほしくない、聞かれたくないってのもあると思うけど……俺はその確認すらしなかった」

　怠慢。狭い視野。ＩＫＵＭＡはフィールド外じゃまったく気が利かない──〝アイツ〟にも、向こうでも、さんざんに言われたことだけど。

「もう一回……あらためて、やり直させてくれ。──ユイの話を聞かせてほしい。その上で、俺ができることはなんでもする。……約束する」

　やり直すことは、再挑戦することはできるから。

　向き合った行真のまっすぐな言葉に、ユイは目を見張り──唇を噛かむ。

　そうして、小さな声で言った。

「き、聞かなくて…………いい」

　目をそらし、首を横に振るユイに。

「……話すことが負担になるからか？」

　思い出したくない、誰かに話したくない。そういう理由は当たり前に考えられる。

　一歩踏み込んだ行いく真まに、ユイはもう一度首を横に振った。

「ちが、う…………わ……わたし、に……そんな資格──ない……から」

「は？　資格って、そんなもん──」

「い、いらない……っ」

　強く遮って。コミュ障少女は、必死な顔で訴える。

「わ……わたし、は……絶ぜつ火かさん、との……約束、を──破った……！」

　ギュッと手を握りしめて。

「た、ただ話すだけ……そ、そんな、当たり前の、ことが……できなかったせいでっ……絶火さん、に……あ、あなたに、みんなに、迷惑をかけて──」




「誰が迷惑だなんて言いましたか？」




　そう言って行真とユイの背後から現れた〝妹〟は。

「そう思っているのはあなただけです」

「……ハル」

　どうして。いつから。行真の抱いたそんな疑問は続く言葉にかき消える。

「おお、ホンマにいたやーん！　パルルやる～！」

「こんなところに公園あったんだ～♪」

「ミチル、カスミ……」

　一人渋々といった感じでふてくされたようにこちらを見もしないのは、夕暮れを背に腕組みする姿がやたらと絵になる金髪の少女。

「クロエまで……」

「な……なん、で──」

　ユイの呟つぶやきを聞きとがめたのは、苛いら立だった様子を隠しもせず舌打ちするクロエだった。

「アンタを探しにきたからに決まってんでしょ！　バッカじゃないの！」

「あーアカンって！　もっと優しくゆーたやん！」

「は、そんなの知らないし！　クロエの勝手でしょ！」

「えー？　そんなん………………せやな？」

「あはは、納得しちゃうんだ～♪」

「やー、よく考えたら言うとおりやん思て。にゃははっ」

「なんなのアンタ……」

　クロエが拍子抜けしたように勢いを失ったあいだに、ミチルはさりげなくユイのほうへ近づき、小声で囁ささやく。

「あーユイにゃんユイにゃん、安心してええで。ああゆーてクロエもここまで来てるゆーことは、そーゆうことやから」

　明け透けで優しい笑顔。

「────なん、で……」

　小さな小さな声。こんな状況でも、ユイはミチルたちをまっすぐ見ることができない。

　それどころか怖いとすら感じていて、逃げ出したくてたまらない。

　そんな、どうしようもない人間なのに──

「……ごめんね、ユイちゃん」

　ちょんと手を合わせ、申し訳なさそうに謝ってきたのは、カスミ。

「私、ちょっと焦りすぎてたかも……事情なんて人それぞれだよね～」

「あ～それゆーたらウチもやな。テンパってもーてたし……クロエもやんな？」

「はぁっ？　クロエは違うし……って、勝手にクロエって呼ばないで！」

「えぇ～？　ええやんもー。カスミんも呼んでるんやし……お近づきのシルシに一緒にゼッカちゃん攻略法考えよ？」

「なんでそーなるのよ!?」

「もちろんクロエちゃんが一番絶ぜつ火かさんのこと知ってるからだよ～？　絶火さんもクロエちゃんのこと一番頼ってるみたいだし♪」

「うんうん。せやし、ゼッカちゃん攻略法はホンマクロエさま頼みやわ～」

「……まあ、そーゆうことなら、考えてあげないこともないけど」

「ちょろい」そう顔に書いてある二人を横目に、行いく真まは呆ぼう然ぜんとしているユイを見て言う。

「不思議だよな」

　みんなで探しにきて、契約解除を取り消してもらおうと、頭をひねっている。

　ユイ一人のために。

「……」

　なにも言わず、だからこそ肯定したのだとわかって、ハルがため息をつく。

「仲間なんだから当たり前でしょう。……私は手伝ってもらったお礼も、ありますし」

　照れくさそうに小声で続けたハルに、話し込んでいたカスミたちも続く。

「〝キョーダイ〟だしね～♪」

「そーそー、ユイにゃんの超絶テクまた見たいし！　な～クロエ？」

「…………アンタのゲームの腕だけは、認めてあげなくもないわ」

「だとさ」

　まとめるようにこちらを向く行いく真まに、ユイはどうしたらいいのかわからなくて地面を見つめる。

　そうしてまた、そんな風にしてしまう自分に嫌気がさし、うめくようにボソボソと言った。

「……で……でも……わたし、なにも…………み、みんなができることも……あ、当たり前のことも、できなくて──」

「当たり前のことができなくても大丈夫。私にそう言ってくれたのは誰でしたか」

「────」

　ゆっくりと顔を上げ、ユイはハルを──〝姉妹キヨーダイたち〟を見る。

　全員がユイを見つめている。

　その眼まな差ざしに込められている感情が、ユイにはわからない。

　見られていることを意識すると、たまらなく怖くなってくる。

　……それでも。

　鼻の奥がツンとして、胸が熱くなって、どうしようもなく涙が、想おもいがあふれた。

「……っ、ぁりが、とう……、……ありが、とう……っ」

　声が出ていたのかわからない。パクパクと口が動いただけかもしれない。

　情けなくて、恥ずかしくて……でも、どうしても伝えたかったから。

　震えながら、ボロボロの顔のまま、なんとか前を見つめ続けて。

「……はい」「にゃはっ」「大丈夫♪」「──は。感謝とか別にいらないし」

　四者四様のリアクションと、それを受けてさらにしゃくりあげるユイ。

　そんな〝妹たち〟を眺めながら、行真はしみじみと思う。

　……解散させたくない。

　ユイだけのことじゃない。〝妹たち〟の足やポテンシャルのことだけでもない。

　彼女たちが築きあげた関係性。

　ここまで完成しているチームをバラバラにするのがなによりも惜しい──。

　だから。

「なあ、本気でアイツに……アイツの決定に抵抗したいって思うか？」

　行真が〝妹たち〟に向かって問いかけると、ハルがいぶかしげに反応した。

「もちろんです。だからみんなで──」

「本当に？」

　念を押す行真に鼻白んだハルの代わりに、ミチルが訊きく。

「にゃは、なんやブッソーやーん。……ええ案思いついたん？」

　思いついていない。思いついていないけれど。

「ああ。お前らが本気でアイツに抵抗するつもりなら──俺が絶対に覆してやる」
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「あのババアに有効な手、か……」

　自室に籠もって数時間。考えれば考えるほど、無謀としか思えない。

　御み名な神かみ絶ぜつ火か、正真正銘行いく真まの実母。といっても行真が物心つく前からほとんど家にいつかなかったせいかあまりその実感はないし、率直に言って行真の嫌いな人間だ。

　母との記憶でよかったものがまったく見つからないし、いわゆる母の愛と言われるものを受けたこともないどころか、一番記憶に残っているのが。

「で、それは金になるのか？」

　……好きになる要素がない。無理すぎる。

　しかも〝アイツ〟の言ってることはどんなときでも正しい。

　行真に限らず、絶火と意見が対立して勝った人間を一人も見たことがない。

　最後には必ず絶火の意見が通る。

　力業で押し通すわけではなく、論理的な正しさで相手を黙らせ、自由奔放で傍ぼう若じやく無ぶ人じんで、合理主義の快楽主義の拝金主義者。

　……考えるのを放棄したくなる。

　今までずっとそうしてきたように。

　そう、行いく真まはずっと母に対してそういう態度を取ってきた。

　言っても無駄。まともに関わるのも馬鹿らしい。

　だから母について知ってることはほとんどないし、知ろうと思ったこともない──。

「…………知ろうと思ったこともない？」

　呟つぶやいて、行真は気づく。

　つい最近。それで失敗したことがなかったか？

「…………」

　もちろんユイの場合とは違う。

　まったく違うけれど──立ち上がった行真は部屋を出て、彼女の部屋をノックする。

　そうして反応がないのは想定通りと、鍵のかかっていないドアを開いた。

「んへ、んへっへへへ……」

　案の定ヘッドホンをしていて、なにを聞いているのか謎すぎる、美少女台無しのめちゃくちゃ気持ち悪い笑顔の妹の肩を叩たたく。

「──ぴぎぃっ!!　あ、ぅ……イ、イクマ!?　だ、だからっノックしてってっ」

「頼みたいことがある」

　まっすぐ目を見てくる行真に、クロエは不満そうにしつつも仕方なさそうに答えた。

「……なによ？」

「アイツ──御み名な神かみ絶ぜつ火かのことを教えてくれ」
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「遅い」

　約束した時間通りに着いたにもかかわらず、開口一番母親にそうディスられて、行真は直前まで抱いていた複雑な感情を根こそぎ忘れてキレそうになった。

「待たせたのはそっちだろ……!?」そう口に出しそうになるのをギリギリで堪こらえる。

　都内某所のビル最上階。いかにも高そうな調度品の揃そろった部屋で、小柄で童顔な母親は執務机に座ったままソファーを勧めることもなく、横柄にこちらを見据える。

『チームの解散について話し合いたい』そう行真が申し出たのが四日前で、面会する条件として指定されたこの場所を行真が今日訪れたのは、向こうから〝待て〟と言われて待ったからだ。

　それで〝遅い〟はない。

「で、なにしにきた？」

　明らかに用件はわかっているという顔で、あえてそう訊きいてきた絶火に、行真はいちいち反応しそうになる。

　……落ち着け。フィールド上なら挑発なんて日常茶飯事。ここはフィールドだ──。

　天井を見上げ、胸に手を置き、二度細く長く息を吐き出してから前を見て言う。

「……ユイの契約解除を撤回してほしい」

　答えは、すぐに返ってこなかった。

　それは絶ぜつ火かにとってのメリットの提示を待っているから。そう理解して、すぐに続ける。

「ユイがアンタの信頼に応えられなかったのは問題だ。けれど十分リカバリーできることだし、その一件だけでチームを解散させるのは非効率的な上、デメリットが大きすぎる」

　椅子に深く腰かけた絶火は腕を組み、薄笑いを浮かべたまま。

　先を促しているのだと思い、行いく真まは居心地の悪さを押し殺して言った。

「今回の件はユイのコミュニケーション能力の低さを再確認すると共に、改善の余地を示した。そうプラスに捉え、新たに別の条件で契約を結び直すというのは──」

「ああもういい、お子様の戯ざれ言ごとなど聞くに堪えん」

　ぞんざいに遮られ。

「私がしているのは大人のビジネスだ。ユイは契約違反をした。ならば契約は解除される。話はそれで終わりだ。ガキのくだらないお遊び言い訳に費やす時間など一秒たりともないんだよ、おぼっちゃん」

　もう興味はないとばかりに別の仕事の書類らしきものを取り出し、そちらに目を落とした絶火は、暗に退出を促してくる。

　それどころか、スマホに耳を当て。

「私だ。例の件だが──」

　ダンッ、と行真は机を叩たたき、剣けん呑のんにこちらを睨にらんできた絶火を近い距離から睨み返す。

　そのまま黙って睨み続けていると、絶火は「かけ直す」と言ってスマホをしまった。

「……まだ勘違いしてるようだな。お前たちは等しくただのコマだ。私の手のひらの上で私の意のままに踊るだけの存在。それ以上でもそれ以下でもない」

　実際に手のひらを差し出し、その上を指でなぞってみせながら小馬鹿にしたように笑う。

「コマはいつだって替えが利く。お前たちは所詮その程度の」

「俺たちが最適なんだろ？」

　ぞんざいに遮って。

「……もう忘れたのか？　お前たちは昨年度Ｕ－12アンダートウエルブ全国大会出場チームの調整に──」

「笑わせんな。あれは俺たちのチームのために組まれた試合だ」

　切り返して、行真はたたみかける。

「あの試合をきっかけに、俺たちは大きく変わらざるをえなかった。その一方で、Ｕ－12だかなんだか知らねーが、あっちのチームにはなんのメリットもなかった。なにより──あの子たちの足はまったく魅力的じゃない」

　間違いなく足を見てユイたちを集めた絶ぜつ火かが、そのことに気づかないわけがない。

「現状最適な計画フアーストプランは俺たちの──〝妹たち〟のチームだ。違うか？」

「…………勘違いもそこまでいけば立派な才能だな。物書きにでもなるか？」

「勘違いしてんのはアンタだろ。ユイがいなければあのチームは機能しない。それは俺の判断じゃなく、メンバー全員の総意だ。アンタはユイ一人を切るつもりで五人全員を切ってんだよ。それでも非効率的じゃないって言うなら全員替えればいい。やれるもんならな」

「は……情熱的だな。そんなに〝妹たち〟の足はよかったか？　変態」

　嘲ちよう笑しようされて。煽あおられて。頭に血が上るのを感じ、行いく真まは手を出す前に目を閉じる。

　──腹が立ったら思い出せ。泣いているユイを励ます〝妹たち〟を。

　長く息を吸い、同じくらい時間をかけて吐き出し、行真はそれを切り出す。

「……タダでこっちの言い分を認めろなんて言うつもりはない。ちゃんとアンタにとってのメリットも持ってきてる」

「ほう、それは楽しみだ」

　まったく期待していない。そういう意図をわざと読み取らせる言い方は、完全に想定通りだったから──行真は堂々とその言葉を口にできた。

「俺たちとフットサルで勝負しろ。元Ｕ－18女子サッカー日本代表御名神絶火」
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「は!?　女子サッカーの元日本代表!?　あのババ……いや御み名な神かみ絶火がっ？」

「はぁ？　なんでイクマが知らないワケ……？　まあウィキにも書いてないことだけど」

　そう言いながらウィキのページを開いてみせてきた父違いの妹に、行真は心底驚く。

「ウィキのページ……あるのか……」

「ママをなんだと思ってるの？　あるに決まってんでしょ。フィーブズ１００に日本人女性で唯一選ばれてんのよ？」

　それだけではなく、他の様々な賞の受賞歴や偉業についても事細かに書かれているが。

「……サッカーのサの字もねーじゃん」

「だーかーら、言ってるでしょ書いてないって。でもミミがそーだったって言ってたし」

「ミミ？」

「クロエのフランスでの保護者で、ママのlycée高校からの友達」

「────」

「なによ？」

　父親のことはともかく、てっきりクロエは絶火にずっと育てられたのだと思っていた。

　だが、よく考えるまでもなくそんな甲か斐い甲が斐いしいことをするヤツではない。

「で、そのミミって人から……」

「そー、ママのこといろいろ聞いたの。Collège中学で男子チームの中に交じってカントー大会まで行って、lycée高校で女子サッカー部に入って全国制覇して……十六歳でＵ－18アンダーエイテイーンの日本代表に選ばれたんだって」

「…………」

　そんなこと、今まで一度も。父親からさえ聞いたことがなかった。

「さすがクロエのママよね。それでそのあと国際大会のフランス遠征でクロエのパパと運命的に出会って──」

　クロエが自分の父親について語り始めたのを、行いく真まは聞いていなかった。

「──それで、パパがそのとき……ってちょっと、聞いてるの？」

「なんで辞めたんだ？」

「え？」

「なんでアイツはサッカーを諦めた？」

　男子チームでサッカーをするなんて並大抵のことじゃない。そのあと女子チームに行って、全国制覇してＵ－18の代表になって──順風満帆のサッカー人生だと言える。

　それなのに。

「は？　そんなの決まってるでしょ。だってママは──」

　クロエが続けた言葉に、行真は目を見開いた。
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「俺たちとフットサルで勝負しろ。元Ｕ－18女子サッカー日本代表御名神絶火」

　そう突きつけた行真に、絶ぜつ火かは表向き表情を変えなかった。

　……いや別に表だけじゃないのかもしれない。

　そう思い込みそうになるほど、執務机に肘ひじをついた絶火は長い沈黙を挟み、やがて呟つぶやく。

「……ああ、ミミの馬鹿がしゃべったのか。クロエ経由で聞いて……ふふ、なるほどな」

　見たことのない、凄絶さを滲にじませた笑み。核心を突いた感触に、行真は続ける。

「アンタは単なるビジネスじゃなく、個人的な想おもいからこだわってんだろ……自分はケガで諦めることになったサッカーに」

　──だってママはケガしてできなくなったんだし

　そう、絶火もケガで選手生命を絶たれていた。

　……行真と同じように。

　なら、その気持ちは、感情は、行真には手に取るようにわかる。

「女子フットサルは金になるからなんて大おお嘘うそだ。アンタは個人的な執着からこの企画を立ち上げた。大人のビジネス？　笑わせんな。てめーの私情で始めたガキのお遊びだろ？　なら、ちゃんと自分でプレーして遊んで決めろよ」

　机に手をつき、近い距離から睨にらみやる行いく真まがたたきつけた言葉に、同じ末路を辿たどった母親は笑った。

「ふ──ふふ、ふはははははははっ！」

　笑って笑って。突然立ち上がり、乱暴に行真の襟元を掴つかんで引き寄せると、鼻の先が付きそうな距離で歯を剥むく。

「それで交渉しているつもりか？　つくづくフィールドの外では二流以下だなお前は！」

「……フィールド内では一流だったって認めるんだな。元日本代表」

　目を見張った絶ぜつ火かは、手を離し、再び椅子に腰かける。

　……激げき昂こうした。つまり、少なからず的を射ていた。

　そのことに手応えを感じながら、行真は続ける。

「元選手なら、フィールド外で自分のことを決められるのが納得いかないってのは理解できんだろ？　なにより──」

　高いポテンシャルを持った相手とは、実際に対戦して試してみたくなるはず。

　そう続けようとして、はたと止まる。

　……ケガで再起不能になったのにプレーできんのか？

　自分に置き換えて、フルコートのサッカーじゃないし、プレー時間が限られていれば……いやそこまで運動強度が高くなければ平気だと考えていたが、絶火のケガが行真より軽いとは限らない。

　あ、待て。これもしかして最初から無理だったんじゃ──

「私の〝これ〟はお前の〝それ〟ほどひどくない」

　こちらの考えなどお見通しとばかりに、絶火は行真の足を指さして冷たく続ける。

「そもそもサッカーに人生を懸けていたわけでもなかった。この通り、私のやるべきことは他にあったからな」

「けど未練はある」

　即座に続けた行真に目を細めると、ふっと息を抜くように笑う。

「ふん、まあいい……二流なりの努力は認めてやろう」

　つっけんどんな言い草。机の上に置いていた書類を乱暴に手で払いのけ、そこに行儀悪く足を乗せた絶火は、どこまでも悪い笑みを浮かべて言った。

「で、お前のそのプランは金になるんだろうな？」
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　翌日。

「というわけで、ユイの契約解除無効を賭けてフットサルの試合をすることになった」

　行いく真まのその言葉に、後ろに隠れていたユイが目を見張り、ミチルが即座に言う。

「……や、『試合をすることになった』もなにも──もう目の前におるやんゼッカちゃんたち!!」

　ズバッと突っ込むミチルの言うとおり、いつものコートには〝妹たち〟以外に絶ぜつ火かと複数の大人の女性が集まっていた。

　和わ気き藹あい々あいとしている女性たちは全員が全員トレーニングウェアを身につけている。

　彼女たちをいぶかしげに見つめていたハルがとある女性に気づいて目を見開いた。

「元日本代表の選手がいる……！」

「マ!?」

　目を丸くするミチルに、カスミがさらりと続ける。

「いるどころか、全員そうだってさっき絶火さん言ってたよ～♪」

「──は!?　は!?　とゆーか、ゼッカちゃんもそーだったん!?　スゴない!?」

　ざわつく〝妹たち〟に、行真はため息交じりに続ける。

「いちいちビビんな。元日本代表なら一応こっちにもいんだろ」

　同じようにトレーニングウェアに身を包んだ行真に、ミチルがパッと顔を明るくする。

「せやった！　おにーやんも一緒にプレーしてくれるやんな？　なら、よゆーやん！」

「まあ俺もマトモにサッカーすんの一年ぶりだけどな」

「安心させたいのかビビらせたいのかどっちなん!?」

　ミチルのツッコミを横目に、カスミがまぶしそうに目を細め、朗らかに微笑ほほえむ。

「でもやっぱりその格好──カッコイイですね～♪」

「わかる！　マシマシで見えるし！　な、パルル～？」

　話を振られたハルは、モゴモゴと口ごもりながら複雑な表情でおずおずと尋ねる。

「本当に、大丈夫なんですか……？」

「さあな、試合の勝敗はやってみねーと──」

「そうじゃなくて！」

　ハルが見ているのは行真の右足。

　その意味するところを察して、行真は手にはめたグローブを見せて肩をすくめる。

「今日の俺はゴレイロだ。たいした負荷にはならねーよ」

　Médico医者がこの状況を見たら卒倒することは間違いないが。日常生活ですら痛みが出るのに、ゴレイロだろうがなんだろうが試合なんてしていいわけがない。

　そんなことはわかりきっているけれど。

「──ま、ダメだとしても関係ない」

「そ──」

「そんなことよりも。ちゃんと頭に入れてきたよな？」

　奇襲のようなスケジュールで組まれたこの試合は、行いく真またちにとってあらかじめ予定されていたものだった。

〝初心者大会準拠で六分ハーフ〟〝人数を合わせるため交代なし〟のルール、〝試合に負けたらユイは契約を解除される〟というのも、「そういう条件を呑のませる」と言った行真の言葉通りだ。

　違っていたのは、本来フットサルのプレイヤーは五人が最大だが今回は特別に六人でプレイし、ゴレイロ固定という条件で行真の助すけっ人ととしての参加が認められたこと。

「えーと、フォーメーションは前と一緒のダイヤモンドの形で、一番前……野球でゆーところの二塁にクロエ、一塁にウチ、投手の位置にパルル、三塁にカスミん……やんな？」

「……なんで野球でたとえんの？」

「ええやん、ちょうど一緒で覚えやすいし。で、捕手がユイにゃんやろ？　カンペキ！」

「まあそれでわかるならいいけど……。じゃあ〝攻撃マイボール〟と〝守備相手ボール〟の基本的な動きは？」

「え？　あ、えーと……」

「〝攻撃〟のときは①ゴールを狙ってシュート、②ドリブルもしくはパスでボールを前へ運ぶ、③どちらも無理なら後ろに戻す。〝守備〟のときは①ハーフラインを越えてボールを取りに行かない、②必ず誰をマークするか宣言し、一対一で守備……ですよね～？」

「おー、さすカスミん！」

「戦術はバッチリですけど──相手が全員元日本代表っていうのは聞いてなかったです～」

「それな!?」

　カスミの補足に、ミチルがすかさず乗る。

「ウチらカンペキ素人やのに、そんなん相手に勝つて──」

「それでも勝たなくちゃいけないんでしょ？」

　割り込んできたのは相手チームのほうから歩いてきたクロエ。

「ならやるだけじゃない」

　さらりとそう言って、美しいプラチナブロンドをポニーテールにしたクロエはすらりと女王の風格ある足をさらす。

「かっこえーな、クロエ……」

　素直にミチルが讃たたえる一方で、ハルが相手チームを見ながら訊きく。

「向こうで話し込んでいたみたいですが……なにを話していたんですか？」

「別に。ママにミミのこと許してあげてってお願いしてただけ」

「ミミ？」

「ただの裏切り者だ」

　いつの間にか近くに来ていた絶ぜつ火かに、クロエを除く全員が驚く。

「ママ、さっきも言ったけどミミは……」

「安心しろ、今回は許してやる。あのバカのおかげで面白いものが〝撮れそう〟だからな」

　絶火との〝約束〟の中にはこの試合の撮影も含まれている。

　当然どう使うかは絶火の自由。

　それを『面白い』と言ったということは、金になる算段がたっているのだろう。

　その点では決して心穏やかではいられないが。

「──」

　行いく真まの意識は露あらわになった母親の膝ひざに釘くぎ付づけになっていた。

　形がどうという話じゃなく、両膝に巻かれたゴツい黒のサポーター。

　小柄で華きや奢しやな体の絶火にはこの上なく不似合いで、たまらなく痛々しい──。

「これはこれは。この状況で敵の心配とは恐れ入る」

　大げさに肩をすくめ、皮肉り嘲る絶火に、行真は小声で吐き捨てる。

「足に敵も味方もあるかよ……」

　そうして目を細めた母親にハッとして、乱暴に続ける。

「いいからさっさとアップして──」

「その必要はない。このとおりもうこちらの準備はできている」

「……は？」

　確かに絶火チームの面々もコート内にはいるが、行真たちと違って彼女たちは適当なストレッチのようなものを個々でしていただけで、まともな準備をしていなかった。

　それどころか、今もチームメイト同士おしゃべりをしているだけで、ボールに触るそぶりすらない。ここに来るまでに済ませたというには、体が仕上がっていないし──

「試合中にアップすると言っている。まあアップになるかどうかはお前たち次第だが」

「…………ふざけてんのか？」

「ふざけずにやれる実力差か？」

「──」

「お、おにーやん!?」

「なにしてんのよイクマ!!」

「……、……っ」

　完全に殴るところだった。

　ギリギリで踏みとどまれたのは、ミチルとクロエの声、そしてユイが立ち塞がったから。

　泣きそうな顔でこちらを見上げるユイは、震えながら小さく首を横に振る。

　当の絶火は眼前で起きたそんな状況も意に介さず、涼しい顔で言う。

「接戦であれば幼稚園児の試合でもエキサイトする。それがスポーツエンターテイメントの基本だ。これでもハンデとしては軽すぎるぐらいだがな」

　どこまでも舐なめている──そう憤る行いく真まに。

「──いいじゃないですか、ハンデ」

　ハルの声は、意図して感情が抑えられていた。

「私たちはなにがあろうと絶対に勝たなくちゃいけないんです。勝って、ユイを取り戻す。そのためなら、いくらでも油断してもらったほうがいい。……そんでこの手で直接ボコって舐めたマネしたこと一生後悔させたる!!」

「……おい？」

　途中までいいこと言ってたのに。

「ふん、わかってんじゃない」

　ここぞとばかりにクロエもドヤ顔で乗ってくる。

「バトロワでも格ゲーでも調子乗った相手を返り討ちにするのが最高にキモチイイのよ!!」

「…………」

　この〝妹たち〟血の気が多すぎる……。

　けれど、だからこそ逆に落ち着けた。

　行真はまだぷるぷる震えながら立っているユイの頭に手を置き、さりげなく全員から距離が取れるように動かしながら小声で言う。

「……悪かったな」

　あやうく台無しにするところだった。ハルやクロエのことを言えない。

　胸に手を当てて二度深呼吸し、行真はまっすぐ絶ぜつ火かを見据える。

「だそうだ。──たたきのめしてやるよ」

「それはいい。ぜひそうなるように前後半のキックオフも譲ってやろう」

　どこまでも挑発的な絶火が踵きびすを返かえし、代わりに女性のレフェリーがやってきて言った。

「それでは試合をはじめます」
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「ふ……ついに来たわ」

　センターマークに置かれたボールの上に左足を乗せ、クロエは不敵に笑う。

「今、この瞬間！　クロエの華麗な伝説が始まるわ！　そう、まさにこれは歴史的な──」

「──いーからさっさと始めろ」

　行真が声をかけると、クロエは振り返って行真のほうへと歩みを進める。

「ちょっとイクマ！　今クロエが宣言しようとして……」

　そうしてセンターサークルを出る寸前で、唐突に踵きびすを返かえし、急加速で助走をつけて──

「──はぁっ！」

　作戦通りの強烈なキックオフシュート。

「え？　……ウソ!?」

　完全に虚をつかれた相手ゴレイロが慌てて動き出すも、明らかに間に合わない。

　狙い通り低い弾道から浮き上がったボールは、ゴール右上隅へと突き進み──バーに直撃して、ゴールラインを割った。

「Minceクソつ!!　もーちょっとだったのにぃいいぃ……っ！」

　──本当に惜しい。あと数センチ下なら、というシュートに行いく真まは内心で舌打ちをする。

　大げさなリアクションで悔しがるクロエに、絶ぜつ火かチームの面々はいっせいにはやし立てててきた。

「ひゅー、やるぅ」「あはは、ナイッシュー」「ちょっとキーパー、しっかりして～？」「いやいや今のあり!?　〝ちょん〟なかったわよね!?　めっちゃ前に蹴ってたし!!」

「そのルールがサッカーで変わったのは五年前だ。フットサルは今年からだがな」

　最後に絶火に突っ込まれ、ゴレイロの女性は「う……だからサッカーすんの八年ぶりだって！」そう言いながらアンダーハンドパスを出す。

　そのボールをワンタッチで味方に流しながら絶火はさらりと続ける。

「衰えたな」

「そりゃ衰えるわ!!」「あはは、いくつになったと思ってんのさ」「絶火は高校時代から見た目変わんないからなー」「魔女」「相手の子たち中学生だっけ？　ヤバいわ～」

　そんな雑談をしながら、ほとんど自陣でパスを回し、たまにフォワードピボに出してもすぐ戻してと、パス回しを続ける絶火たちに、ハルが小声で呟つぶやく。

「うまい……」

　トラップ、パス。トラップ、パス。トラップ、パス……のんびりと基礎的なことを繰り返しているようで、トラップ一つパス一つとっても、速いのは当然のこととして、受けやすいボール、蹴りやすい場所と、細かく調整されていて、かつ一切ミスをしていない。

　Ｕ－12アンダートウエルブ全国大会出場の子たちも素晴らしいと思ったが、正直比較にならないレベルだ。

　足下の技術は男子のプロ選手と比べても遜色ない──少なくともハルにはそう見える。

「あーもうっ、いつまでやってんのよ！」

　変わらない状況に辛抱できなくなったのか、クロエがセンターラインを越え、

「あー！　クロエあかんて!!」

　ミチルの声も無視して、クロエはパスを出された瞬間を狙ってボールカットに動き──

「おっと──ほい」「はいはい……よっと」

　ワンツーであっさりかわされる。

「ちょっと!?　勝負しなさいよ!?」

「あはは、面白いこと言うね～」

　しゃべりながらドリブルする女性は続いてアタックしてきたハルに背を向け、

「へいへーい」「こっちこっちー」

　左右から追い抜いてきた二人の味方のうち、どちらかにパスを出そうとする。

「……くっ、ミチル、カスミ！」

　ハルの指示で二人のマークにつくミチルとカスミを確認せず、女性はそのまま正面にボールを戻した。

「んじゃ絶ぜつ火かよろー」

　いつの間にか女性のすぐ前まで来ていた絶火は、トラップせずミチルを越えるように浮き球のパスを出す。

「へ？　──あっ、おらんやん!?」

「へーい絶火ナイスパース♪」

　あっさりマークを振り切られたミチルが慌てて追うものの、フリーでパスを受けた女性はワンステップでシュートを打つ。

　鋭い弾道はゴール左隅をきっちり捉えていたが、飛びついた行いく真まが右手一本で弾はじいた。

　弾かれたボールはカスミを振り切っていた女性の前に転がっていき、

「チャーンス！　ごっちゃんシュ──あ！」

　ギリギリのところでユイがクリアした。

「ナイス、ユイ！」

　行真の声にビクッとしたユイは遅れてかかった「ナイスユイにゃーん!!」「ユイちゃんさっすが～！」というミチル、カスミの声に照れくさそうにしていて。

　……もう、そんな光景を見るだけで行真はグッときてしまう。

『怖いならひとまず人は見なくていい。ボールだけに集中しよう』そう言い聞かせて、練習もしてきたけど……試合で実行できるなんて数日前までのユイなら考えられなかった。

　もちろんいつまでも感慨にふけっている暇はない。

「キックインスタート蹴つて始まる！　人につけ!!」

　行真の指示に、全員が周りを見渡し、近くにいる相手選手に張り付く。

「お、マンマーク？　ちゃんとしてんね～」

「は、当たり前でしょ──え？」

「へい、フリー！」

　しゃべっているあいだにクロエを出し抜き、女性はパスをダイレクトでシュート。

　しかし当たりどころが悪く、ボールは枠の外に飛んだ。

「かーっ、これがブランクか！」「あんた現役のときからそーじゃん」「やーい宇宙開発ー」「やかましい！　あー……明日筋肉痛かな～」「最低でも明後日あさつてでしょ」「言うな！」

　戻っていく相手チームは変わらず楽しそうに雑談をしていて、まったく本気じゃない。

　それでもあの動きができる。

　どんなにフットサルのことがわからなくても悟らざるをえない。

　──レベルが違う。

「クロエーっ!!」

　一喝する行いく真まの声は、呆ぼう然ぜんとする面々をハッとさせる。

「守備のときはセンターライン越えんなって言ったろ！　あとボール持ってるヤツホルダー追うときは必ず周りにも知らせる！　お前だけ突っ込んでったらかわされるに決まってんじゃねーか！」

「わ、わかってるわよ！　今のは……ちょっと忘れてただけだし!!」

「失点に繋つながったら手遅れですからね？」

　ジト目でハルに追い打ちをかけられ、クロエは言いよどむ。

「う……ふ、ふんっ。次はちゃんとやるし！　攻撃で点取ればいいだけでしょ!?」

　捨すて台詞ぜりふのようにそう残し、さっさと上がっていく。

「……まあ確かに、キックオフシュートは素晴らしかったと言えなくもないですけど」

「ハルーそれはちゃんと聞こえるように言ってやれー」

「…………そのうち気が向いたら善処します」

　実質ノーと言ったハルにため息をつき、すぐ近くで控えるユイに親指を立てる。

「ユイはその調子で頼む。前半は俺のすぐ前にいて──」

「え……ちょ、待って待っておにーやん。ゼッカちゃんたちうますぎて引くんやけど!?」

　割り込んできたミチルの言葉にいまさら？　と思ったが、口には出さず前を見る。

「ブランクあったんちゃうん!?　なんやめっちゃ慣れとるし、速いし！　強いし！　シュートとかめちゃめちゃ痛そうやん!!　バチィッゆーてたし！　ヤバない!?　ねえ!?」

「……そーでもねえよ。速かろうが強かろうが決められなきゃなんの意味もない」

「それは……そーかもやけど」

「野球は違うのかもしれねーが、フットサルは点を多く取ったほうが勝つスポーツなんだ」

「や、それ野球もやから！」

「ならなんも変わんねーよ。いっそ野球だと思ってやれ」

「ちょ、テキトーすぎやん！　……けど、確かにボール使うんは同じやし、硬球のほうが当たったら痛いやんな……？　なんや、だんだんヘーキに思えてきたかも……」

「そりゃよかった。あーそれとミチル。クロエがまた暴走したら、少し相手から距離を取って抜かれないようにしてくれ。んで、クロエが戻ってくるのを待つ。ディレイって技だ」

「え、カッコよ！　オッケオッケ、ディレイな！　打席でも粘るのは得意やねん！」

「よし。それじゃあユイ──、──え!?」

　ユイにボールを出そうとしたら、なぜかユイがポロポロと涙を流していてめちゃくちゃびっくりする。

「ど──どーした!?　どっか痛めたのか!?」

「……え？　あ──ち、ちが…………、あ、足さわら……ち、ちがう……っ！」

　強めに拒否られ、行いく真まは足を触るのを諦める。というか触っていたのを引ひき剥はがされた。

　……うん、全然問題ないし最高にいい足だしずっと触っていたい。

　じゃなくて。

「じゃあ……なんだ？」

　行真に促されて、ユイは慌てて目をこすると、すぐに恥ずかしそうに俯うつむく。

「サ……サッカー……じゃ、ないけど──」

　フットサルだけど。

「み……みんな、と……ちゃ、ちゃんと……試合できた……気が、するから」

　──今まで。一人でしかできなかった、ずっとみんなでやってみたかったサッカー。

　この前の試合は逃げてばっかりで、全然うまくいかなくて。

　けれど今日は、ちゃんと試合ができていて。

　願いが叶かなって。感極まってしまって──。

「……まだだろ」

　そう、まだだ。こんな即席の試合らしきもので、満足してもらっては困る。

　ユイは──〝天使の翼アンヘル〟はどこまでも羽ばたかなければいけない才能だから。

　こんなところで絶対終わらせない……！

「勝つぞ」

　決意を込めて呟つぶやいた行真に、ユイはゴシゴシと袖で顔を拭いて何度もうなずいた。
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　行真からユイ、ユイから前線のクロエへのパスは綺き麗れいに通った。

「お？」「ほー……あの子うまいな？」

　敵チームのそんな声は聞こえていないとばかりに、足下にボールを収めたクロエは、見事な体たい捌さばきで正面に向き直って。

「っし、今度こそクロエの──」

「はいごめんねごめんねー」

　目の前の敵にあっさりボールを取られる。

「あぁあっ!?　返しなさいよっ!!」

「やーキミホント面白いこと言うね。あとめちゃくちゃ可愛かわいいね？」

「当ったり前でしょ！　クロエが可愛いのは空が青いのと同じくらいこの世の真理よ!!」

「──クロエちゃん戻って～!!」

「あかん！」

「さてさて──お？　関西弁ちゃん、ちゃんとディレイできてんじゃーん」

「うちには関西弁ちゃんもう一人おんねん！　ミチルちゃんって呼んでや!!」

「おっけおっけ、じゃあミチルちゃん。ディレイってずーっと下がり続けちゃダメなんだわ。この距離まで下がっちゃったら──シュート打てちゃうっしょ？」

「へ？　──あ！」

　フリーの状態からの強烈なシュートは──身を投げ出したミチルに当たった。

「[image: ][image: ][image: ][image: ]っ、あいったぁあっ!?」

「おおっ、やるね～!?　ビビって動けないと思ったのに」

「ぅうぅ……デ、デッドボールで慣れてんねん！」

　どうにかボールをキープしたミチルに、声がかかる。

「ミチルちゃん、こっち～！」

「カスミん！　……え、どっち？？」

　右手を挙げてボールを自分に要求しているようで、左手はハルを指さしているカスミにミチルは固まる。

「ほいスキあり！」

「あ!!」

　カットからの中央、ドフリーのパス……は、読んでいた行いく真まがギリギリのところで滑り込んで左にクリアした。

「ヒュー、絶妙」「さっすがレアルの10番～」

「…………っ、──周り見ろ！　人につけ！」

「やーそんなん急に言われても……ねっ！」

　キックインスタートから、ワンタッチでカスミのマークを剥はがし、クイックモーションからの低く突き刺すようなシュートは──なんとか行真が足で弾はじき出した。

「おうのー」「あのシュート弾くか～」「キーパーだけプロか～？」「いやプロじゃん」

「……、まだボール生きてるっ！」

　体勢を崩した行真が声をかける前に動けていたのはユイだけだった。

　右サイドのライン際で先にボールに触ってキープしたものの。

「おっと、前髪ちゃん。残念ここは通行止めでーす」

「……、……」

「ん？　そんなビビった可愛い顔しちゃって～。どうしても通りたくば通行料……お？」

　詰められる前にふわりと浮かせたボールは女性の頭上を越え、前線のクロエに通った。

「──いや、マジでうまいな!?」

「は、特別に褒ほめてあげるわ！　今度こそクロエが──」

「だからそれはダメなんだって」

「ああああっ!!」

「なにしてんねんバカクロエええええ!!」

　その後もボールを持っては奪われ、ギリギリのピンチを脱したと思ったらまた絶体絶命の危機に陥り、それでもなんとか運と粘りと行いく真まのフォローで耐えて、前線のクロエに繋つなぎ、ボールを奪われ……と繰り返しているうちに前半が終わった。

「……はぁ、はぁ……ミチル、大丈夫……？」

「……んにゃ……よゆー……、……ごめ、うそ……しんどい……」

　ハルやミチルに限らず、カスミもユイもクロエも、行真まで肩で息をしている中。

「あはは、やっぱ面白いわサッカー」「フットサルね」「一番最初しかボール触ってないんだけど……」「それ言ったら絶ぜつ火かもほとんど参加してなくなーい？」

　コートを引き上げていく相手選手は誰一人疲れたそぶりはなくて。

「アップにもならんな」

　聞こえよがしにそう言い残した絶火に、言い返すことすらできない。

　ふらふらになりながら引き上げたカスミが、膝ひざに手をつきながら呟つぶやく。

「あは……きっつ～………………このままじゃまずいかも」

　その言葉がきっかけになった。

「もうクロエはボール持つの禁止!!」

　いきなり宣言したハルに、クロエは口に含んでいたスポーツドリンクをやたらと綺き麗れいに噴き出して叫ぶ。

「──はぁ!?　なに言ってんの!?　クロエしかシュートしてないのにクロエにボール集めないでどーやって勝つのよ！」

「何・回・奪われてんねんっ!!　アンタがすぐボール奪われるからピンチになってんにゃろ!?　やっぱりその後守備しに戻ってこーへんし!!」

「そ……そんなのアンタたちでなんとかしなさいよ！」

「フットサルはそーゆう競技ちゃうねん!!　奪われたら戻れ！　戻ったら奪い返せ!!　奪い返したらパス出して走れ!!」

「う……うるさいうるさいうるさいっ!!　そんなことしたら──疲れちゃうでしょ!?」

「つ──疲れとんねんみんな!!　アホかあっ!!」

「そんなこと知らないわよ！　クロエが疲れちゃったら点取れないじゃない！　点取れなかったら勝てないしっ!!」

「だーかーらーっ」

「ま、まーまーまー！　今仲間割れしてもしゃーないやん……っ？　パルルも熱くならんで──」

「今熱くならんでどーするんっ？　負けたらおしまいやん!!」

「…………せ、せやね」

「あはは、押し切られちゃった～♪」

「カ、カスミん～！　どないしよー！」

「──どーしましょうか～？　〝世界最高の逸材〟さん♪」

「……作戦は変えない」

　口に含んだドリンクをゆっくりと飲み下しながら行いく真まは静かに続ける。

「この形が一番可能性が高い」

　何度も考えた。その上で出した結論。

　どんな対戦相手だろうと、今この状況でチームが勝てる最善の形は〝これ〟だ。

「そ……そーよね！　わかってるじゃないイクマ！」

「……っ」

　ドヤるクロエとキレそうになるハルをいなすように、行真は手を突き出す。

「とはいえ、このままじゃジリ貧ってのも正しい。だから──お前たちにとっておきの秘策を授ける」

「お、おおお～!!　さっすがおにーやん！　なんなん、なんなん!?」

　ワクワクしながら尋ねるミチルに、行真は視線を下に向けるとドヤ顔で言った。

「足だ」
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「──ふっ！」

　後半開始と同時に放ったクロエのキックオフシュートはしっかりと枠に飛んだものの、すでにタネが割れていたためか、きっちりゴレイロに押さえられた。

「なんで止めんのよ!?」

「……本当に無む茶ちや言うね～ブロンドちゃん」

　キレ散らかすクロエを尻目に、ゴレイロは苦笑して絶ぜつ火かに配球する。

　絶火はそこからまた前半のようにボール回しを──はじめずに。

「さて……そろそろはじめようか」

　絶火のその言葉に、チームメイトはピタリと雑談をやめて。

「──もーいいのね？」

　誰かがそう口にすると、同時。

　突然小さなモーションで絶ぜつ火かが蹴ったボールはシュートかと思うほど速く。

「……えっ!?」

　右サイドラインギリギリで平然とトラップした女性は、前線で動き出していた女性にパスを送り、前線の女性はトラップせず足先で微妙にコースを変えて逆サイドに流す。

「〝フリック〟!?」

　ハルが驚き叫ぶあいだに、左サイドギリギリを駆け上がっていた女性はそのボールに追いつくと、正面のユイに接触する前にターンして背中を向け、中央を上がってきていた絶火にボールをスイッチ。

「……！」

　ドフリーの絶火の前に広がるのは無限にも思えるシュートコース。

　絶体絶命──と誰もが思ったそこに、行いく真まが詰めていた。

「──させるか!!」

　シュートコースは切った。戻せばユイがカット。無む理り矢や理り打てば必ず弾はじく──！

「知ってる」

　嘲あざ笑わらうような絶妙なタイミング。

　行真が詰め切る直前、足先でふわりとボールを浮かせて、絶火は行真の頭上を抜いた。

「〝シャペウ〟──」

　呆ぼう然ぜんとハルが呟つぶやき、走り込んでいた女性が合わせて無人のゴールにボールを流し込んだ。

「ひゅーオッシャレー！」「エグーい！」「そうそう絶火はそーゆう感じだったわ～」

　決めた女性ではなく絶火を中心にメンバーが集まり、ハイタッチをして喜び合う。

　その様子を呆然と見つめる〝妹たち〟は、０－１になったという事実より。

「え……え？」

「急に……速なった……？」

「な……なによ今の」

　目の前で起きた一連のプレイが受け入れられない。

　だって──だって前半だって全然楽じゃなかったのに。

　翻弄されて走らされてヒヤヒヤして。やっとのことでハーフタイムになって、なんとか挽ばん回かいしようと、〝とっておきの作戦〟だって──

「よし、切り替えるぞ」

　パンと手を叩たたいて、行真の言葉にしっかりうなずき返せたのはユイだけ。

「せ、せやな……まだ一点やし」「……ですね～」「……ったりまえでしょ」

　浮き足だったまま再開された試合は、より一方的な展開になった。

　守備のときはハーフラインより先に行かない。しっかり人につく。ちゃんとやっているはずなのに。

「なん……なんでっ、なんでうまくできないんっ!?」

　胸を押さえ、息を切らせたミチルの悲鳴のような声。

　パスが速い。ミスをしない。一瞬たりとも同じ場所にいない。

　常に動かれるから、常に走らされて、ものすごく呼吸が苦しい。

　それは相手だって同じはずなのに、当たり前のようにパスを繋つないで、繋いで、繋いで──いつの間にかこちらのゴール前まで迫っている。

「なんなのよなんなのよなんなのよっ!?」

「お、ブロンドちゃん」「やっと守備する気になったか～」「でもまー残念ながら──」

「もう遅い」

　中央に折り返し、ヒールパスからの、走り込んでの左足一いつ閃せん。

　クロエをブラインド目隠しにした絶ぜつ火かの地を這はうようなミドルシュートに、行いく真まは一歩も動けなかった。

　０－２。

　絶望的な二点目に、ユイは目を見開き、カスミは天を仰ぎ、ミチルは膝ひざをつき、ハルが唇を噛かみ、クロエが呆あつ気けにとられる。

「──俯うつむくな！　まだ時間はある！」

　行真のそのかけ声に、今度はユイもうなずけなかった。

〝元女子サッカー日本代表〟。相手のその肩書きを忘れていたわけじゃない。

　それでも、もしかしたら、なんとかなるんじゃないかと、万に一つくらいは勝てる可能性はあるんじゃないかと──思っていなかったと言ったら、嘘うそになる。

　だって前半六分間はなんとかなった。すごく攻められたけど、失点しなかった。

　でも後半になった瞬間変わった。まるで前半はずっと手を抜いていたかのように。

　いや──ようにじゃない。

　手を抜いていたのだ、実際に。

「お前のミスだ」

　近くからまっすぐこちらを指さす絶火に、行真は目を細める。

「恵まれたハンデをふいにするバカがどこにいる？」

　ブランクのあるメンバー。試合中にアップするとも言っていた。

　つまり仕掛けるなら前半。それなのに──後半まで策を出し渋った。

　その結果が今の点差。戦犯は、行真。

「──ち……ちが、う……！」

　離れたところから声をあげたのはユイで。

　絶火を見つめようとして、でも怖くて目をそらしてしまい、どうにか言葉を絞り出す。

「……ま……まだ…………まだ、終わ、って──」

「せやね……まだ終わってへんのに──決めつけんで、ゼッカちゃん」

　ユイを助けるように、肩で息をするミチルも続く。

「とゆーか、おにーやんがいなかったら……ウチら、そもそもここまで来れてへんし。まだ、おにーやんの〝とっておきの策〟も──」

「ミチル」

　ハルに注意され、口を手で押さえたミチルの代わりに、ハルもカスミも絶ぜつ火かを見つめる。

「クロエは……ママの言ってることも正しいと思うけど……」

　唯一そう言ったクロエも、

「まだ──負けてないし」

　小声ではあるもののそう続けて。

「……」

　意味ありげに笑った絶火が自陣に戻っていくのを確認してからミチルが言った。

「せやし──どーしよ……!?　おにーや～ん……!!」

　そのあまりにひどい変わり身と泣きつき方に、噴き出すなというほうが無理だった。

「あー、笑うのはひどいやん!!」

「さすがに無理だろ今のは」

「ムリゆーたら、おにーやんの〝とっておきの策〟！　どうするん!?」

「そうだな……」

　フィールドを見渡し、残り時間を確認し、──歪いびつで綺き麗れいじゃない自分の足を見て。

　──仕方ない。

「今から見せる」





　　　[image: ]






　キックオフからの試合再開。

「あら？　シュートやめちゃったんだブロンドちゃん」

　クロエが選択したのはシュートではなく中央に入ったミチルへのバックパスだった。

　さらにミチルからユイへと下げ、ユイはゴレイロの行いく真まに流す。

「ん？」「お？」

　敵陣に侵入していた絶火チームの面々は、そこで目を瞬しばたたいた。

　ボールを持ったゴレイロの行真がそのまま右サイドを上がってきている。

　一応、ゴールを塞ぐようにユイが立っているものの、もちろん手は使えない。

　サッカーに比べればゴールの枠は小さいが、フリーでさえあれば頭の届かない位置にシュートを打つことはさほど難しくない。

　つまり行いく真まがボールを奪われれば即失点。敗北が決定づけられる三点目という状況。

「こ、こわ……」

「ミチル！」

「お、オッケー！」

　思わず呟つぶやいたミチルを叱しつ咤たすると、ハルはミチルと示し合わせたようにあらかじめ言われた通りに動く。

「コーチ！」「おにーやん！」

　敵陣深くでフリーになったハルとミチルがそれぞれパスを要求し、

「こっちもダイジョーブでーす♪」「イクマー！　パス！　パスっ！　パースっ!!」

　カスミとクロエもいっせいにマークを外す。

「──」

　そうして守備の意識がそちらに向いた瞬間。

　行真は誰にもパスを出さず、ドリブルの速度をあげた。
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　興奮と焦燥。

　ゴールマウスに立っているときには感じなかった、肌を粟あわ立だたせる懐かしい〝匂い〟。

　試合一つで人一人の運命が決まる、殺し殺される、文字通り必死な人間だけが醸し出す独特の空気。

　──ああ、戻ってきた。

　吐くほどの緊張感と、意味もなく叫びだしたくなる異様な高揚感。

　相反する感情に全身を引きちぎられそうになりながら、けれど口元には笑みが浮かぶ。

　まったく……心底呆あきれ果はてる。もうとっくに諦めたつもりだったのに。

　まだ〝ここ〟にしがみつこうとしている──。

　──イクマ、これ以上の負荷は日常生活にも影響が出かねない

「……うるせーよ、médico de mierdaヤブ医者」

　水を差すように思い出されるmédico医者の言葉に口の中だけで悪態をつき、現実を突きつけるように鈍い痛みを発する足に苦笑する。

　……わかっている。奇跡なんて起きない。治らないものは治らないし、痛いものは痛い。

　かろうじて日常生活に耐えた足は、médico医者の言うとおりほんの少し運動強度を高めただけでも壊れるのだろう。

　いい──別にそれでいい。

　それくらいの覚悟はとっくに決めているし、なによりも。

「その程度であいつらがフィールドに立ち続けられるなら安いもんだ」

　そうして、かつて〝世界最高の逸材〟と言われた御み名な神かみ行いく真まは対たい峙じする十二本の足を見た。
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　選手生命を絶つ足の大おお怪け我が。

　日本の至宝にして〝世界最高の逸材〟宮みや衛え行真現役引退──。

　女子サッカーの元日本代表なら当然知っている。

　だから彼女たちは行真が本気で攻めてくるとは絶対に思わない──はずなのに。

「来ると思ったわー」「引っかからんよ」

「なんでや!?」

　囮おとりにつられず、囲むように行真に当たりにいった女性二人に、ミチルが悲鳴をあげ──

「──右縫工筋の癖を右に誘導、左膝しつ蓋がい靱じん帯たいの損傷痕で左によれる」

　行真が呟つぶやいた一瞬。

　そのほんの一瞬で、するりと行真は二人のあいだを抜ける。

「──へ!?」「は!?」

　なにが起きたのか、抜かれた本人たちも理解できていないあいだに、行真は平然と敵陣に侵入していく。

　一気に二人抜かれ、自陣で数的不利に陥った元日本代表の面々はそれでも冷静だった。

「ディレイよろ！」「うい！」

　パスはない。なぜなら行真一人で最後までいくほうがはるかに得点の可能性が高いから。

　瞬時にそこまで考え、味方二人が戻るまで抜かれないよう半歩余計に距離を取った彼女の裏をつくように、突然その場で立ち止まった行真は中央のミチルを見て、

「──長ちよう趾し伸しん筋きんを揺さぶる」

　迷うことなくパスを出す。

「んなっ!?　パス──!?」

　パスをしたように見せるフェイント。

　ボールを跨またいだ右足と逆の左足でヒール。右サイドライン際に抜けようとした行真に、ディフェンスの彼女は慌ててバランスを崩しながらも足を伸ばし──その伸ばしきった足のすぐそばにボールを寄せ、さらに反対方向へ。

　抜かれた彼女は完全にバランスを崩してその場で手をつく。

「──ちょっ」

　行いく真まを遅らせるはずだった仲間が抜かれ、さらに中央に切り込まれたことで、次の女性は完全に焦った。

　無数にあるパスコース。シュートレンジ。まったくプレッシャーのない状態完全フリー。

「──下か腿たい三さん頭とう筋きんにまるごと負荷」

　行真は迷うことなくシュートを──

「さすがにないっしょっ!!」

　──打たず、キックフェイントに引っかかってブロックに飛び込んだ彼女をかわし、

「見えてるんだよ！」

　味方をブラインドにして完璧なタイミングでボールを狩りにきた絶ぜつ火かに、

「見せたんだよ──ボロボロのクソハムストリングス」

　背中を向けて〝ルーレット一回転〟。

　鮮やかに超絶技巧を披露し、間かん髪はつを容いれずシュートコースを塞ぐように飛び出してきたゴレイロすらチップキックで軽くかわし、行真はゴールの中でボールの上に足を置いて振り返る。

　──映画でもドラマでもどんなフィクションでもありえない。

　嘘うそみたいに鮮やかな全員抜き。

　それも、たった一人で。
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　信じがたい現象に静まりかえったフィールドで、審判だけが機械的にスコアを動かした。

　１－２。

「す……すごおおおおおおぉっ!?」

　ミチルの絶叫をきっかけに、〝妹たち〟が駆け寄ってくる。

「イクマぁあああ！　なんでクロエがパス出さなくちゃいけないのってショージキ思ってたけど特別に許してあげるわ!!」「さすがにカッコよすぎ……あ。す、スゴかったです～♪」「ＩＫＵＭＡだ……っ、私の知ってるＩＫＵＭＡ……っ!!」

　絶ぜつ火かチームの面々も苦笑交じりに呟つぶやく。

「元レアルハンパね～」「お手上げでしょこんなの」「ホントに現役引退してんの？」

　口々に褒ほめ称たたえる中、絶火だけがつかつかと行いく真まに詰め寄り、おもむろに襟首を掴つかむ。

「二度とやるな」

「──」

「いいな、二度とだ。次はない」

　繰り返して。

　あの絶火が、ここまで怒りを露あらわにしていることに、敵味方関係なく驚きよう愕がくし。

「は──離れて離れて！」

　笛を吹いたレフェリーが仲裁に入ろうとする前に、絶火はボールを持って踵きびすを返かえす。

　そんな母親の背中を忌いま々いましそうに見やりながら、行真は吐き捨てた。

「……言われなくてもできねーよ」

　異様な熱を帯びる足。全身からは冷たい嫌な汗が噴き出し、否いや応おうもなく破滅を実感する。

　行真は勝手に震える右足を隠すように、上半身を軽くそらして空を仰ぐが、脈動する足はなにをしようが誤ご魔ま化かされてくれない。

　……立ってるのもギリギリ。そんな自分に舌打ちをしたくなる──。

「だ、大丈夫なんですか!?」

　ハルのその言葉に、行真は気力を振り絞って冷静さを保つ。

「は？　なにが？」

「なにがって、足のケガ──」

「んなことより、〝とっておきの秘策〟」

　無む理り矢や理り遮って、行真は〝妹たち〟に言う。

「足の囁きに耳を傾ける方法──ちゃんと、見てたよな？」

　行真がブツブツと呟いていたのはミチルが言っていた〝足フェチ語〟──。

『足だ。相手の足──十二本全部すでに丸裸にしてある』

　ハーフタイムに行真が切り出したとっておきの秘策。それは、行真が分析把握した相手の足の特徴を利用し、こちらの思い通りに動かすこと。

　実際に行いく真まはその完全な形を目の前でやってみせたけれど。

「いやいやいやあんなん真ま似ねするの絶対ムリやん!!」

　仮に完全な足の情報があったところで、今のは明らかに行真の超絶技巧ありきだ。

　もちろんそれは行真もわかっている。

　それでも。行真は人差し指を向けるゴールパフォーマンスを、少し離れたところにいるユイに──プロ顔負けの超絶技巧を持った少女に向けて。

「あと、一点だ」
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「今から見せる」

　有言実行。行真が把握した足の情報を使って、行真一人で相手チームを完全攻略する。

　行真のその宣言には、全員から激しいツッコミが入ったし、「足のことは心配しなくていい」という言葉を信じてなお、いくらなんでも、と思った。

　……少なくともユイはそう思った。

　どれだけすごいプレイヤーでもできることとできないことがあるし、まして行真は今も足のケガで行動を制限されている。

　相手は元日本代表で、ユイの目の前でさんざんすごい……ドキドキするプレーを見せていて、そんな人たちから一人で点を取ってくるなんて、無理だと思わないほうが難しい。

　それに……この試合に勝たなくちゃいけない理由は、ユイにある。

　負けたらユイはクビになってしまうから。

　これが、最後の試合になるから。

　ユイは覚悟しているけれど、みんなはそれが嫌だと言ってくれて、どうにかするためにがんばってくれて……胸がジンとして、心がいっぱいになるし、すごく申し訳なくなる。

　ユイなら、ユイなんかのためにがんばれない。

　だから二点差がついて、ああやっぱりダメなんだって、しかたないって、でもみんなで最後にフットサルができて、それだけでもよかったって──

「あと、一点だ」

　──胸が、苦しくなる。

　行真は一人で、ケガをしている足で、点を取って、あんな、キラキラの、胸がギュッてするプレーを──。

「──ユイ!!」

　行真の声に、ユイはハッとして眼前まで迫っていた敵に慌てて足を出そうとし、

「ざんねーん！」

　かわされる。

「ぁ……っ」

　──後半、審判が時計を見るまで、ユイは最後の砦とりでになってくれ

　試合前に行いく真まに頼まれていたこと。

「まっ──」

　待って。そう言ったところで待ってくれるわけもなく。

　完全にフリーの敵は、そのまま試合を終わらせる決定的な三点目を──

「──左によれるうぅうっ!!」

「えっ!?　うぉう!?」

　行真のさっきの呟つぶやき──左膝蓋靱帯の損傷痕から左隅に打つと読んだハルがギリギリでシュートを阻み、泥臭くマイボールにする。

「ナイス判断!!」

　そうして声をかけた行真ではなく、ハルはユイに向き直る。

　髪を振り乱し、汗まみれで、必死に走ってきたから、ずっと走り回ってたから、肩で息をして、全然呼吸が整わないのに、それでも近くからユイを見てくるハルに。

　──怒られる。そう思って反射的に目を閉じたユイは。

「お……おねが……い……おねがい、しますっ、……ユイ！」

　懇願されて。なにをお願いされているのかがわからなくて、目を開く。

「私、は……ヘタ、だから……ヘタ、だけど……！」

　胸に手を当て、懸命に呼吸を整えようとして、その時間ももったいないとばかりに、ハルは息も絶え絶えに言葉を絞り出す。

「負けたく、ない……っ!!」

　強い想おもいに。実際に体を触られたわけじゃないのに、体を押されたように、よろめく。

　そうして気づいた。

　全力で走って戻ってきたのはハルだけじゃないと。

「はふー、はふー……プ……プールんときのアレ並に……しんどい……！」

「はぁっはぁっ……ぁああっもうっ、せっかくクロエも戻ってあげたのにぃっ！」

「はっ、はっ……あはは～……はー…………つら」

　みんな。みんな疲れ切っている。

　フィールド中をずっと走り回って、走り回らされて。

　汗でベタベタに、埃ほこりでボロボロになって。

　次の一点は絶対与えない。あと一点絶対に取ってやる。

　懸命に相手を、ボールを追いかけている。

　──ユイのためだけじゃない。

　そんなちっぽけなことのためだけじゃない。

「〝サッカーは戦いだ〟って言った選手がいる」

　やっぱり足がつらいのか、行いく真まはゴールポストに完全に寄りかかりながら言う。

「娯楽なら勝敗関係なく楽しめばいい。けど戦いなら──絶対負けられないってな」

「戦い……」

　いつの間にか敵である絶ぜつ火かたちも息が上がり始めていて、笑顔一つなく、真剣な表情でこちらを見つめている。

　一点リードしているのに。勝っているのに。圧倒的に強いのに。

　まだ勝負は決まっていないから。決まっていないということは負ける可能性があるから。

　……そうだ、勝っているほうだって余裕なんてないんだ。

　急に視界が広がった気がして、ユイは顔を上げて前を見る。

　人が怖い自分が、みんなに気後れしていた自分が、どうでもよくなる。

　そうして見渡したコートで、敵の、仲間たちの視線が自分に集中している気がして──

「──いけよ、ユイ」

　行真が笑って指さした先。

　時計を見る審判の姿に、ユイは胸に手を置き二度深呼吸した。
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　──これで変わらなければそれまでのこと。

　利確も損切りも意味は同じ。御み名な神かみ絶火はそう生きてきたし、これからもそう生きる。

　この試合もその一環でしかない。

　レフェリーの動きと肌感覚から、絶火は懐かしい仲間たちを見回し人差し指を立てる。

「仕上げだ」

　絶火が呟つぶやいたその言葉に、仲間たちから「ようやくか」という空気が伝わってきた。

　ブランク空白期間の影響は知識や経験でカバーできる技術より、純粋な積み重ねの結果である体力に如実に現れる。

　おそらく行真もそれをわかっていたのだろう。

　この短い期間、持久力のトレーニングだけは欠かさなかった結果、あれだけ走らされても〝妹たち〟の体力は底をついていない。

「あー早く風呂入りたい……」「そんでビール」「それな……!!」

　煩悩まみれの大人たちがそんな冗談を言っているあいだに、レフェリーがもう一度時計を見て、笛を持ち上げる。

「お、ラストワンプレイ？　──よっしゃ、さっさとプレー切って打ち上げ打ち上げ！」

　行いく真まからパスを受けたユイは、最後の力を振り絞ってプレスをかけてきた女性に、背中を向けて、ボールキープをする。

「──ユイちゃんこっち～！」

　すぐ横の位置まで降りてきた戻つてきたカスミにパスを──出さずに、カスミと反対方向にターンし、それでもついてきた女性を狙い通り足先でボールを浮かせて抜く。

「おぁっ!?」

　絶ぜつ火かが見せた〝シャペウ〟という高等技術をあっさり再現し、サイドラインを割るギリギリのところで足先でボールコントロールしてそのままドリブルで駆け上がる。

「ディレイ！」

　即座にフォローに入った女性は、先ほどの行真のイメージを拭えず、距離を詰めない。

「ユイいぃぃ!!　よ、こ、し、な、さぁあああいっっ!!」

　フリーのクロエが鬼の形相でパスを要求し、敵の意識がそちらに向いた瞬間、仕掛ける。

「──甘いっ」

　即座に目の前のユイに意識を戻した女性は、外に持ち出そうとしたユイの足の動きを完璧に見切り、絶妙なタイミングで足を出して──

「癖──右に、誘導──」

　内に切り返された。

「──はぁ!?　〝エラシコ〟!?」

　背中で受けたその言葉の意味をユイは知らなかった。

　知っていたのは、変態足フェチ行真が彼女の足から読み取った情報。

　足下の技術に心配がなく、最後尾で行真の隣にいたユイだけは完全に共有できている。

「ユイにゃーん!!」「ユイちゃーん、こっち～！」

　行真との賭け勝負でも見た、ミチルとカスミのデコイラン囮。

　わかってはいても反応してしまったディフェンス陣の足からタイミングを計り、二人が作ったわずかなそのスペースを貫いてユイは加速する。

　そうして、ゴールまであと少し──というところで。

「──惜しかったな」

　突如現れたのは絶火。

「足から癖を読み取れるのはあのバカだけじゃない」

〝妹たち〟全員をスカウトしてきた目利きの経営者は、的確にユイのボールを奪った。

「ぁ──」

「──ユイっ!!」

　行真の叫び声が聞こえる。

　絶火に止められたボールに蹴け躓つまずき、勢いあまって空中で一回転するユイは、天地の逆転する視界の中で、レフェリーが笛を吹こうとしているのを目の当たりにし。

「ダ──」

「──あぁあああっ!!」

　反則フアウルすれすれのスライディング。

　プラチナブロンドを振り乱し、全身埃ほこりまみれになりながら、クロエがなんとか絶ぜつ火かのボールを弾はじき、セカンドボールがハルの下に転がってくる。

「へいへいよこせーい!!」

　同時に、敵の一人が奪いに来るのも見えて。

「……！　ト、トラ──」

　──意識すんな！

　頭の中に声が響くと同時にハルはボールから目を離し、顔を上げて。

「ハルちゃーん、こっち～！」

　走り込み、手をあげながらボールを要求するカスミではなく、カスミが指さすミチルにノールックかつダイレクトで〝不完全で完璧なパス〟を出す。

「うぉおい!?　なにその超絶テク!!」

「──通じた～♪」「ナイスカスミーんっ!!」

　そうしてミチルはしっかりハルからのパスをトラップすると、即座に狩りにきた女性からボールをキープしようと背中を向け、

「うひぃっ！　……えっとえっとなんやったっけなんやったっけ──」

「Donne-moi la balleボールちようだい!!」

「な、なにゆーてるかぜんぜんわからんけど──頼むわクロエ!!」

　正面のクロエに絶好のボールを落とす。

「これがっ、クロエの──全力ぅぅううっ!!」

　完璧にお膳立てされた状況で放たれた〝天才〟の渾こん身しんのシュートは、低い弾道から狙い違たがわずゴール左下隅を突き──

「──シッ」

　息を吐きながら間一髪飛びついたゴレイロのスーパーセーブにギリギリ掻かき出だされる。

「ああぁぁぁ──！」

　希望が絶望に変わり、世界が色あせて、ゆっくりになっていく錯覚。

　……今宙を浮いているボールがラインを割った瞬間、笛が鳴り、戦いは敗北に終わる。

　ユイはチームを去り、今後二度と同じメンバーでサッカーをすることはない。

　横たわるユイの、ほんの少し先で、その未来は現実に──

「──〝天使の翼アンヘル〟！」

　現実に聞こえたのかわからない声が。

　──その足は

　頭の中で反響して。

　──全人類に希望を与え、世界も救える起死回生の〝天使の翼アンヘル〟だ！

　ユイを、ユイの体を、ユイの足を──動かす。

「──ぁあああっ！」

　叫ぶことで全力で足を、体を伸ばし、落ちてきたボールを寝転がった状態のまま空中でギリギリトラップして。

「な──!?」

　ボールが地面に落ちる直前に両足で挟み込み、体全体をひねりながら大きくジャンプして浮かせる鮮やかなヒールリフト。

　ゴレイロが飛びつく瞬間、翼両足を空に羽ばたかせたユイは、そのままボールをゴールに突き刺した。
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　一瞬の沈黙の後。

　２－２になったスコアと、長く吹かれた笛を確認して、〝妹たち〟は爆発した。

「や──」「やっったあああああああっ!!」「勝ったああああああ!!」

　両手を挙げ、ガッツポーズし、抱き合い、ハイタッチし──噛かみしめる。

　そんな少女たちを眺めながら、絶ぜつ火かチームの面々はしみじみと呟つぶやく。

「あちゃー」「いやー見事だわ」「なに最後のスーパープレイ」「負けた負けた」

「……勝ったわけじゃねーけどな」

　もう立っているのも限界で、行いく真まは苦笑しながらずるずると座り込む。

　スコアだけ見れば引き分け。そのうち一点はほぼ行真が一人で取ったものなのだから、引き分けというのもおこがましいかもしれない。

　それでも──結果は結果。

　ド素人の女子中学生チームが元女子サッカー日本代表のチームに引き分けた。

「無様だな」

　そう言って見下ろしてきたのは、痛々しい膝ひざのサポーターが目立つ元サッカー少女。

「……は、自虐かよ」

　言い返して見上げると、絶火はムッとした表情で行真の震える右足を見ていて。

「──」

　はじめて目にした母親のそんな表情に、行真は心から驚く。

　そんな行真を知ってか知らずか、絶火はすぐに皮肉げに笑った。

「……大事なものを壊し、奪われた人間は必ず自や棄けになって、より多くのものを喪失なくす。お前がしたのはそういう行為だ」

「……だからそりゃアンタの実体験かっつーの」

　冗談めかした行いく真まに、絶ぜつ火かは肯定も否定もせず、笑いもしなかった。

「二度とあんな馬鹿をするな」

　三回目の注意。

　さすがにここまで繰り返されれば、そういう意味なのだと理解せざるをえず、そのらしくなさに感謝よりも苛いら立だちが募って顔を背ける。

「……いまさらすぎんだろクソババア」

　いまさら。そんな、普通の親のようなことを言ってくんな──。

「イクマっ!!　ママ！」

　クロエを先頭に〝妹たち〟がやってきて、行真は軽く手をあげてねぎらう。

「あー、おつかれおつかれ。よくがんばったな。特に最後の得点は流れも含めてすげーよかった。想像以上だ」

「でも…………勝てませんでした」

　そう、勝てなかった。

　その事実が彼女たちを得点の余韻から覚ます。

　元々、なんのためにこの試合が行われたのかといえば──

「ぁ……あ、の……」

　ユイが。

　殊勲者が少し離れたところから、こちらを見ずに小声でボソボソと言う。

「わ……わた、し……さ、サッカー……でき、て…………ほ、ほんとに、楽しく、て…………み、みんなと、できた、の──うれし、かった……」

「ユイにゃん……っ」

　必死にしゃべるユイに、ミチルが感極まる。

「だ、だから……ぁの…………ぁ……あ……ありが、とうっ」

　深々と頭を下げ、別れの挨拶を終えたユイは、最後に行真を見て。

「ぁ……あなた、にも……い、いっぱい、感謝……して──」

「あーいいってそーゆうの。好きでやってるだけだし」

　そうしてあっさり言う。

「ま、あらためてこれからもよろしくな」

「…………え？」

　そう声をあげたのは、カスミ。

「今……これからって言いませんでした～？」

「ん？　言ったけど。ああもちろんカスミも。つーか全員だな」

「え……あ、はい………………え？」

「ちょ、ちょっと待ってくださいっ」

　ハルが割り込んで。

「も、もしかしてユイは──」

「クビにならねーよ？」

　ここまできたら予想できていたとはいえ、全力でクロエが叫ぶ。

「──はああぁあ!?　なんでよっ!?」

「声でけーな……いやなんでもなにも──」

「最初からそういう約束だ」

　行いく真まの後を継ぐように絶ぜつ火かが淡々と続ける。

「ユイの契約解除は無効とする」

　絶火からの正式なアナウンスに、〝妹たち〟は静まりかえり、当のユイ自身が信じられないというように呟つぶやく。

「か、勝て、なかった……のに──？」

　本人も把握してなかったという事実に、絶火はいぶかしむように眉をひそめ、やがて行真を横目に見て笑った。

「は、そういうことか。引き分けでもいいと意図的に伝えていなかったな？」

「……人聞きわりーな。伝えてなかったわけじゃねーし」

　さらりとのたまった行真にミチルが突っ込む。

「いやいやいや伝えてないやん!!　伝えてないやろ!?」

「言ったって。〝試合に負けたらユイの契約は解除される〟って」

「やから──え？」

〝試合に負けたらユイの契約は解除される〟の逆は、〝試合に勝てばユイの契約解除は無効になる〟じゃない。

〝試合に負けなければユイの契約解除は無効になる〟だ。

「やっぱ伝えてないやん!!」

「あーうるせうるせ」

「ちゃんと黙っていた理由を話してください！」

　ハルまで乗ってきて、いよいよやっかいになってきた──そう思いかけたところで。

「引き分けでもいいって言ったら気持ちが守りに入っちゃうかもしれない……だからあえて言わなかった……とかだったりします～？」

　あっさり意図を見抜いてきたゆるふわ少女に、行真は頬ほおを引きつらせる。

　そうして、同意を求めるように笑いかけてくるカスミに、仕方なくぶっきらぼうに返す。

「まあ……少しでも可能性をあげたかったからな」

「だったらそー言えばよかったじゃない！」

「……俺の話聞いてた？　クロエ」

「聞いてたわ！　だから少しでも可能性をあげたかった、それくらいユイを取り戻すのに必死なんだって話すべきだったって言ってんの！」

「──」

　それは。それは確かにそうなのかもしれないけれど。

　そんなことを言う自分は──ものすごく恥ずかしい。

「いや無理だわ……」

「はあ!?　なんで!?」

　そうしてギャーギャー言うクロエを尻目に、絶ぜつ火かが告げる。

「どうあれ、これで今回の件は終わりだ。今日の動画は後で送ってやる。よく見返して、引き続き励め。私の目的のためにな」

　そう偽悪的に笑って、歩き出す。

「ぁ……ぁ、の……っ」

　小声での呼びかけ。

　その声が聞こえていながら、絶火は振り返らない。

「──信頼はまた一から積み上げろ。自らの力でな」

　そう告げて、そのまま去って行った絶火に小さく頭を下げていたユイは。

「本当に……また一緒にできるんだ……」

　声を震わせるハルに、なにか言いたいのに、なにも言えなくて。

「ぅうぅ……ユイにゃーん!!」

　感情が高ぶったのか、抱きつこうとしてきたミチルを反射的によける。

　勢い余ったミチルはゴールポストに抱きついた。

「──ぶぁっ、え!?　なんでかわすのん!?　今のぜったいハグするとこやったやん!!」

「いや無む茶ちやゆーな……」

　また一緒にできるからといってユイの対人恐怖症が治ったわけじゃない。

　明確な課題だ。

　けれど。

「ま──それも全部これからだな」

　そう、これから。

　呟つぶやいた行いく真まは、少し楽しくなってきていることに気づいて、密ひそかに笑った。
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　別に日課じゃない。

　雨の日も雪の日も、少し体調が悪い日も立っていることすらつらい日でも、三六五日欠かさず続けているのは、ただ好きだから。

　夕暮れの誰もいない公園で、ユイは今日も一人リフティングをする。

　ポーン、ポーン、ポーンと、ボールを蹴る音が。

　浮き上がり落ちるボールを見るのが。

　足先で捉え弾はじく感覚が。気持ちよくて、とても落ち着く。

　ユイにとってずっと。

　これが一番で、これ以外に一番はなくて、いつまでも一番のままなのだと思っていた。

　人が怖いユイが、大好きなサッカーに関われる、唯一の方法。

　憧れのサッカーをしたつもりになれること。

　でも。

「…………」

　ふとした瞬間。ボールを弾く感触に、あの日の試合の記憶がフラッシュバックする。

　行いく真まから出されたボール。味方から戻されたパス。

　目の前に迫る相手の頭上を抜く、足先の浮き球。

「シャ、ペウ…………」

　わざとボールを晒さらして、意識と重心を引きつけた瞬間切り返す。

「…………エラ、シコ」

　そうして、最後に残ったゴレイロがシュートコースを塞ぎながら迫ってくるのを嘲あざ笑わらうように──

「ヒールリフト」

　両足で挟んだボールを中空に放つ。

　いつの間にか実際にやってみせていたユイに、後ろからそう声がかかって。

「やっぱ最高だな〝天使の翼アンヘル〟」

　しみじみとそう呟つぶやく行真に、かぁっと顔を赤くするユイは、振り返り、

「──……」

　言葉が出ない。

　その姿が、どうしてもつらく見えてしまう。

「ん？　なんだよその顔。え……まさかこれ!?　まだ!?」

　そう言いながら行真が指し示したのは、数日前から使っている右手の松まつ葉ば杖づえ。

　一週間前のあの日、あの後。

　一向に立ち上がれなかった、どころか止まらない冷や汗が脂汗になっていた行真はそのままタンカに乗せられ、病院へ直行した。

　そうして次に現れたときにはもう今の痛々しい姿になっていて──。

　小さくはない無む茶ちやの代償。

　その理由がユイにあるのに、平気になることなんかできない。

「だーかーら、ユイが責任感じる必要ねーって何度言わせんだよ……。俺が俺の意思でやったことだろ？　そもそも大事を取ってるだけで見た目ほどたいしたことねーし」

　そう言われたところで、無理なものは無理──。

　ため息をついた行真は仕方なさそうに言う。

「わかったわかった、勝手にヘコめ。どんどんヘコめ。その代わりひとつだけ答えろ」

　ユイの視線に合わせるように松葉杖に体重を預け、真剣な表情で見つめてくる。

「あの日の試合フツトサル、楽しかったか？」

　意表をつかれて。なんでそんなことをと考える前に、ユイはうなずいていた。

「ならよし」

　そう言って屈託なく笑う行真に鼻の奥がつんとして。唇を噛かんで涙が出そうになるのを堪こらえる。

　行いく真まは、あの試合ですごく──すごかった。

　一点取り返すと言ってたった一人で六人を抜いて、本当に取ってきて。

　とっても綺き麗れいで、熱情的で、カッコよくて、きっと世界中の人を魅了できて──。

　そんなすごい人なのに、どうしてユイにここまでしてくれるのか。

　何度もそう思い、でもそのたびに、行真は足のためだと言って、ユイも納得して──

　納得、して。

「──でき、ない」

「あ？」

　俯うつむき、ギュッと服の裾を掴つかんで、ユイは想おもいを吐露する。

「なっと、く……でき、ない……わ、わたしの……足の、ためって……なんで……なんで──わたしの足なの……？」

　綺麗な足は他にもある。

　ハルだってミチルだってカスミだってクロエだって──綺麗だと言った。

「は？　そんなんお前──」

　途中で口をつぐみ、考え込むようにした行真はぽつりと言う。

「惚ほれたから」

「…………え？」

「ただ、惹ひかれただけじゃなくて……惚れたから。そうなったら──なんでもしたくなるし、できる」

　平然とそう告げた行真は真剣にこちらを見つめてきて。

「ん？　なんかおかしかったか？」

　眉を寄せ、首をかしげ、さりげなく足を見る。

　……そう、行真はただの変態。究極の変態足フェチだ。

　そう思い込まないと、とても大変なことになってしまう気がして、ユイは必死に自分の胸が高鳴っているのを誤ご魔ま化かそうとする。

　そんなことには気づかず、まだなにか考えていたらしい行真は親指を立てる。

「まーだからユイの足のためならなんだって……それこそ命だって懸けてやる。お前の足のためなら死ねる！」

　君の足のためなら死ねる──そう堂々と宣言した究極の足フェチに、ユイは恥ずかしくて嬉うれしくて胸がいっぱいで。

「……バカ」

　ほんの少し笑った。


〈了〉







あとがき




　顔より先に足を見る！　お買い上げまことにありがとうございます。足フェチではない、刈かり野のミカタです。足フェチではありません。

　本作は『青春フットサルもの～足フェチを添えて～』ですが、前作に引き続きとてもタイトルがアレな感じになってしまいました！

　異性の（異性以外でも）足にピンとくる方はぜひそのままタイトルを街中で連呼していただきたいですが、そうでない方には『君足』と略していただければと思います。刈野は特にこだわりはありませんがそのまま連呼します。

　さて、本書の中身のほうですが、幸薄めのガチコミュ障少女を筆頭にいろんな問題児の少女たち五人がある日突然全員妹になった元日本代表の足フェチ天才サッカー少年が、フットサルを通して彼女たちの足を愛めでる……もとい育てていくお話となっております。

　多少妹たちの足について熱く語る、主人公の気持ち悪い部分があるかもしれませんが、芯はちゃんとフットサルを通して成長する主人公と少女の熱い青春譚たんになっている……はずです。

　スポーツが好きな方はもちろん、そうでない方にもお楽しみいただけるかと……お楽しみいただけてたらいいなあ……！

　Ｔｗｉｔｔｅｒなどでご感想を呟つぶやいていただいたければ、こちらからチェックしにいきますので、ぜひお聞かせください！

　ところで、本作とはなんの関係もないのですが、足派に対立する派閥というのはあるのでしょうか。

　胸派と尻派が二大勢力として対立しているのは有名ですが、足派がそれらと対立しているというのは寡聞にして耳にしたことがありません。

　ということは足派というのはとても友好的で、他の派閥とも手を取り合うことができる希け有うな性癖……もとい好みなのでは？

　つまり、足派が増えれば増えるほど世界は平和になっていく──こう考えればもう足派にならない理由を探す方が難しい。

　さあ、世界を平和にするために、みんなで足を愛でましょう！　ノー足ノーライフ！

　ちなみに刈野は決して足フェチではありません。




　以下謝辞です。

　まずは元担当編集Ｏ（Ｒ）様、Ｋ様、そして現担当編集Ｏ（Ｔ）様。もうなにを感謝してなにを謝罪すればいいのかわからないぐらいとてつもなくお世話になりました……。

　特に現担当編集Ｏ（Ｔ）様には新しいアイデアや冷静なご指摘をいただく一方で刈野のこだわり（わがまま）もたくさん聞いていただき、頭があがりません……。これからもよろしくお願いします！

　キャラクターたちを具現化してくださったＢＬＡＤＥ様。素晴らしいクオリティの足……もとい妹たちに全刈かり野のがスタンディングオベーションでした。本当にありがとうございます！

　家族や友人、特に今回も三み河かわごーすとさんにはたくさんお世話になりました……！

　Ｔ編集長、Ｋ副編集長をはじめとした編集部や営業部の方々、デザイナー様、校正様、印刷所や書店員の皆々様。

　そしてなによりも、ここまでお読みくださった貴方あなた様に全力全開の感謝を──。

　またお会いできますように！


刈野ミカタ
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　きっかけはプールトレーニング後のミチルの質問だった。

「おにーやんってどれくらい足フェチなん？」

「……はあ？　だから、俺は足フェチじゃなくて、足からあらゆる情報を──」

「はっ、変態の言い訳でしょ」

　行真を遮ってそう吐き捨てたのは水着姿のクロエで。

「ああ!?　言い訳じゃねーっつってんだろ、事実だよ事実！」

「なにが事実よ、ただの思い込みじゃない変態！」

「おま……っ」

「まーまーまー、おにーやんもクロエもケンカせんとこ？　ここはウチの顔にめんじて！　な？」

「勝手にクロエって呼ばないでって言ってんでしょ！」「お前が話を振ったんだよ!?」

「にゃははは、めっちゃ声かぶっててなにゆーてるかわからーん」

　笑い転げるミチルに、同じ顔をした姉がため息をつく。

「ミチル……そんなくだらないことを聞くためだけに挙手したんですか」

「えー、だって気にならへん？　おにーやんがどれくらいの足フェチなのか」

「気になるわけが──」

「確かに気になるかも～♪」

　食いついたカスミに、行真は即座に言う。

「カスミ……面白そうってだけでテキトーに同意すんのやめろ」

「え～そんなことないですよぉ。本当に気になってますし♪」

　絶対ウソだ。そう言いかけた行真を押しとどめて、カスミはミチルに話を振る。

「ミチルちゃんは行真さんがただの足フェチかそうじゃない、スゴい足フェチかテストしたいってことだよね～？」

「せやねん！　さっすがカスミん！」

「いやそれ結局どっちに転んでも足フェチじゃねーか……」

　行真のツッコミだけさらっとスルーしてミチルは腕を組んで渋面のままのハルに言う。

「ほら、パルルやって、足見るだけで能力判断できるなんて信じられないゆーてたやん？」

「それは……そうだけど……」

「ふん……確かにテストで変態がただの変態だってショーメイできるなら悪くないわね」

　クロエまでしっかり乗り気になってるのを見て、行真は頭をガリガリとかく。

「あのなぁ……いくらお前らが乗り気でもユイだけは──」

　と、行真はさっきまで行真の後ろにいたはずのユイが、〝妹たち〟の近く──といってもかなり距離はあるが──にいることに目を見開く。

「……、……わたし、も……きになる」

「…………マジで？」





　　　～十五分後～






「はいっ、とゆーわけでやってまいりました、第一回足フェチテストー！」

　テンションアゲアゲのミチルは一人拍手をしながら言う。

「今からおにーやんには目隠しをして五つのシャワースペースに隠れる妹たちの足をピッタリ当ててもらいまーす！　もし当てることができたら──」

「待て待て。待って。マジで待て」

「──おにーやんには真の足フェチの称号……え？　なになに？」

「……バカなの？　絶対バカだよな？」

　行真は周りを見回し、鼻腔をくすぐる女の子の香りを意図的に無視して叫んだ。

「なんで女子更衣室!?」

　正確には女子更衣室からつながるシャワースペースの前だ。

　当然男子の行真がいていい場所ではない。

「えー？　ええやん別に。どーせうちらしかおらんし。──あ、着替えとか見たらあかんで？　みんなまだ水着やし」

「見るか!!　じゃなくて……ここでやる必要ある……!?」

　どうせ目隠しするならさっきのプールサイドでもできたじゃん！

「やー、それやと盛り上がりにかけるってゆーか……ほら、シャワースペースやとちょっと屈めば体は隠れて足だけ見えるようになるやん？」

「目隠しすんのに体隠す必要ねーだろ!!」

「まーまー、ほらもうみんなスタンバってるし！　な？」

　……なにを言っても無駄。行真はウキウキしているミチルを見てそう悟る。

「はー……わかったよ……」

「やった！　せやったら目隠しするから動かんといてな～」

　タオルを頭に巻かれながら行真は訊く。

「つーか一応確認しとくけど……足触っていいんだよな？」

「え？　アカンに決まってるやん」

「目隠しすんのに触りもしないでどーやって当てろっつーんだよ！」

「それは……匂いとか？　……アカン、変態がすぎるかも」

「それで当てても単なる匂いフェチじゃねーか……！」

「ホンマや。にゃははは！　ウソウソ、足触ってもオッケー。あ、ちょっとだけやで？」

「…………プールトレーニングの意味……！」

　元々足を触る代わりのプールトレーニングだったのに……。

　もちろんただ触るだけよりは解像度が格段に上がるのでそれはそれでいいのだが。

「でーきた！　したらウチもシャワーに入るから、おにーやんはその場で十秒数えてからスタートしてな～！　じゃ！」

　そう言ってミチルが去って行ったっぽいのを確認してから十秒後。

　行真は手探りで、壁を伝いながらなんとかシャワースペースが並ぶ場所へと向かう。

「シャワーまで辿り着くのがしんどすぎる……」

　企画段階からグダグダにもほどがある。

　それでも行真が続ける気になったのは、もちろん妹たちの足が触れるからだ。

「……」

　身じろぎする気配を感じ、行真は最初のシャワースペースに辿り着いたのだと悟る。

　開閉板に触れてからその場でしゃがむと、遠慮なく右手を伸ばし──するりとした足、そのふくらはぎを掴んだ。

「……んっ」

　──この粘り強い感触は間違いなくハルだ。実直でありながらスマートさも忘れないとても健気な足。

「……っ、……っ」

「……いや、息づかい荒」

「──っ」

　なんか文句言いたげな気配を感じたが、無視して隣のスペースに移る。

　そうして手を伸ばしたところで、一度逃げるような反応があったが、構わず両手で捕まえる。

「……おぉ」

　思わず声が出る。

　──なんという繊細なくるぶし。真っ暗な視界に火花が散ったような気がして、ミチルのそれだという確信が深まる。

「ぷっくく……くすぐったっ……」

　……いや声出したら声でわかっちゃうじゃん。

　そう思いつつも、隣へ。

　今度はすんなり触らせてくれて、けれど、掴んでいるはずなのに掴まえられないような不思議な感触に、感動を覚える。

　人を食ったような、けれど確かな知性が滲む奇妙な色気のカスミの脛。

　指先でなぞればなぞるほどその表情は変わり、ずっと触れと促しているような気すらしてくるが、むしろそのことが行真を冷静にさせた。

　次のスペース、次の足へ。

「…………！」

　触る前からわかる、女王の風格。

　触れた瞬間、打ちひしがれそうになるが、それ以上にこの機会を逃せばいつまた触れるようになるかわからないので、しっかりとクロエの高貴な太ももを堪能する……うーん、こんなに素晴らしい足をしているのになんであんなに性格が悪いのか……。

「…………っ」

　あ、殴られそう。そう感じたところで手を引っ込め、最後のシャワースペースへ。

　さあ、来た。最後のお楽しみ──。

「──、──っ」

「あれ……？」

　伸ばした手が空ぶる。逃げられた……？

　すでに触ってきた足から察するに、ここにいるのはユイだろう。

　つまり──あの〝天使の翼〟に合法的に思う存分触れられるチャンス！

　触らなくてもすでに答えはわかっているが、絶好の機会を逃すわけがない。

「……、……ゃ……っ」

　狭いシャワースペースで逃げ回るユイを、行真は懸命に手を伸ばして追いかける。

「ちょ……逃げんなって……！」

　そんな必死の追いかけっこに──しびれを切らしたのはクロエだった。

「ちょっと！　まだなの!?」

「……っ！」

　声にビクついたユイが動きを止め、行真の手がついに〝天使の翼〟を捉えた。

「よっしゃ！　捕まえ──うぉっ!?」

「──きゃぅっ」

　瞬間、行真は体勢を崩し、シャワールームの板を押して中に入り──〝天使の翼〟を逃し、代わりにふにょりとしたおかしな感触のものを思い切り掴んでしまう。

「んっ……ぁっ」

　妙に色のついたユイの声。

「なになにどしたん!?」

　派手な物音も相まって集まってきた〝妹たち〟はそうしてそのとんでもない光景に声をあげた。

「ちょ──えええ!?　なんで!?」「な、な、なにしてるんですか!!」「あーあ……♪」

「……は？　なんだよ──」

　尋常じゃない事態に目隠しを手で取った行真は、その理由を知る。

「……え!?」

　さっきまで確かにユイの足を掴んでいたはずの行真の手は今、ユイの胸──小ぶりなおっぱいを掴んでいて。

　それだけならともかく。

　肝心のユイが裸だった。

「なんで!?!?」

　率直な行真の疑問に、ユイは真っ赤になりながら手で体を隠し、小声で言う。

「……シャ……シャワー……ルーム……だか、ら……は、裸……だと──」

　理由を聞いても意味がわからなくて、もう一度なんでと言おうとした行真の視界を遮るようにクロエが目の前に立つ。

　そうして、それはもう力強く言い放った。

「この──変態!!」

　──状況が状況だけに否定しようがない。

　そう思いかけた行真は、けれど納得できない想いを力に、即座に言い返した。

「違う！　俺は変態じゃない！」

　……そう、裸の妹の胸を掴んで欲情するような変態じゃなくて。

「足フェチだ!!」

　足フェチだ足フェチだ足フェチだ……

　魂のその叫びは誰の胸に響くこともなくむなしくシャワールームに響き渡るのだった。


















君の足のためなら死ねる




【電子特典付き】








刈野ミカタ





ＭＦ文庫Ｊ





2021年9月25日　発行





ver.001





©Mikata Karino 2021





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ＭＦ文庫Ｊ『君の足のためなら死ねる』

2021年9月25日　初版発行





発行者　青柳昌行

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only









※この物語はフィクションです。登場する人物・団体・地名等は、実在のものとは一切関係ありません。










本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/image/kuchie-004.jpg





item/image/kuchie-005.jpg
1

contents

—8E XEQRIES e
011 —5E BB
049
=5 KERHDHRE
085

g FEDRMIEDOEELHEL)

Q")s

hiE BXDE
149
NEE REBERBIBRDIBDTEL
217

i MERDBHBICED
251

Iea-4
317





item/image/kuchie-002.jpg
// A

N\ )
Q
=






item/image/kuchie-003.jpg
rfuaw h#iyw:—;uh-eb.:o'? D
o (i BT th'ej—»ubum

\






item/image/kuchie-001.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p139.jpg
\ﬁ»
'
A S





item/image/p216.jpg
KIMINO
ASHINO
TAMENARA
SHINERU






item/image/p295.jpg





item/image/p096.jpg
2T
FKEOR. BOEEE
BUr< R ERE
HICREE R,

ARERPIEER.

F — 2N 2R
‘HHFDIEN: fEHD D
BRENGREZROHE
H LTeAMAED .

JDIL

EROLE. BRCR
HBICTATEEERT
B,

oy
Ay
TAS
jK RS
A R & =0k
TEENARAIESL
<ERIBCEMB T H]

e
Kd=J58






item/image/p250.jpg
KIMINO
ASHINO
TAMENARA
SHINERU






item/image/p013.jpg





item/image/p212.jpg





item/image/p104.jpg
KIMINO
ASHINO
TAMENARA
SHINERU






item/image/p225.jpg





item/image/p050-051.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		contents



		一話　天使の足が通る



		二話　踏源郷



		三話　水も滴る脚線美



		四話　幸運の女神はつま先しかない



		五話　考える足



		六話　禍福はあざなえる足のごとし



		七話　神は足の細部に宿る



		エピローグ



		電子書籍特典　書き下ろし短編『利き足大会』



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/allcover-001.jpg
=

7;,, KIMINO
ASHINO
-

TAMENARA

y) SHINER

wnze BFCROREMO TRELLTNR, #ZMEEOI=a

MTALBEBNT RSB [WPRBEER TREE?)

[)4/ Y
e e
=
D
E
ELLEER S o
BORORHES! ! g
5 [KEBTHL—Z>7EnMLE2EBOL /
5 PYONRRELEGTULI?] [¥DBL! BLUNI?
L ca— ] 3E RERFYuN—DEF R AECOED R S8
BLADE R DRIHES. [Yyh—RIBET NERLOR! .
>

ASRI—5— Ktkawai R,
SANDR[FRI by TP—S—1 . Y2/ EUVAC
PIE—BEUV Tuber (RG] F 9575 —F54
e
s MEFIH 5,
i:BLADE

[BBIEAUSET - BN R AR NS5
LEUBARE BOREWAL L ¢ SRR EZDE
ADRNEREICOI—FETBTEL — [E2I LU 5] [BRLETR )
RRFRITF P~ P EX AR T BOBEY KR RGP EE AR AR

QoI

P45 BLADE BT/ Mid





item/image/p316.jpg
KIMINO
ASHINO
TAMENARA
SHINERU






item/image/p119.jpg





item/image/p151.jpg





item/image/kugiri.png





item/image/gaiji-0005.png





item/image/midashi08.jpg
KIMINO
ASHINO

TAMENARA
SHINERU

T
ol
H
I
/5






item/image/midashi07.jpg
E‘E

L E O M &

oK

r—

i

D






item/image/p048.jpg
KIMINO
ASHINO
TAMENARA
SHINERU






item/image/midashi06.jpg
KIMINO

K BELPRVLSIRNNESIIVUD

22
gz

I
MS

o
=
=
)
<





item/image/midashi05.jpg
KIMINO
ASHINO

TAMENARA
SHINERU

Gl
=

=1
z
D
JE






item/image/midashi04.jpg
KIMINO
ASHINO

TAMENARA
SHINERU

_—EE

==
&
D
L24
i
=N
>
S
7t
L
b\
ZAN
A






item/image/midashi03.jpg
KIMINO
ASHINO

TAMENARA
SHINERU

E—E

o

©
]
&
il

Y
b

i
ES






item/image/titlepage.jpg
BOEDHIESITIERSD

NEF=HY

MFXEE)






item/image/midashi02.jpg
KIMINO
ASHINO

TAMENARA
SHINERU

E—ﬁ

%

2
Ul g (S VI

;
4

p—=|






item/image/p129.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/midashi01.jpg
KIMINO
ASHINO

TAMENARA
SHINERU

a)
»

plac}






item/image/p240.jpg





item/image/gaiji-0001.png





item/image/gaiji-0002.png





item/image/gaiji-0003.png





item/image/gaiji-0004.png





